
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「悪いな、ルミア。せっかくの休日なのに、付き合わせちまって……」

「ふふっ、いいんですよ、先生。今日は暇ひまでしたし……それに、なんだかデートみたいで楽しいですし？」

「ばーか。からかうなっての」

　とある休日の、正午近く。

　グレンとルミアが、フェジテの南地区──様々な店てん舗ぽや露ろ店てんが所ところ狭せましとひしめき合う商業街の大通りを、二人連れ立って歩いていた。

　グレンの手には本が二冊。本日の古書店巡めぐりの成果だ。

「まぁ、おかげで授業で使いたい本が見つかった……サンキューな」

「いえいえ」

　ごった返す人波をかき分けながら進むグレンの背中へ、ルミアが微笑ほほえみを返す。

「俺がいいと思っても、実際に使う生徒の目線がねーと、なんとも判別しづらいからな……あぁ、めんどくさ」

　この雑ざつ踏とうで、どうせ誰だれにも聞こえていない、と油断しているらしい。

　そんならしくないことを誰へともなく独りごちるグレンを、ルミアが嬉うれしそうに見つめているが、グレンはその視線に気付かなかった。

（システィとリィエルもいれば、良かったんだけどな……）

　それだけが心残りだが、今日は仕方ない。

　リィエルが風か邪ぜで寝ね込んでしまい、システィーナはその看病だ。

　本当はルミアも残るつもりだったのだが、システィーナに「いいから、私に任せて先生と行ってきなさい」と強引に追い出されたのである。

（本当は、システィこそ先生と出かけたかっただろうに……絶対否定すると思うけど）

　親友の相変わらずな不器用さに苦笑いしながら、それでもグレンとの楽しい一時を提供してくれたことを、ルミアは心から感謝するのであった。

「さて、そろそろ昼飯時だな」

　グレンが懐かい中ちゆう時計を見ながら言う。

「このまま解散ってのも味気ねーし……どっかで食事でもしていくか？　もちろん、奢おごるぜ？　今日のお礼だ」

「え？　いいんですか？　ふふっ、わかりました、それならお言葉に甘えさせていただきますね？　ありがとうございます、先生」

　思わぬグレンのお誘さそいに、ルミアはぱっと花が咲さくように笑うのであった。




　こうして、飲食店や屋台が軒のきを連ねる地区へと向かうグレン達。

「実は、こっちの方に美味うまいパスタを食わせてくれる隠かくれ名店があるんだ」

「そうなんですか？　ふふっ、なんだか楽しみ」

　楽しげに談笑する二人が、人気のない脇わき道みちに入った……その時だ。

「せ、先生！　あれ……ッ！」

「な……ッ!?」

　往来の真ん中に、一人の女性が倒たおれ伏ふしていたのだ。

「お、おい！　アンタ大だい丈じよう夫ぶか!?　どうした!?　しっかりしろ！」

　慌あわててグレンが駆かけ寄より、ぐったりとした女性を抱だき起おこす。

　透すき通とおるような紅茶色の赤毛が特とく徴ちよう的な美しい少女だ。その歳としの頃ころはグレンより少し下、ルミアより少し上といったくらいだろう。

　さらさらと肌はだ触ざわり良くグレンの手をくすぐるその長い髪かみは完かん璧ぺきに手入れが行き届いており、その何房ふさかが頭の後ろで丁てい寧ねいに編み上げられている。

　身に纏まとう白のロングブラウスに、チェックのプリーツスカート、宝玉のループタイ、編み上げのロングブーツ、肩かたに羽織るインバネスコート……いずれも、高品質な素材を贅ぜい沢たくに使った最高級品だ。

　少女を抱き起こした瞬しゆん間かんから、グレンの鼻を仄ほのかにくすぐる爽さわやかな芳ほう香こうの正体は、恐おそらく少女がつけている香こう油ゆだ。素人しろうとのグレンでも恐ろしく高価な一品だと一嗅かぎでわかるものだ。間ま違ちがいなく、この少女は高貴な家の出──上流階級出身の令れい嬢じようだろう。

（なら、行いき倒だおれって線はありえねえ……見たところ外傷も見当たらねえ……まさか、病気か!?）

　焦しよう燥そうがグレンを支配する。事態は一刻を争うようだ。

「くっ……ルミア、医者を──」

　と、その時。

「……ぅ？　……うぅ……」

　人の気配を感じたのか、少女が微かすかに身じろぎをし、うっすら目を開く。

　ラピスラズリの色合いを湛たたえた瞳ひとみがグレンを弱々しく見つめてくる。

「！」

　緊きん急きゆう事態に慌てていたので、今まで気付かなかったが……その眼まな差ざしと顔立ちにグレンは見覚えがあった。

「お前……ロザリーか……？」

「……せ、先せん輩ぱい……？」

　その少女も今、自分を抱き起こしている相手が誰なのか朧おぼろ気げに認識したらしい。みるみるうちに、その顔が驚おどろきと喜びの色に染まっていく。

「……せ、先……ぱぃ……お、お久しぶり……で、す……あ、会いた……かっ……た……ずっと……」

「バカ！　しゃべるな！　動くな！　安心しろッ！　今、医者を呼んでやるからなッ！」

「い、え……医者は……いいです……どうせ……無む駄だ……です、から……」

　弱々しく呟つぶやく少女──ロザリー。

　どうせ、医者は無駄。もう、そんなに悪いのか？

「くそ……ッ！」

　グレンが悔くやしげに歯がみする。

「そ、それよりも……先輩……お願いが……あり、ます……」

「なんだ!?　何でも聞いてやる！」

　これがロザリーの……愛すべき後輩の最後の願いになるかもしれないのだ。グレンは即そく答とうしていた。

「先……輩……どう……か……」

「……ああ」

　グレンが神しん妙みように身構えていると……

「……どう、か……ご飯……奢っ……て……くだ、さ……ぃ……」

「…………はぁ？」

　ロザリーの口から、か細く突ついて出た妙な要求に、グレンは目を点にするしかなく……

　ぐるるるるる～～きゅぅ～～

　その時、ロザリーの腹の虫が盛大に鳴った。




　そして……とあるパスタ専門の飲食店にて。

「ずるるるっ！　もぐもぐもぐっ！」

「なるほど……数日前、フェジテの東部にあるミレーネ遺い跡せきを調査していた遺跡調査隊が盗とう賊ぞく団に襲おそわれて、発はつ掘くつした古代の遺物を強ごう奪だつされる……か」

　グレンが食後のコーヒーカップを傾かたむけながら、新聞を読みふけっている。

「奪うばわれた主な品物は……メガリス古銭か……ちっ、さてはこの盗賊団、プロだな……」

「はぐっ！　はぐはぐはぐっ！　むしゃむしゃっ！　ずぴっ！」

「幸い死傷者はゼロだが……はぁ……世の中物ぶつ騒そうになったもんだ……」

「ずぴっ！　ずるずるっ！　むしゃむしゃっ！　がつがつ！　ごくん、ぷはぁ……ッ！　あ、そこの給仕の方！　これのお代わりを要求します！」

「って──」

　グレンはこめかみをひくつかせながら、読んでいた新聞を丁寧に畳たたんで、テーブルの端はしに置き──

　ずだんっ！　グレンが拳こぶしでテーブルを叩たたく音が店内に響ひびき渡わたった。

「ひいッ!?」

　途と端たん、口の周りをトマトソースでべたべたに汚よごしたロザリーが、情けなく身を竦すくませ、縮こまる。

「ロザリー、お前、一体、何杯ばい食えば気が済むんだよッ!?　人の金だと思って容よう赦しやなくがっつきやがって！」

　グレンは、ロザリーの前に山のように積み上がる空皿の巨きよ塔とうを、憎にく々にくしげに睨にらみつけた。

「大体、倒れてたのも、本当に空腹で行き倒れてただけだって!?　まぎらわしいんだっつーの！」

「だ、だってぇ……先輩……私、ここ一週間、塩だけしか口にしてないんですよ……？　仕方ないじゃないですかぁ……ぐすん」

　涙なみだ目めでそんなことを言っていじけるロザリーに、グレンは頭を押さえてため息を吐つくしかない。

「ったく、お前ってやつは……」

「先生、この方は一体……？」

　みっともなく食事にがっつくロザリーとは対照的に、上品にフォークでパスタを口に運んでいたルミアがふと手を止め、グレンに尋たずねる。

「ああ、紹しよう介かいが遅おくれたな。こいつはロザリー。なんつーか、まぁ……俺の魔ま術じゆつ学院生時代の後輩だ」

「ロザリー＝デイテート、デイテート子し爵しやく家の次女です。どうか以後、お見知りおきを」

　それまでのみっともない振ふる舞まいから一変、ロザリーは突とつ然ぜん、貴族の令嬢のような洗練された所作でルミアに一礼し、キリッと微笑みかける。

　……その口の周りはソースべったりで、全然決まっていなかった。

「で、こいつはルミア。魔術学院の生徒で、俺の教え子だ」

「あ、私、ルミア……ルミア＝ティンジェルです。ロザリーさん、こちらこそ、よろしくお願いしますね？」

　今、ルミアが着ている普ふ段だん着ぎ──カジュアルなコルセットドレスにストール──はロザリーの服装と比べれば数段格が落ちるが、ルミアのその落ち着いた物もの腰ごしや所作、完璧なるテーブルマナーは、ロザリーよりよほど高貴な風格を醸かもし出していた。

「え？　魔術学院？　教え子？　ということは……先輩、まさか学院の魔術講師になったんですか!?」

「あー……まぁ……成り行きで？」

「い、いいなぁ、そんな勝ち組なお仕事に就けて……羨うらやましいです……」

「俺のことはどうでもいいんだよ」

　手の平をひらひら振りながら、グレンは話を続ける。

「そんなことより、お前、なんであんな所で行き倒れていたんだよ？　お前は貴族……上流階級層だろ。飢うえとか行き倒れとか、そういうのとはもっとも縁えん遠どおい人種だろうに」

「よくぞ聞いてくれました、先輩！」

　待ってました、と言わんばかりにロザリーが立ち上がった。

「この誇ほこり高たかき青き血たるこの私が、嘆なげかわしいことに、かような不幸に見み舞まわれるまでは聞くも涙語るも涙……吟ぎん遊ゆう詩人が吟ずれば、全聴ちよう衆しゆうが滂ぼう沱だし、残ざん酷こくなる神の仕打ちを呪のろうような戯ぎ曲きよくが──あぁ、主よ、主よ、どうして貴方あなたは我をお見捨──」

「前置きはいいから早く話せ！」

　いちいち芝しば居いがかった所作で天を仰あおぐロザリーの顔に、お手ふきを投げつけるグレンであった。




　で──以降、延々とロザリーの身の上話が小一時間ほど続き──

「──まぁ、要するに。落ちこぼれのお前が魔術学院を奇き跡せき的に卒業しちゃった後、あまりの出来の悪さに、志望する就職先──魔ま導どう探たん偵てい事務所関連にはサッパリ就職できず、すごすご実家に帰き還かん。その後、呆あきれた両親から政略結けつ婚こんを強制され、それに反発して家を勘かん当どう同然に出しゆつ奔ぽん。何を血迷ったか魔導探偵事務所を自分で設立。当然、儲もうかるわけもなく、やがて全ての生活費が底を尽つき、そして、先ほど、ついに行き倒れるに至る──と？」

「はい……抗あらがい難きこの大いなる時代の流れに、私は翻ほん弄ろうされるしかなく……運命とは時にこれほどまでに残酷な試練を人へ突きつけるものかと……」

　ハンカチで目元を拭ぬぐうロザリー。

「待てよ。そのわりに、見た目羽は振ぶりいいじゃねーか」

　グレンがロザリーの高価そうな衣服を上から下まで流し見る。

「見たところ、相当に上等な服だ。購こう入にゆう費も馬ば鹿かにならんはずだが？」

「ふふん、それは当然です。私は貴族ですから！　背に腹を代えてでも、清く、美しく、誇り高くあるべきなんです！　たとえ食費を削けずってでも！」

「完全に自業自得じゃねえかッ！」

「ひいっ!?」

　ずだんっ！　グレンがテーブルを叩いた音に、ロザリーが身を竦ませ、縮こまる。

「大体、魔術学院を卒業して、就職先がねえとかよっぽどだぞ!?　学生時代から思ってたが、お前、根本的に魔術に向いてねえんだよ！　魔導探偵とか諦あきらめて実家に帰れ！　とっとと結婚でもしちまえ！」

「ち、違ちがいますぅ！　時代がまだこの高貴で、いと高き場所にいる私を評価できるレベルに追いついてないだけですぅ！」

　涙目のロザリーが、グレンを必死に睨み返す。

「才気溢あふれんばかりのこの私が、この卓たく越えつした能力を世界へ還かん元げんしようと、せっかく魔導探偵事務所を設立したというのに、この街の連中と来たら完全スルーを決め込んで……世間は自分より高貴で優れた人間を素直に認めることができないバカばっかりです！」

「バカはお前だ」

「大体、たまにやってくる仕事もペット捜さがしとかショボいのばっかりですし……しかも小さな子供が、ブタちゃんの貯金箱を握にぎりしめて、必死に訴うつたえかけるように『お願い、ボクのポチを捜して、お姉ちゃん』って……断れるわけないじゃないですかぁあああっ！　ついでにお金も取れるわけないじゃないですかぁあああーーっ！　うわぁあああああああああああんっ！」

「ったく、お前ってやつは……」

　号ごう泣きゆうするロザリーを、グレンは呆れたように眺ながめる。

「……ですが」

　しばらく泣なき崩くずれた後、ロザリーは不意に復活し、力強い笑みをグレンへと向ける。

「聞いてください、先せん輩ぱい！　実は今回、とても大口の依い頼らいが入ったんです！　フェジテの行く末を左右するかもしれない大事件なのです！」

「ほう？　良かったじゃん」（棒）

「はい！　実は、さっき先輩に拾われるまで、この依頼に従事していたわけなんです！　この依頼を完かん遂ついすれば、報ほう酬しゆうもガッポリ！　この実績を足がかりに私の素晴らしい手しゆ腕わんが噂うわさとなって広まり、私の魔導探偵としての輝かがやかしい栄光の第一歩が始まるんです！」

「おお、燃えてるな！　頑がん張ばれよ、ロザリー」（投げやり）

「はい！　任せてください！」

　と、いかにも自信満々といった案配でロザリーが胸を張り……

「で、先輩に相談があるのですが」

「ん？」

「助けてください」

　春風のような笑みを零こぼすロザリーを前に、完全硬こう直ちよくするグレンであった。

「あはは……実はもう、この私の魔ま術じゆつ師しとしての超ちよう絶ぜつ的な手腕をもってしてもこの難事件、お☆て☆あ☆げ、状態っていいますか……迷宮入り直前といいますか……」

「…………」

「もう、何ていうか……四の五の言わずに力を貸してください。いと高貴なる者に奉ほう公こうするのが庶しよ民みんの務めでしょう？　ふっ、先輩に、この尊き私の手足となって、私に尽くす権利と栄えい誉よをさしあげましょう」（キリッ）

　その笑顔に高こう慢まんさや見下しはなく、完全に善意１００％で……

　しばらく、グレンが無表情で沈ちん黙もくして……

「さ、ルミア。そろそろ帰ろうぜ」

「う、うわぁあああーーッ!?　ま、待ってください先輩ぃーーっ！」

　ルミアを促うながして立ち去ろうとするグレンの足に取りすがり、ずるずると引きずられていくロザリーの図。

「お、お願いします、見捨てないでください！　先ぱぁいーーっ!?」

「やかましい！　お前は高貴で超ちよう優ゆう秀しゆうな魔術師サマなんだろ!?　一人で勝手になんとかしろっての！」

「そ、そんなぁ！　私みたいなグズでドジで間ま抜ぬけで魔術師失格で社会のド底辺を這はいずるゴミには到とう底てい無理ですぅ！　だから、お力をーーッ！　昔みたいにぃーーッ!?」

「はぁ～～」

　恥はじも外聞もプライドもなく、足にしがみついて泣きべそをかく後こう輩はいに、グレンはため息を吐くしかない。

「ったく、なんか懐なつかしいぜ……」

「学生時代のことが、ですか？」

　ルミアの問いに、グレンが頷うなずく。

「こいつ、気位とプライドだけは無む駄だに高いくせに、魔術師としては本当にダメダメな落ちこぼれでな。努力家ではあるんだが……」

「そう……なんですか？」

「あの頃ころは、何かと泣きついてくるこいつの面めん倒どうをよく見てやったもんさ。人前じゃ、高飛車で鼻持ちならないやつだが、陰かげでは密かに頑張ってるのを知ってたからな……」

　どうにも放っておけなくて……とグレンが頰ほおをかいた。

「今回は……どうするんですか？」

「そうだなぁ……」

　ルミアの問いに、グレンが口元に手を当てながら、しばらく考え込んで。

「ロザリー……お前、ところでさ。なんで、魔導探偵なんだ？」

　グレンが足下のロザリーに問う。

「それ以前に、学生時代から思ってたんだが……どうして、あれほど魔ま術じゆつに……魔術師であることに拘こだわった？」

「そ、それは……」

「お前は、自身のマナを魔ま力りよくに昇しよう華かする感覚が極きよく端たんに欠落している……魔術に向いてないのはわかるだろ？」

　魔力容量キヤパシテイの極端な低さ。これがロザリーが落ちこぼれだった最大の原因である。単純な話、魔力がなければ、いくら高度な呪じゆ文もんを習得しても、根本的に行使できないのだ。

　魔力操作に関する感覚の欠落を、呪文や術式を工夫することによって、ある程度カバーできたグレンと比べて、もっと根が深い問題なのである。

「魔導探偵に拘らなきゃ……お前なら就職先あるだろ？　お前には例の特技があるんだしな。なのに、家を飛び出してまで、どうして魔導探偵に拘るんだ……？」

「そ、それは……」

　ロザリーは涙なみだを拭い、しばらく迷うように視線を彷徨さまよわせ……

「先輩……その……笑わないで聞いてくれますか……？」

「内容による」

「私……ライツ＝ニッヒ著作の『魔導探偵シャール＝ロックの事件簿ぼ』シリーズが大好きで……主人公の魔導探偵シャールに憧あこがれてて……」

「！」

　グレンが微かすかに目を見開いた。

「将来、私もシャールみたいな魔導探偵になりたいって思って……両親に無理言って、魔術学院に通わせてもらって……それで……」

「…………」

「先輩、知ってますか？　シャールって凄すごいんですよ？　シャールは傲ごう慢まんで高飛車で、時に他人の手て柄がらすら自分のものにしてしまう鼻持ちならない人物なんですけど、剣けん術じゆつの達人で、何より根っこは女王陛下と帝てい国こくに忠誠を誓ちかう完かん璧ぺきな貴族であり、魔術師なんです。その卓越した魔術を使って、世界の真理を知るよりも、身近で起きた不可思議な事件の謎なぞを解くことが三度のご飯よりも大好きな変人で──自由で──とても格好いいんです」

　それから。

　ロザリーは楽しそうに架か空くうの魔ま導どう探たん偵ていについて延々と語った。グレンは話の内容より、シャールについて語るロザリーの顔をじっと見ている。

　……そして。

「あ……」

　グレンの視線に気付いたロザリーがふと我に返った。

「あ、ははは……だ、駄だ目めですよね……こんな子供っぽい、くだらない理由じゃ……すみません……」

　しょぼーん、と肩かたを落として蹲うずくまるロザリー。

（……ったく……物語の中の『魔導探偵』に憧れて……か）

　心中でそう毒どく突づくグレン。物語の中の『正義の魔ま法ほう使つかい』に憧れて魔導士になった、どこかの誰だれかにまったくもって、そっくりである。

「あー、すまんなルミア……」

　グレンがぼりぼりと頭をかきながら、ルミアに謝罪する。

「できれば、お前をきちんと家まで送ってやりたかったんだが……」

　ルミアはにっこりと笑い……

「大だい丈じよう夫ぶです、先生。わかってますから。どうか、ロザリーさんの力になってあげてください」

　そんなことを朗らかに言った。

「……えっ!?」

　そんな二人のやりとりに、ロザリーが驚おどろいたように、顔を上げる。

「せ、先輩……それって……？」

「言っておくが、今回だけだぞ？　てなわけで、さっさとお前が受けた依頼内容を教えろ……あぁ、かったりぃ」

　グレンがいかにも面めん倒どう臭くさそうに、そう言い捨てた、その瞬しゆん間かん。

「あ、ありがとうございます先輩！」

　ロザリーは立ち上がって、グレンの手を取り、本当に嬉うれしそうに笑った。

「先輩がいてくれれば百人力です！　頼たよりにしています、先輩！」

「ったく、おだてるなっての」

「だって本当のことです！　学生時代も先輩が私に、色々特訓とかしてくれなかったら、私、卒業すらできなかったですし！　今の私があるのは先輩がいてこそ、です！」

「いちいち大おお袈げ裟さなんだよ……」

　だが、こうして慕したわれ、頼られるのは、やはり悪い気分はしない。

　しゃーねーなぁ。グレンが昔を思い出し、苦笑していると……

「わかりました！　それでは、今から先輩は、この私、魔導探偵ロザリー＝デイテートの助手です！」

　ロザリーがぬけぬけとそう言った。

「…………」

「と、いうわけで……」

　ロザリーが近くの椅い子すへ腰こしかけ、テーブルのティーポットの紅茶をカップに注ぎ、それを優ゆう雅がに傾かたむける。

「グレン君は街へ出て情報収集を。私はここでティータイムを楽しみながら、事件について推理しましょう」

　瀟しよう洒しやに脚を組み、背を椅子の背もたれに預け、完璧なる貴族の所作で、見事なまでのどや顔なロザリー。

「ふふっ……〝謎なぞ解ときはティータイムの後で〟」（キラッ☆）

「……やっぱ、帰るわ」

「う、うわぁああああああっ!?　ごっ、ごめんなさい、先輩ぃいいいーーっ!?　一度、シャールみたいな台詞せりふを言ってみたかっただけなんですぅうううっ!?　お慈じ悲ひを！　どうかお慈悲をぉおおおーーっ!?」

　スタスタと歩き去ろうとするグレンの足に取りすがり、ずるずると引きずられていくロザリー。

「だ、大丈夫かなぁ……？」

　そんな急造凸でこ凹ぼこコンビを、ルミアは苦笑いで見守るしかなかった。




　そして。

「ったく……何がフェジテの行く末を左右するかもしれない大事件、だよ」

　店を出て、ルミアと別れたグレンはロザリーをつれ、フェジテの街を練り歩いていた。

「結局、ペット捜さがしじゃねーか」

「う……そ、そうとも言いますが」

　気まずそうにロザリーが弁明する。

「で、でもっ！　今回は報ほう酬しゆうが凄いんですよ!?　実はこの度の依い頼らい主は、いかにも裕ゆう福ふくで高貴なお金持ちだったんです！　前金も五十リル、ぽーんと出してくれました！」

「は!?　五十リルだと!?」

　五十リル──リル金貨五十枚──それなりに高給取りと称しようされる魔術講師の三か月分の給料に近い。

「くっ、俺も魔導探偵になりたくなってきた……ってことは、とりあえず置いといて……お前、前金で五十も貰もらってんなら、なぜ行いき倒だおれて……？」

「それは、これを見てください！」

　ロザリーは得意げに、手にしているステッキをグレンに見せる。

「このステッキはここを外すと……ほら、細剣レイピアが仕込んであるんです！」

「ほう？」

　分ぶん離りしたグリップの先から伸のびるように姿を現した細剣レイピアの刀身。

　その木目状の紋もん様ようが特とく徴ちよう的な燻いぶし銀ぎんの輝かがやきに、グレンが目を細める。

「……かなりの業わざ物ものだな」

「はい、ウーツ鋼で鍛たん造ぞうされた高級品です！　こういう仕し込こみ杖づえは最近、やんごとない身分の人達の間で流行なんです。シャールも愛用していて、正に高貴なる私に相応ふさわしいアイテム！　これの値段が五十リル──」

「馬ば鹿か野や郎ろうか、お前はッ!?」

「痛い痛い痛いですぅーーっ!?」

　グレンがロザリーのこめかみを鷲わし摑づかんで締しめ上げ、ロザリーは涙なみだ声ごえで悲鳴を上げるのであった。

「ところで、お前が捜そう索さく依い頼らいを受けた迷子のペットは、リトルラックキャリーという魔ま獣じゆうの子供なんだな？」

　ひとしきり折せつ檻かんした後、グレンがロザリーに確認する。

「ったく珍めずらしいもんが出てくるな……流石さすが、お前みたいなアホに五十リルもぽーんと渡わたせる金持ち様だな」

「そ、そんなに珍しい魔獣なんですか……？」

　と、そんなことを、依頼を受けた本人──ロザリーが呟つぶやく。

「は？　お前、リトルラックキャリーだぞ？　当然、知ってるだろ？　魔獣リトルラックキャリーくらい」

「も、もちろん知ってますよ、魔導探偵は推理力だけではなく、知識も凄いんですから！」

　何故か慌あわてて応じるロザリー。

「た、ただ、珍しいっていう点に違い和わ感かんを覚えただけです！　ほら、私、貴族ですし!?　その程度の魔獣ペットなんて、高貴なる私達の間では珍しくもなんともなかったですし!?」

「……まぁ、そうかもな。貴族にとっちゃ、そんなもんか」

　特にロザリーの言葉を疑うこともなく、グレンはその話題を終わらせる。

　ロザリーがほっと胸をなで下ろしていることにグレンは気付かない。

「とにかく、だ。さっそくその魔獣ペットを俺達で捜すわけだが……」

　グレンがロザリーを前に説明を始める。

「魔導探偵を、普ふ通つうの探偵と一線を画し魔導探偵たらしめるものは、なんと言っても魔ま術じゆつによる卓たく越えつした情報収集能力……この一点に尽つきる。無論、通常の探偵と同様に、人脈、独自の情じよう報ほう網もう、各界へのコネ、噂うわさ話ばなしへの精通、同業者との横の繫つながり、裏社会への精通、各分野における幅はば広ひろい専門知識……これらも重要だが、魔導探偵を名乗るならば、やはり、まずは魔術を使用した情報収集術を磨みがくべきだ」

　そして、グレンはロザリーを見る。

「ロザリー。飢うえた人間には、食べ物を与あたえるんじゃなく、魚の釣つり方かたを教えてやるのが本当の親切だ。というわけで、俺がお前にごく基本的な情報収集術を教えてやる」

「えっ!?　先せん輩ぱい、そんなことできるんですか!?」

「まぁな、昔むかし取とった杵きね柄づかだ」

　かつて所属していた帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の特務分室。そこでグレンは諜ちよう報ほう活動に従事していた経験もある。

「頼たのもしいです！　流石、先輩！　助かります！　学院で魔術は学べても、そういう技術は学べませんので！」

　そんなことは露つゆほども知らないロザリーは、グレンへ無む邪じや気きに尊敬の目を向けていた。

「で、だ。ロザリー、お前の得意な探査・調査系の術はなんだ？　それを主しゆ軸じくにした調査スタイルをお前に教えてやるから」

「そうですね……私の一番得意な術は……」

　しばらく、ロザリーは考え込むように空を仰あおぎ……

「剣術です！」

　太陽のような笑みと共に胸を張り、自信満々にそう言った。

「「…………」」

　当然、しばらくの間、二人の間に重苦しい沈ちん黙もくが漂ただよい……

「あっれぇ～？　ボク、耳が遠くなったかなぁ～？　魔術の種類を言えっつったよねぇ？　ロザリーくぅ～ん」

「う、ぐぅ……ぐ、苦し……いッ！　ギブギブ！　ごっ、ごめんなさい、先輩～～ッ！」

　ロザリーの首に腕うでを絡からめ、絞しめ落としにかかるグレン。涙なみだ目めでその腕をばしばし叩たたくロザリー。

　──そして。

「遠見の魔術は？　遠耳の魔術は？　使い魔との感覚同調は？　残留思念の読み取りは？　暗示魔術は？　読心魔術は？　念写魔術は？　暗号解読魔術は？　異種族間の言語翻ほん訳やく魔術は？」

「……先輩……そ、そんな固有魔術オリジナルレベルに魔ま力りよくを消費する術……私に使えるとでも思いますか……？」

　畳たたみかけるようなグレンの問とい詰つめに、ロザリーが脂あぶら汗あせをだらだらかきながら、しどろもどろに答えて……

「全部初等の汎はん用よう魔術なんだが？　しかも魔術式の魔力効率最適化が進んだ今は、タダ同然の魔力消費だぞ？」

「う……」

　気まずい沈黙が流れ……そして。

「ロザリー」

「なんですか？　先輩」

「魔ま導どう探たん偵ていは諦あきらめて、実家に帰れ」

「う、うわぁああああああんっ！　酷ひどいです、先ぱぁあああいッ!?」

　ついに最さい後ご通つう牒ちようを突つきつけられ、大泣きするロザリーであった。

「だってお前、魔導探偵に必要な術、何一つ使えねぇじゃねーか!?　夢や憧あこがれがあるとはいえ、それでよく魔導探偵やろうって気になったな!?」

「しゅ、習得はしてるんですぅ！　ただ、使えないだけなんですぅ！」

「同じだ、バカ！」

　頭を抱かかえるグレン。ロザリーの魔力容量キヤパシテイの低さを舐なめていた。まさかここまでとは思わなかったのだ。本当によく学院を卒業できたものである。

「おい、ロザリー。マジで何もねーのか？　今まで子供の依頼でちゃんとペットを捜してきたんだろ？」

　すると、何か思い至ったのか、ロザリーがぱっと顔を明るくする。

「あっ！　先輩、そう言えばありました！　私が唯ゆい一いつまともに使える術が！　ダウジング！　ペンデュラム・ダウジングです！」

　ロザリーは懐ふところからダウジングを取り出すと、指にかけて下げ、誇ほこらしげに胸を張った。

「私にはこれで数々のペットを捜し出してきたという実績があるんです！」

　ダウジング。鎖くさりの先にルーンを刻んだ宝石をつけた魔道具であり、これの振ふれ幅はばで術者が探し求める物の行く末を探査する、という術であるが……

「ダウジング探査はしかるべき一品をちゃんと用意すれば、魔術を知らない一いつ般ぱん人でも、できるだろ……」

　何しろ魔力消費のない魔術なのだ。魔術というより、精度の高い占うらないの類いだと言ってもいい。

（だが……見たところ、あのダウジング……ロザリーの自作か）

　グレンはロザリーが自じ慢まんげに掲かかげるダウジングを値ね踏ぶみする。

（なるほど……魔道具としての精度は相当だ……このあたりは流石、か）

　基本、努力家のロザリーは魔力が関わらない座学などだけは優ゆう秀しゆうなのだ……魔力の関わらない分野など、魔ま術じゆつ師しにとってほとんどないのだが。

「まぁ、いい。ついて来いロザリー」

　痛む頭をさすりながら、グレンはロザリーを伴ともなって歩き始める……。




　そして。

「ロザリー。もっとも基き礎そ的な探査魔術ということで軽視されがちだが、実はダウジング、そう捨てたもんじゃねえ。極めた魔術師が使えば、時に鉱脈や水源すら探し当てることも可能だ」

　歩きながら、グレンはロザリーが唯一使える魔術である、ダウジングについて説明していく。

「事実、ダウジング一つで一いつ世せいを風ふう靡びした超ちよう一いち流りゆうの魔導探偵もいる。俺が何度もお前に言ったように、魔術は手持ちのカードの強さや数ではなく、カードの切り方次第だっつーことだ」

「な、なるほど……ですが先輩……」

　ロザリーがしょぼーんとした表情でグレンに返す。

「でも、私のダウジングじゃ、今回のペット捜しはお手上げで……何度やっても上手うまくいかなくて……」

「使い方が悪いんだよ」

　グレンがばっさり斬きって捨てた。

「ダウジング探査の精度と成功率は、捜そう索さくする対象に関する情報を事前にどれだけ収集したかによる」

「で、ですよね！」

「頭に入れた捜索対象の各種情報を深層意識野で無意識的に統合整理、その結果、行く先となりうる可能性を魔術的に脳内演算させ、指に繫いだ振り子の振り幅に反映させるのがダウジング探査という可能性演算魔術の本質だ。一般人でも使えて、かつ、その道の達人となった魔術師もいるほど奥が深いものだ」

「ふ、ふふん、基本ですよね！」

「そうでなくともダウジングというのは程度の低い魔術だ。ダウジング探査をかける地域をある程度、事前の情報収集で絞しぼっとかないと役に立たない。お前がまったく上手くいかないというなら、情報収集不足が原因だ」

「ですよねー、私には最初から全て原因はわかってましたが……ふっ、〝貴方あなたを試していたのです！〟」

「帰りたくなってきた……」

　恐おそらく、憧れの魔導探偵シャールとやらの猿さるマネをしているのだろう……どや顔のロザリーを前に、グレンがこめかみに青筋を立てる。

「ちなみに今回の件、お前、捜索対象について、どれくらい事前に情報収集した？」

「ふっ、当然いきなりぶっつけ本番です！　情報収集なんて面めん倒どう──」

「死ね！」

　ずばんっ！　今日、購こう入にゆうした本を重ね、ロザリーの脳天を打うち据すえる。

「い、痛いです～～ッ！」

　頭を押さえ、涙目のロザリー。

「成功するわけねーだろ!?　やってること素人しろうと以下だぞ!?」

「だ、だってぇ～～今までの子供に頼まれたペット捜そう査さは、それで上手くいってたんですもん～～」

「まぐれだ！　んなもん！」

　こいつを指導するのか……再び頭が痛くなってくるグレンであった。

「とにかく、取とり敢あえずはこの辺りで聞き込みをしよう。リトルラックキャリーなんて珍めずらしいから、目もく撃げき者は必ずどっかにいるはずだ」

「そんな目撃者、いなかったらどうするんですか？」

「バカだな……〝ここら辺にはいなかった〟ってのも、ダウジング探査を行う上での重要な情報だろうが……」

「あ、なるほど！　流石、先輩！」

　そうこうしているうちに、グレン達は、少々品がよろしくない繁はん華か街がいへと辿たどり着ついていた。

　所ところ狭せましと並ぶ酒場に、賭と博ばく場などの遊興施し設せつ。昼間だというのに飲んだくれが道の往来で倒たおれていたり、妖よう艶えんな衣装の女性が、道行く男性にしなだれかかったりしている。

「な、なんて下品な……真の貴族たる私には相応ふさわしくない場所ですね……ふん、こんな所いられません！　私、帰りま──な、なんでもないです！」

　グレンに睨にらまれ、声を裏返して竦すくみ上がるロザリー。

「とにかく、ここでリトルラックキャリーに関する情報を収集するぞ」

「で、でも……ここの人達……見るからに非協力的っぽいんですが……？」

　ロザリーがグレンの背に隠かくれて、おっかなびっくり周囲を見み渡わたす。

　確かにロザリーが言う通り、往来の人々はグレン達を敵意にも似た感情を込めて、じっと観察している。

　なぜ、こいつらがここに？　ここは俺達の場所だぞ。

　場ば違ちがいな連中め……いかにもそう言いたげだ。

「そりゃそうだろ。ここいらは労働者階級層……一般労働者達のたまり場だ。本来、俺達は場違いなんだよ」

　アルザーノ帝てい国こくは階級社会だ。

　無論、全ての階級に適応される法律は平等だし、法の下もとに保障される権利と義務も同じである。特定の階級が何か特別な権利を持ち、社会的に優ゆう遇ぐうされているということも建前上はない。

　ただ、就いている職業や生い立ちで上流階級・中産階級・労働者階級と三つの階級に分かれているのだ。法的に定義される階級ではなく、人々の意識の中で自然に生まれる〝区別〟と言った方がいい。

　それを不公平・不平等と言わず、身の程を弁わきまえ、住み分けをする。上をやっかまず、下を蔑さげすまず、その階級に相応しい生活と立たち振ふる舞まいを心がける。上の階級は下に落ちないよう努力をし、下の階級が上にのし上がりたくば、やはり努力をする。それがこの国の伝統であり、作法であった。

「ほ、本当にこんな所で、聞き込みなんてできるんですかぁ!?　べ、別にびびってませんけど！」

「まぁ、見てろ」

　明らかに怖こわがっているロザリーを置いて、グレンは道みち端ばたでブランデーの瓶びんを呷あおっている、肉体労働者風の中年男性へと歩み寄っていった。

「よう、オッサン！　景気はどうだい？」

　陽気に男性へと話しかけるグレン。

「……ちっ。帰りな、坊ぼうや」

　対する男性は、グレンの姿を一いち瞥べつするなり、舌打ちだ。

「はは、そうつれないこと言うなよ、兄弟！　仕事で疲つかれてんだろ？　あんたらのおかげで社会は回ってるんだ……慰い労ろうの意味も込めて一いつ杯ぱい奢おごらせてくれ。な？　頼たのむよ」

　グレンがポケットから銅貨を数枚取り出し、中年男性に握にぎらせる。

「ふん……若いもんにしちゃ、随ずい分ぶんとここいらの流りゆう儀ぎをわかってるじゃないか……今時珍しいな」

「へへ、まだ勉強中さ。社会勉強ついでに、ちょーいと聞きたいことがあんだけどさ……」

　へこへこと頭を下げるグレン。

　それから、十数分。

　当初、ぎこちなかったグレンと中年男性の会話は、次第に弾はずんでいき……グレンは口八丁で中年男性から情報を引き出していく。そして。

「がはははっ！　お前さん、面おも白しれえやつだな！　俺ぁ、三番街アリス・ストリートの安パブ『ほら吹ふきジャック』で仲間達とよく飲んだくれてんだがぁ、お前さん、今度来てくれよ！　また、話を聞かせてくれや！」

「ああ、サンキュ！　考えとくぜ！」

　肩かたを叩たたき合いながら、そんなことを言い合う間あいだ柄がらになり、グレンが名残なごり惜おしそうに戻もどってくる。

「と、まぁ、こんなところだ」

「ふぇ……凄すごい……」

　ロザリーが目を丸くして、グレンに尊敬の目を向ける。

「聞く限り、この辺りにはリトルラックキャリーの目撃情報はないな。あのオッサンが所属してる労働組合内の井い戸ど端ばたネットワークがその根こん拠きよで、かなり確かっぽい。だが、二番街のアルドン橋付近に、魔ま獣じゆうペットの愛好クラブがあるらしい。そこに行けば、何かわかるかも……このくらいかな」

　グレンも思った以上の成果を出せて、得意げだった。

「こんな感じで、捜索対象の足そく跡せきに関する情報を集めれば、ダウジング探査の精度は飛ひ躍やく的に上がる」

「なるほど……お金を渡わたして情報を……わかりました！　なら、私も！」

「あ、こら、待て！」

　だっ！　とロザリーが、グレンの制止も聞かず駆かけていく。

「待ってください！　そこの人！」

　ロザリーが、道行くいかにもな肉体労働者のおじさんに話しかけ……

「なんだい、嬢じようちゃん……？」

「ふっふーん！　この高貴なる身分の私が、庶しよ民みんの貴方に一杯奢ってあげますから──」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんにそう宣言し、ロザリーが自分の財布の中身を確認して……

　空っ……

「しぇんぱぁあああーーいっ！　貧びん乏ぼうが辛つらい！　貧乏が辛いですぅうううううーーっ！　うわぁーーんっ！」

「いちいち泣きつくなっての!?」

　下流階級の労働者にすら乞こ食じきを見るような目で一瞥されたロザリーが、号ごう泣きゆうしてグレンにしがみついていた。

　そして。

　グレンにお金を借りて、第二回戦。

　ちゃりーん。

「ふっ。拾うといいですよ？」

　街角でたむろっている労働者達の足あし下もとへ銅貨を放り捨てるなり、ロザリーは得意げに胸を張ってそう言った。

「高貴なる身として下々の者に施ほどこしをさし上げます！　そして、この私に情報を渡す権利をさし上げましょう！　光栄に思ってください！」

　至極、当然だが……周囲の労働者のこめかみには、ビキビキと青筋が立ちつつあった。

「バカ野や郎ろうか、お前はぁああああああああああああああああーーッ!?」

　ずぱーんっ！

　慌あわてて駆け寄ってきたグレンが、ロザリーの後頭部を本で打ち据える。

「お前、どう育ったら、そんな超ちよう絶ぜつ上から目線できんの!?　しかも初対面の相手に！　これもう生まれが貴族とか、そんなレベルじゃねーだろ!?」

「だって、シャールならきっとこんな風に言いますよ？　彼はそれが許されてしまう貴族オーラをもって──」

「お　話　と　現　実　を　一いつ　緒しよ　に　す　る　な　ッ！」

　ロザリーの頭を両手で鷲わし摑づかみにして、激しくシェイクするグレン。

　そして、当然……

「おい、兄ちゃん……嬢ちゃん……覚かく悟ごはいいだろうな……？」

「ったく、舐なめ腐くさりやがって……これだから上の連中は気に入らねえ……俺達はきっちり身の程、弁えてんのになぁ……？」

「俺達の領域を侵おかした罪……流儀を蔑ないがしろにした罪……その身体からだにきっちりと刻んでやるぜ……？」

　怒いかり心しん頭とうの労働者達が、拳こぶしをぼきぼき鳴らしながら、グレン達を取り囲んでいき──

「ん、これは仕方ない。俺達が悪い」

　グレンはロザリーをそそくさとお姫ひめ様だっこして……

「て、撤てつ退たいぃいいいいいーーっ!?」

「きゃあああっ!?」

　脱だつ兎との如ごとく、その場から逃にげ出すのであった。

「先せん輩ぱいぃーーっ!?　揺ゆれますぅ！　気持ち悪いですぅううう!?」

「ドやかましい！　お前はもう少し、社会の仕組みと厳しさを学べッ！」

　命からがら、二人はその場から逃げ出すのであった。




　それからというもの。

　グレン達は魔獣ペットの行方ゆくえについての情報を集めていくのだが……

「てめぇ！　喧けん嘩か売ってんのか!?」

「ひぃっ!?」

「あー、すんません。この子ちょっと頭おかしいんです、許してください」

　そのナチュラルに高飛車な態度が災いし、ロザリーはまったく情報を集められないのであった。

　そもそも、ロザリーは学生時代の頃ころから、魔ま術じゆつ以外のことに関しては超ちよう世間知らずなのである。この結果は、当然と言えば当然であった。

「ったく……やれやれ……」

　結局、グレンがほとんど調査してしまうのであった。




　そして。

「おい……連中は順調か？」

「なんとかな……噂うわさとは裏腹に、あのアホ女がまったく使えないとわかった時は焦あせったが……」

「何が、ペット捜さがしのプロだよ……」

「だが……あの男のおかげでなんとかなりそうだな……」

「へっへっへっ……」

　そんなグレン達の後を、こっそりつけて回る謎なぞの集団の影かげに、グレン達は気付かない。




　時は流れ……時分は夕暮れ時。

「やれやれ……結局、俺がほとんどやっちまったじゃねーか」

「うぅ……面目ないです……」

　リトルラックキャリーの足跡について、十分な情報を集めたと判断したグレンが、ダウジング探査を行使し、その導きのままに街を歩いて行く。

「俺の休日がまる一日潰つぶれたぞ、コンチクショウ」

「うぅ……本当にごめんなさいです」

　がっくり肩を落とし、とぼとぼとロザリーがグレンに続いていく。

　やがて。

「ふぅむ……あそこか」

　指から下げたダウジングが導く先に一いつ軒けんの小さいボロ家が見えてくる。

「この反応を見る限り、例の魔獣ペットは頻ひん繁ぱんにあのボロ家を出入りしているっぽいが」

　その屋根は傾かたむき、壁かべはヒビと隙すき間まだらけで見るからにみすぼらしい。

「なんなんだ、あの家は。流石さすがに酷ひどすぎるだろ……まるで犬小屋だな。とてもまともな人間の住むとこじゃねぇよ。なぁ？　ロザリー」

　その家のあまりの酷さと、休日を丸一日潰された苛いら立だちから、つい悪態がグレンの口を衝ついて出てしまう。

　だが。

「……あれは私の探たん偵てい事務所です」

　ロザリーがそう呟つぶやいた途と端たん、気まずすぎる沈ちん黙もくが、彼ら二人の頭上に重苦しくのし掛かかった。

「……ぐすっ……ひっく……えぐっ……そう……ですよね……こんなところ……まともな……人間……住む……ところじゃ……ぐすっ……」

　震ふるえながらすすり泣くロザリーの嗚お咽えつが、夕日に染みていた。

「な、なかなか住み心地よさそうだよな、ロザリーッ!?　あの傾いたデザインがアグレッシヴっていうか!?　隙間が多くて、夏は涼すずしくて過ごしやすそう！　冬は……ええと……隙間から雪景色が楽しめるよな!?」

「フォローが痛いです！」

　わんわん泣なき崩くずれるロザリー。

　と、その時だ。

「くぅーん……」

　ボロ家の隙間から、ひょこっと一いつ匹ぴきの小さな子ギツネが姿を現した。

　そして、トコトコとロザリーに近づき、ロザリーを慰なぐさめるように身体をすり寄せてくる。

「あ……よしよし……お前だけだよね……私の味方は……」

「ロザリー……そいつは……？」

　グレンが眉まゆを顰ひそめる。

「あ、この子ですか？　なんか怪け我がして倒たおれてたのを、こないだ拾ったんですけど……手当てして、餌えさをあげたら妙みように懐なつかれちゃって……そのままウチに置いてるんですよ」

　ロザリーの言葉に、グレンが盛大にため息を吐ついた。

「そいつだ、ロザリー」

「え？」

「そいつが、魔ま獣じゆうリトルラックキャリーだ。よく見ろ、尻尾しつぽが三つもある。そいつはただのキツネじゃない」

「そ、そうだったんですか……？」

　あーあ、とグレンが頭をかく。

「リトルラックキャリーなんてレア魔獣、そうそういるもんじゃない。そいつがほぼ間ま違ちがいなく依い頼らい人が捜してるペットだ……ったく、こんなオチかよ……徒労感がパネェ。それに、お前、やっぱ、そいつのこと知らなかったんじゃねーか……ぶつぶつ……」

　しばらくの間、ロザリーは自分にすり寄ってくるキツネのような魔獣──リトルラックキャリーを見つめ……

「そっか……お前、他所よその子だったんだね……返さなきゃ駄だ目めだよね……寂さびしくなるなぁ……」

　残念そうに、ロザリーはキツネの子の頭を撫なでた。

　すると、キツネの子はぴょんっと踵きびすを返し、ボロ家に戻もどり、すぐにまたロザリーの元に戻ってくる。

　そしてその小さな口に咥くわえた汚きたない古銭を、ロザリーに差し出した。

「くぅーん……」

「あ、こら。またこんなもの拾ってきたんだね……仕方のない子」

　くすくすと笑うロザリー。どうやらしょっちゅうのことらしい。

「これで何枚目だっけ？　気持ちは嬉うれしいけど……そんな食べられも、お金にもならないもの持ってこられてもね……捨てるのも忍しのびないし……」

　だが、その古銭を目にした途端、グレンの顔が青ざめていく。

「おい……やばいぞ、ロザリー……」

「え？　何がですか？　先せん輩ぱい」

　吞のん気きな後輩に、グレンが焦しよう燥そうと苛立ち混じりに言い放つ。

「リトルラックキャリーっていうキツネの魔獣には不思議な習性があってな……自ら主と認識した者の元へ、その主が必要としているものを集めるんだ。テレパシーみたいな能力を持っている魔獣なんだよ」

「え？　でも私、こんな汚い古銭、必要としてないですよ……？」

　目を瞬しばたたかせるロザリー。

「これは推理とも呼べない仮説だがな……恐おそらく、最初にこの子ギツネにこの古銭を集めてくるよう刷り込んだやつは……この古銭の価値を知っているやつだ。つまり、元の飼い主であり、お前の依頼主だ」

「はぁ……」

「そして、偶ぐう然ぜん、お前が今の飼い主になった。お前はド貧びん乏ぼうで、とにかく金が必要だから、前の飼い主が刷り込んだ収集対象物が継けい続ぞくされちまって、コイツはお前の元にこの古銭を集めちまったんだ……多分な」

「でも、こんなもの集められても困りますけどね……」

　苦笑いするロザリーに……

「バカ！　この古銭は先日、盗とう賊ぞく団によって強ごう奪だつ被ひ害がいにあった古代の遺物──メガリス古銭だぞ!?　しかるべきところで売うり捌さばけば、これ一枚で豪ごう華かな家が一軒建つわ！」

「え、えええええええーーっ!?」

「情報でメシ食う探偵が、ンなことも知らんのか！」

　呆あきれと焦燥混じりに、グレンが頭を抱かかえる。

「ロザリー……先日の事件の矢先にコレ……ただの偶然とはとても思えねえぞ!?　途端に、やばい匂においがぷんぷんしてきやがった！　お前の依頼主ってのは、一体どんな──」

　と、その時であった。

「ばれたら仕方ないですねぇ……」

　いつの間にか。

　グレン達は、いかにも人相とガラの悪いチンピラ集団に囲まれていた。

「キツネの魔獣を利用して、とりあえずフェジテの街中に隠かくした戦利品の回収を行っていたのですが……せっかく高い金で調達した魔獣が行方不明になったと思えば……なるほど、そういうことだったんですねぇ……」

「あ、貴方あなたは依頼主さん!?」

　ロザリーが驚きよう愕がくの表情で、現れた集団のリーダー格の男を見る。

「そんな、私を欺だましたんですか!?」

「欺したのは果たしてどちらですかねぇ……？　まぁ、いいです。どの道、依頼が終わったら、貴女あなたのことは密かに消すつもりでしたから……」

「くっ……なんてことを……ッ！」

　睨にらみ合う依頼主と探偵──盗賊団の頭目とロザリー。

　一いつ触しよく即そく発はつ、正にそんな中──

「すまん、ちょっといいか？」

　グレンがジト目で手を上げる。

「ロザリー……お前、こいつらの、どの辺を見て金持ちとか高貴だとか思った？　どっこをどう見ても！　札付きのワルじゃねえかッ!?」

　がくがくがくっと、グレンがロザリーの頭を激しくシェイクする。

「こんなクソ怪あやしい連中が妙に金払ばらいよかったら、まず裏を疑えよ!?　このヘッポコ探偵ッ！」

「だ、だってぇ！　この人達、屋台で鶏とりの串くし焼やきなんていう高級料理を買い食いしてたんですよ!?　きっと凄すごいお金持ちだと、普ふ通つう思うじゃないですかぁ!?」

「今ほど、お前を憐あわれと思ったことはない！」

　ちなみに鶏の串焼きの相場＝約一セルト（銅貨一枚）である。

「やれやれ、仲間割れですか？　まぁいい！　お前達、やってしまいなさい！　事情を知った者は全て始末するのです！」

「「「「ォオオオオオオーーッ！」」」」

　途端、グレン達を取り囲んでいたチンピラ達が雪崩なだれを打ったように襲おそいかかってくる。その手にはナイフが握られ、夕日を受けて凶きよう悪あくにぎらりと光った。

「ちぃ──やられるかよ!?」

　グレンが素早く立ち回る。

　拳けん闘とうの構えから、軽快なステップと共に、無数の拳こぶしを繰くり出していく。

「ぐあああっ!?」

「ぎゃあああああーーっ!?」

　拳が風切る音と共に、片かた端はしから殴なぐり飛とばされていくチンピラ達。

「なんだこの男!?　強つえぇ──ぐはぁああああッ!?」

　熱く踊おどるように立ち回り、嵐あらしのように吹ふき荒あれるグレンの拳は、チンピラ達をまったく寄せつけない。

　が──

「ふっ！　こっちを見なさい！」

「く……ッ!?」

　見れば、ロザリーが背中から盗賊団の頭目に、羽は交がい締じめにされてしまっていた。

「そこの男。抵てい抗こうはやめて、大人しくするんですねぇ！　この子の可愛かわいい顔がどうなってもいいのですかぁ!?」

　たちどころに、自分達の優勢を確信したチンピラ達が勢いづいていく。

「さ、流石さすが、お頭ぁ！」

「ぐへへ……ところでお頭、男はまぁ当然、殺すとして……その探偵少女はものスゲェ上玉だ。ただ殺すにゃ、ちょいと惜おしくありませんかねぇ？」

「ああ、きっと色々使い道がありやすぜ？　まぁ、その前に色々楽しませてもらうけどなぁ……」

「ヒャッハーッ！　漲みなぎってきたぁ！」

　欲よく望ぼうと煩ぼん悩のうに塗まみれた表情で、チンピラ達は言いたい放題である。

　が。

「あのー……お前らのためを思って言う。やめとけ」

　グレンの反応は冷めたものだった。

「は？」

「うん、人質を取るって、なんだかんだで有効な手段だと思う……でも、その女だけはやめとけ」

「ふふん、一体、何を言って……」

　と、その時である。

「……許せません」

　ぼそり、とロザリーが呟つぶやいた。

「誰だれが報ほう酬しゆうを払はらうんですか……？」

「はい？」

「貴方達が私を欺していたというなら……一体、誰が……誰が報酬を払うっていうんですかぁあああーーっ!?」

　その刹せつ那な、目にも留まらぬ速さで、ロザリーの手から銀光が迸ほとばしり──

「ぎゃああああああああーーっ!?」

　瞬しゆん時じに顔を×の形に切きり裂さかれた頭目が、思わずロザリーを手放す。

　振ふり抜ぬかれたロザリーの右手に握にぎられたものは、抜ばつ刀とうされた仕し込こみ杖づえの細剣レイピアだった。

「これじゃ、ただ働きじゃないですか!?　一体、今日一日で何カロリー消費したと!?　死ねってことですか!?　私のようなごみくずの社会不適合者は死ねと!?　酷ひどい！」

　ぶすぶすぶすぶすぶすっ！

「ひぎぃいいいいいいいーーッ!?　痛い痛いヤメテェエエエーーッ!?」

　手て練だれの早はや業わざで頭目の身体からだを剣で突つっつきまくるロザリー。恐るべきことに急所は全て意図的に外されている。凄すさまじい技量であった。

「な、なんだ、この女ぁ!?」

　慌あわててチンピラ達がナイフを構えて、四方八方からロザリーを取り押さえようと、一いつ斉せいに襲いかかるが──白はく刃じん一いつ閃せん。高々と宙を舞まうナイフ達。

　キィイイインッ！

　ロザリーが振るった細剣レイピアが、チンピラ達のナイフを、一いつ瞬しゆんで全て弾はじき飛ばしたのである。

「「「「ひぃ!?」」」」

「タダ働きの恨うらみを思い知れぇえええええええええええーーッ!?」

　ざくざくざくざくざくっ！

「「「「ぎゃああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　そんな疾しつ風ぷう怒ど濤とう、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図を前に、グレンが一人嘆たん息そくする。

「そうなんだよなぁ……こいつ、魔ま術じゆつは駄だ目めでも、剣けん術じゆつだけは凄いやつなんだよなぁ」

　なにしろ、学生時代は魔術なしの剣術大会で何度も優勝したほどだ。そのおかげで『将来、警備官にならないかね？』と、警けい邏ら庁のお偉えらいさんから幾いく度ども声がかかったほどである。
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「ロザリー……やっぱ、お前、目指すところ間ま違ちがってるよ……」

　そして────全てが終わって。

　気絶した死し屍し累るい々るいの中央で。

「ふっ……〝快かい刀とう乱らん麻まを断つ……私に解けぬ謎なぞなし〟、です」

　ちゃき。細剣レイピアを杖に納めながら、ロザリーが静かに神しん妙みように言い放つ。

「お前の場合、本当に斬きってるがな」

　恐おそらくシャールとやらの事件解決の決め台詞ぜりふを引用し、精せい一いつ杯ぱい決めているつもりのロザリーに、グレンが呆れたように突っ込むのであった。




　やがて、通報を受けたフェジテの警備官達が現場に駆かけつけ、慌ただしく盗賊達を連行していく。

「いやぁ、お手て柄がらでしたね、貴女！」

　現場責任者らしき警備官が、ロザリーの活かつ躍やくを褒ほめ称たたえていた。

「まさか貴女のような、お美しく可か憐れんなお嬢じようさんが一人で連中を捕つかまえるなんて！　おかげで盗ぬすまれた古銭も全部回収できましたし！　本当にありがとうございました！」

「え？　あっ……ハイ」

　成り行きで、事件解決の功労者と勘かん違ちがいされてしまったロザリーが目をぱちくりさせていた。

「実は、あの連中はとある悪の地下組織……マフィアにも繫つながりがありましてね……今回、この古銭が売り捌かれて、莫ばく大だいな資金がマフィアに流れてしまっていたら、どうしようもなくなるところでした！」

「貴女のおかげで、フェジテ進出を目論んでいたマフィアを水際で食い止めることができたのです！」

「ありがとう、本当にありがとう！」

　その時、グレンは物思う。

（なんか、本当にロザリーの言う通り、フェジテの行く末を左右する大事件だったんだな……偶ぐう然ぜんだろうが）

　やがて。

　警備官達から口々に讃たたえられるロザリーはつい、どや顔で──

「ふっ、全て私の推理通りですね」

「えっ!?　ま、まさか──？」

「そうです。私には最初から、全てお見通しだったんですよ……」

　そんなことを堂々と言い始めた。

「私は、拾ったこの魔ま獣じゆうの子が、この古銭を私の元に持ってきたとき、最近の世情と噂うわさ話ばなしから、瞬時に推理していました……この子の裏で蠢うごめく、許しがたき悪の動きを」

「な、なんと!?」

「だからこそ、あの盗とう賊ぞく団をあぶり出すために、この魔獣の子を密かに匿かくまいました……身に危険が降りかかることを承知で、ね。貴方がた警備官に通報してしまっては、連中は必ず逃にげてしまう……だからこそ、今回の一件だけは、この私自身がケリをつけるしかなかったのです」

「なるほど！　そうだったのか！」

「な、なんて勇気のある御お方かただ！」

「何も特別なことではありません。帝てい国こくに、そして女王陛下に忠誠を誓ちかう一帝国民として当然のことです。それが上流階級たる貴族の務めであり、魔ま術じゆつ師しの務めなのです」

「「「「おぉ……」」」」

　警備官達は感じ入ったように、尊敬の目をロザリーへと向け始める。
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「ロザリーのやつ……格好良くシメに入り始めやがった……」

　呆あきれるグレンを置き去りに──

「さぁ、行きましょう！　我が助手のグレン君！　次なる難事件が私達を呼んでいます！」

「俺……お前のこと、そろそろマジでぶん殴りてぇ」

　警備官達の敬礼を一身に受けながら、ロザリーは悠ゆう然ぜんと去って行く。

「待ってください！　そ、その……せめて、貴女あなた様のお名前を……ッ！」

　そんな一人の警備官の問いかけに。

「私ですか？　〝私はロザリー＝デイテート──魔ま導どう探たん偵ていです〟」（キリッ☆）

　紅ぐ蓮れんに燃え上がる夕日の中、ロザリーは颯さつ爽そうと背中で応じた。

「さ、流石は、魔術師……」

「ノブレスオブリージュ……それを実じつ践せんする本物の貴族がこんなところにいたのか！」

「ろ、ロザリーさん……ッ！」

（ロクに魔術使えないくせに……）




　それから、後日の話──

「先生、使った実験器具はちゃんと片付けてくださいって何度も言ってるでしょ!?　今日という今日は──」

　教室の窓際で新聞を広げているグレンの元へ、いつものようにシスティーナが元気よく駆けつけてくる。

「あれ？　その記事……？」

　が、グレンを𠮟しかりつけようとしたシスティーナはグレンが広げている記事を見て、思わず気を取られる。

　その見出しには『お手柄、探偵少女！』、『マフィアの陰いん謀ぼうを未然に打うち砕くだいた凄すご腕うでの魔導探偵、その名はロザリー＝デイテート！』などという景気のよい文面が躍おどっていた。

「あっ、私、そのニュース、知ってます！　マフィアがフェジテに進出するか否かの、結構危ないところだったって、お父様も言ってました」

　システィーナの意識は説教よりも、記事の内容に移ったらしかった。

「身の危険も顧かえりみず、フェジテのために、一人陰謀に立ち向かったそのロザリーさんって人には、本当に感謝ですよね……」

「……ああ、そうだな」

　グレンはなんとも言えない表情で、苦笑いしている。

　そんなグレンの内心を、なんとなく察したルミアがにこにこ見守り、リィエルが不思議そうに小首を傾かしげた。

「しかし、どんな人なんでしょうね、魔導探偵ロザリーさんって……一人で陰謀に立ち向かって解決しちゃうくらい勇ゆう敢かんで切れ者なんだもの……きっと、凄すごい魔術師なんでしょうね……憧あこがれちゃうなあ……」

「さぁな？　案外、物凄い落ちこぼれのダメ探偵かもしれんぞ？」

「そんなわけないでしょ!?　会ったこともない人物に、そんな失礼な評価しないの！」

「へーいへい、そうですね」

　グレンが肩かたを竦すくめて新聞を畳たたみ、その場を立ち去ろうとし……

「あっ！　こら、待ちなさい！　そういえば話があったんです！　使った実験器具は、きちんと──」

　システィーナがそれを追いかけ、ルミアとリィエルがそれに続く。




　こうして、運命の再会を果たしたグレンとロザリーの二人。

　この日以来、フェジテで起きる様々な難事件・怪かい事件に、二人は巻き込まれていくことになるのだが……

　それは、また別の話である。



















　魔ま術じゆつ学院校舎、東館五階の奥。

　今は閑かん散さんとした学院生徒会室にて。

「月日が流れるのは、本当に早いわ」

　中庭に面した窓際に立った女子生徒が一人、外を見下ろしながら、しみじみと呟つぶやいていた。

　燻いぶし銀ぎんの如ごとき艶つややかな灰色の髪かみと、上質の大理石にも似た白はく皙せき、黒真しん珠じゆのような黒こく瞳とうが特とく徴ちよう的な少女である。

　彼女の名は、リゼ＝フィルマー。三年次生の首席であり、学院生徒会の会長を務める才女であった。

「この間、この学院に入学したばかりだというのに……」

「あ、あの……先せん輩ぱい？」

　先ほどから何やら黄昏たそがれている一つ上の先輩少女に、システィーナがおずおずと声をかける。

「あら、ごめんなさい」

　すると、リゼが薄うすく微笑ほほえみながら、システィーナに振ふり返かえった。

「今日は、私の突とつ然ぜんの呼び出しに応じてくれてありがとうね、システィ」

「いえ、他でもない先輩の頼たのみなら」

「グレン先生も、本日はご足労、どうもありがとうございます」

「ったく、なんなんだよ……俺、早く帰って昼ひる寝ねしたいんですけど？」

　システィーナの傍そばでやる気なさげに、欠伸あくびをかみ殺すグレン。

　二人は、三人きりで話がしたいというリゼたっての願いで、放課後の生徒会室に出向いていたのであった。

「ふぁ……話があるなら、さっさとしてくんない？　生徒会長さんよ」

「そのことなのですが……」

　リゼが、訥とつ々とつと語り始める。

「実は今度、生徒会主導で魔術学院体験学習会を開くこととなりました」

　魔術学院体験学習会。

　リゼが説明するには、将来、魔術学院への入学を目指す子供達に魔術学院の雰ふん囲い気きを知ってもらうため、ごく簡単な魔術の授業や学院案内を行う学院生徒会主しゆ催さいの企き画かくであり、学院創立以来、初の試みであるらしかった。

「す、凄すごいじゃないですか！　基本、閉へい鎖さ的な魔術学院にしては革新的な企画ですね!?」

「ふーん……？　ごくろうさん」

　リゼの説明に、システィーナが目を輝かがやかせ、グレンが興味なさそうに曖あい昧まいに応じた。

「あ、あれ？　でも、先輩……？」

「貴女あなたの言いたいことはわかるわ」

　首を傾げたシスティーナに、リゼが静かに頷うなずく。

「そう。今、貴女が懸け念ねんしたとおり、今の生徒会はとても忙いそがしいわ」

「で、ですよね？　各委員会やクラブの会計監かん査さと予算決議、次期生徒会長選挙戦の準備、クライトス校との生徒交流会……見事に仕事が重なってますもんね？　まさか、こんな時に？」

「そのまさか、よ」

　リゼが微かすかにため息を吐つく。

「今回の件は、体験学習会開催の目め処どが立たないうちに、学院の本部事務局総務企画部が見切り発車で学院外に参加者を募ぼ集しゆうしちゃってね……すでに参加希望者でいっぱい。私達も重なる仕事のせいで対応が遅おくれてしまった」

「あ、あちゃあ……」

「おまけに今回の話は、学院理事会の方々が乗り気なだけに中止にすることもできなくて……私達も頑がん張ばったんだけど、肝かん心じん要かなめの体験授業を行ってくれる教授や講師への根回しが遅れちゃって、このままじゃマトモに体験授業ができない状じよう況きようなの」

　自じ嘲ちよう気味にリゼが息を吐く。

「そこで、貴方あなたがた二人に頼みがあるんです。まずグレン先生……」

「断る！」

　リゼの言葉に先んじて、グレンが慌あわてたように叫さけんだ。

「い、嫌いやだぞ!?　どーせ、体験授業の講義者になってくれとか、そんなんだろ!?　断固拒きよ否ひ！」

「そこを何とか。先生の講師としての力量に関する噂うわさはかねがね聞いております。どうかそのお力を……」

「ふーんだっ！　そんな面めん倒どうごとはゴメンだねっ！　というわけで、グレン先生は連日の激務で磨すり減らした心身を癒いやすため、一人寂さびしく帰路につくのであります……さよなら～ッ！」

　返答を待たず、グレンは、だだっと生徒会室から逃にげ去さっていった。

「こ、こら、先生！　少しは真面目に人の話を……ってもういない!?　なんて人なの……ッ!?　もう！」

　あっという間に消えたグレンに、お冠かんむりなシスティーナ。

「残念ですね……グレン先生のご助力があれば、よい体験授業になるかと思ったのですが……」

　リゼが惜おしそうに苦笑いした。

「先輩！　何か私にできることはありませんか!?」

　システィーナがリゼに詰つめ寄よる。

「貴女なら、もう察してくれているでしょうけど、貴女への頼みというのは……」

「体験授業を行ってくれる教授・講師陣じんへの説得交こう渉しよう、ですよね？」

　聡さといシスティーナの返しに、リゼが申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「こんなこと、生徒会関係者でもない貴女に頼むなんて心苦しいんだけど……でも、本当に人手が足りなくて……外部の人間でこんなことを頼めるのは貴女くらいしかいなくて……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　先輩のためなら火の中、水の中です！」

　胸を叩たたいて、システィーナが勇ましく宣言する。

「いつもありがとう、システィ」

　リゼは穏おだやかに微笑み、悪戯いたずらっぽくシスティーナを見つめた。

「ね、貴女も生徒会に入らない？　そうしたら私も嬉うれしいし、後のことも安心できるんだけど……どう？」

「え、ええっと、それは……申し出は嬉しいんですけど……」

「冗じよう談だんよ。貴女は貴女自身の夢の実現のために、いつも忙しいものね」

　くすくすとリゼが笑う。

「説得交渉は生徒会の方でも引き続き進めるわ。とにかく、貴女は一人でもいいから、体験授業を行ってくれる教授や講師を探して頂ちよう戴だい」

「わかりました、任せてください！」

　こうして。

　システィーナは敬愛する先輩のため、体験授業を行ってくれる教授・講師の説得に取りかかったのだが──




「断るッ！」

　学院の廊ろう下かに、きんきんと響ひびき渡わたるハーレイの吠ほえ声。

　システィーナは頭が痛くなってくる思いで、苦々しく表情を歪ゆがめていた。

「そこを、お願いできませんでしょうか、ハーレイ先生……」

「くどいッ！　何度も言わせるな、システィーナ＝フィーベルッ！」

　システィーナも必死に食い下がるが、ハーレイの反応は芳かんばしくない。

「私は魔術論文の執しつ筆ぴつで忙しいのだッ！　よいか!?　私の論文が遅れれば、その分だけ世界の魔術発展が遅れるのだぞッ!?　わかったなら、とっとと失うせろッ！」

　そう言い捨て、ハーレイが肩を怒いからせて去って行く。

「やっぱり駄だ目めそう？　システィ」

　少し離はなれた場所で見守っていたルミアが、そっと聞いてきた。

「うん……あれはどんな説得も通じそうにないわ……」

　システィーナは、ハーレイの背中をため息交じりに見送った。

「必要な講義者は四人……もう声をかけられる講師や教授の方には全員、打だ診しんしたけど全ぜん滅めつ……これじゃ、とても無理だわ……」

　暗あん澹たんたる思いに苛さいなまれながら、システィーナは顔を掌てのひらで覆おおった。

「ねぇ。ハーレイに言うこと聞かせればいいの？」

　ルミアの背後にちょこんと隠かくれていたリィエルが、ぼそりと問う。

「……まぁ、そうだけど……でも、無理よ。彼、意固地になってるわ」

「大丈夫。わたしに任せて」

「えっ？」

　止める暇ひまもなく、リィエルのその小こ柄がらな体たい軀くが、たんっと足音軽く駆かけだして、ハーレイの背中を追い──

「ハーレイ！」

「なッ!?」

　背後から迫せまり来る、そのただならぬ気配に、反射的にハーレイが振り返った──その瞬しゆん間かん。

　びゅごおおおッ！

　空気を引ひき裂さいて剛ごう閃せんされる白はく刃じん。

　巻き起こる圧あつ倒とう的な剣けん圧が、狭い廊下を嵐あらしのように吹ふき抜ぬける。

「な、な、な……？」

　驚きよう愕がくに震ふるえるハーレイの前には、リィエルがいる。眠ねむたげな無表情で、どこからか取り出した大剣を、両手で振り抜いた格好のリィエルが。

　そして。

　ぱさ、ぱさぱさ……ばさっ……

　すっかり刈かり取とられたハーレイの脳天の頭とう髪はつが、静かに舞まい落ちていく。

　廊下のランプ灯の光を照り返し、その頭皮がきらりと光った。

「ハーレイ。システィーナの言うこと聞いてあげて。さもないと──」

　そのまま、リィエルが無表情で大剣を大上段に構える。その機械的な所作と人形じみた姿は、感情の色がまったくない分、ただの恫どう喝かつを超こえた底知れぬ恐おそろしさがあって──

「こらぁあああああああーーっ！」

「ごめんなさい、ハーレイ先生！　この子にはきつく言っておきますから！」

　慌ててシスティーナとルミアがリィエルに組み付き、取り押さえ──

「ひぃいいいーーッ!?　たっ、助けてくれぇええええええーーッ!?」

　恐きよう慌こうを来きたしたハーレイが、あたふたと一目散に逃げだした。

「あ、待って。……ん？　説得が足りない？　なら、もっと説得する」

「「物理的な説得は駄目ッ！」」

　廊下の一角が、くんずほぐれつ絡からみ合う三人の少女達で、大変姦かしましくなった……その時だった。

「ったく、なーにやってんだ？」

「あ」

　たまたま通りかかったグレンが、呆あきれたように声をかけるのであった。




「……で、体験授業を受け持ってくれる講義者は未だ一人も見つからず、今に至る……と」

　事情を聞いたグレンが、呆れたように息を吐く。

「白しろ猫ねこ、お前もお前だ。ンなこと気軽に引き受けんなよ。お前、生徒会役員でもなんでもないだろ？」

「そ、それはそうですけど……」

「大体、今回の件は、見切り発車した学院側と対応が遅れた生徒会側に落ち度があんだろ？　お前が尻しりぬぐいする必要ねーよ。やめちまえ、そんな無む駄だな苦労をしょいこむ必要はねえ」

「でも、私はそれでも……」

　煮にえ切きらない態度で、システィーナが目を伏せ、押おし黙だまる。

　……すると。

「おい、白猫。一つ聞いていいか？」

　突とつ然ぜん、グレンがシスティーナに、投げやりな問いを振ふり始めた。

「お前……なんでそんなにこの企き画かくに拘こだわるんだ？　繰くり返かえすが、お前、生徒会役員でもなんでもないだろ？」

「それは……」

　システィーナはしばらくの間、言おうか言うまいか迷い、やがて観念したように語り始める。

「リゼ先せん輩ぱいの力になってあげたい……ただ、それだけです」

「ほう？　あの美人でクールな生徒会長様に弱みでも握にぎられてんのか？」

　グレンが肩かたを竦すくめ、システィーナを流し見る。

「リゼ先輩には……私が一年次生の頃ころ、凄すごくお世話になったんです」

「ふぅん？」

「私、この学院に入学する前から、お父様から、かなり魔ま術じゆつを叩き込まれていて……同期の中では一回りも二回りも抜けてたんです。それで、入学したての頃の私はエリート意識が強くて、無意識のうちに周りを見下したような言動ばかりで……」

　昔を思い出すような遠い目で、システィーナが語り続ける。

「当然、周囲から浮ういちゃって……ルミア以外の子には完全に無視されるようになっちゃって。でも、あの頃の私は、どうしてこんなに自分が嫌きらわれるのか、それすらわからなくて……」

　システィーナが語るには、そんな当時のシスティーナへ親身に接し、魔術ではままならない、他人との接し方に関する様々なことを教えてくれたのが、リゼ……システィーナが尊敬する先輩とのことであった。

「リゼ先輩はこの魔術学院がとても好きなんです。学院のために何かしようと生徒会長になっちゃうくらいに」

「……まーた、酔すい狂きような」

　そうですね、と。

　システィーナがくすりと笑う。

「でも、そんな先輩も、もうすぐ任期終しゆう了りよう。先輩がこの学院のために何かできる時間は限られているんです」

　魔術学院の一年間は、夏期休きゆう暇かを挟はさんだ前期と後期の二期に分かれており、生徒会の任期は三年次後期の初めまでとなっている。

　要するに。辣らつ腕わんで鳴らし、生徒達のため学院のために様々な改革や企画を遂すい行こうしてきた希代の名生徒会長、リゼ＝フィルマーの引退も、そう遠くない未来となりつつあるのだ。

「リゼ先輩は今、愛する魔術学院のために、残された時間で少しでも学院に益することを行おうと必死です。この体験学習会も、よりよい魔術学院の未来のためにって……」

「…………」

「私はそんな先輩の力になってあげたくて……先輩があの頃、何も知らなかった私の力になってくれたみたいに。でも、悔くやしい……私じゃ力不足みたいで……本当に残念です」

　はぁ……と。システィーナが悲しげに、ため息を吐ついた。

「ふぅん……世話になった人への恩返しね……ったく、しゃーねぇなぁ」

　すると、何を思ったのか。

「……昼飯の弁当三日分。それで講義者枠わくを一つ引き受けてやるよ」

　グレンはそんなことを呟つぶやいていた。

「……えっ？」

「それと、どーせ他に講義者のアテもないんだろ？　だから俺が見み繕つくろってやる。なんとなくアテはあるしな」

「えっ？　……えっ？」

「ただし、条件があるぞ」

　ずいっと。グレンが、システィーナに顔を近付ける。

「俺は、俺のやり方でやるからな？　文句言うなよ？」

「い、いえ……この状じよう況きようとなっては……すごくありがたいんですけど……でも、一体、どういう風の吹き回しなんですか……？」

「……まぁ、お前にゃなんだかんだ世話になってるしな……たまには……」

「えっ？　今、なんて仰おつしやいました？」

　グレンのぼそぼそ声が聞き取れず、システィーナが問い返すと。

「なんでもねえよ」

　グレンはいかにも不ふ機き嫌げんそうな顔を、ずいっとシスティーナに寄せる。

「いいか？　勘かん違ちがいするなよ？　俺はただ、今月金欠で、昼飯代を浮かせるために、仕　方　な　く、ンな七しち面めん倒どう臭くさいことすんだからな？　それだけだからな？」

　そんな二人のやりとりを、ルミアはにこにこ笑顔で、リィエルはぽや～っと眠たげに眺ながめている。

「ルミア。あれ、『つんでれ』って言うんだっけ？　こないだウェンディから教えてもらった。男の『つんでれ』はキモいって。グレン、キモいの？」

「あはは、先生も素直じゃないから」

　純じゆん朴ぼくにそんなことを問うリィエルに、ルミアも苦笑いだ。

「でも、良かったね、システィ。グレン先生が協力してくれて。しかも、他の講義者のアテもあるって」

「う、うん！　何はともあれ、ようやく一歩進んだわ！」

　今までの苦労の反動もあったのだろう。システィーナが嬉うれしそうに、グレンへ向き直り、殊しゆ勝しように頭を下げた。

「えっと、よくわかんないけど……先生、ありがとうございます！」

「あーあ……おかげで俺は、これから講義者候補達との、かったるい交こう渉しよう作業だよ……残業代出ねえかな……？」

　草臥くたびれたように言いながら、グレンが踵きびすを返す。

「あ、先生！　今から交渉に行くんですか？　だったら私も一いつ緒しよに……」

「いや、お前らはいいよ。話がややこしくなるからな」

　ついてこようとするシスティーナ達をグレンが手で制する。

「ま、ここは素直にこの俺に任せておきな。まぁ、悪いようにはせん」

　どこか不思議な自信を感じさせる、グレンの笑みに。

「……わ、わかりました。よろしくお願いします、先生」

　頼たのもしさを感じたシスティーナは、ぺこりと頭を下げるのであった。




　そして。

　いよいよ、体験学習会の当日。

　今回の体験学習に参加する年少の少年少女達が、早朝の学院中庭に大勢集まっている。

「魔術って不思議で素敵よねぇ、私も魔ま術じゆつ師しになりたいわぁ」

「うん、かっこいいもんね！」

「俺、将来、絶対この学院に入って、攻性呪文アサルト・スペルばんばん覚えるんだ！　最強の魔術師になるんだ！」

　子供達は皆みな一様に、魔術に対する夢と憧あこがれを胸に、目を輝かがやかせていた。

　そんな子供達から少し離はなれた、中庭の一角にて。

「……先生、本気ですか？」

　システィーナは、本日の体験学習会の日程表に記き載さいされた講義者リストとにらめっこしながら、青ざめていた。

「本気と書いてマジだ」

「も、もっと他に、この場に相応ふさわしい適切な講義者達は……？」

「あ？　ンなもん、結局、誰だれも見つけられなかった生徒会連中に言え」

「で、でも、でもぉ……」

　システィーナがあわあわしていると、ルミアがそっとシスティーナに耳打ちする。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、システィ。きっとグレン先生には何か考えがあるんだよ」

「考えがあるって……」

　改めて、リスト上の名前を見る。

　改めて、嫌いやな予感しかしなかった。

　グレンの交渉によって、本日の講義者に名を連ねることになった連中は……一言で言ってしまえば、ヤバイ連中であった。一人だけマトモな人物もいるが、その人は別の意味で人前へ出るのに向かないヤバイ人である。

　つまり、今回のような公の場には決して出してはいけない連中だった。

「うぅ、ごめんなさい、先輩……今日の体験授業、台無しになるかも」

　がっくりと、力なく突つっ伏ぷすシスティーナ。

　その時。授業開始の本ほん鈴れいが鳴り、整列する子供達の前に、颯さつ爽そうと一人目の講義者が現れた。

「うふっ♪　皆みんな、おっはよ～☆」

　可愛かわいくポーズを決めてそう挨あい拶さつしたのは、学院の魔術教授セリカであった。

　だが、いつものゴシックドレス姿ではない。リボンや宝石で飾かざられた、きらっきらでふりっふりのドレスにマント、三角帽ぼう子し、先せん端たんに星形がついている杖つえ……眩まばゆいほどカラフルなプリティールックスに身を包んでいる。
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「私の名前は、魔ま法ほう少女セリーヌちゃん！　この学院で魔法の先生をしてるの！　私はお勉強が嫌きらいで、おかげでまーだ第三階梯トレデ。諸君らは私のようになっちゃだめだゾ☆　きゃぴッ♪」

　妙みよう齢れいの絶世美女の、まるで夢見がちなうら若い少女のような振ふる舞まいに、集まった子供達が啞あ然ぜんとする。

「な　ん　で　す　か　こ　れ」

　目め眩まいを堪こらえながら、システィーナは非難がましい目をグレンへと向ける。

「し、仕方ねーだろ!?　セリカ＝アルフォネアの名前を、ここで出すわけにはいかねーんだからよ……」

　セリカ＝アルフォネア。北大陸に名高き第七階梯セプテンデ──最高位の魔術師。四百年の時を経た、生きた伝説。

　大陸中に広く響ひびき渡わたるその名には、ありとあらゆる栄えい誉よと武勇が纏まつわると共に、真しん偽ぎ不明の悪あく辣らつなる噂うわさや残ざん虐ぎやくな逸いつ話わも山のごとく存在する。多くの場合、セリカの名は常に畏い怖ふ、恐きよう怖ふ、嫌けん悪おと共にある。

　セリカの素性が割れれば、子供達がパニックを起こす可能性もある。

　本来、セリカはこういう場に出してはいけない人物の筆頭だが……人員不足という残ざん酷こくな現実の前に、背に腹は代えられず、苦肉の策が──

「今日は私と一緒に、魔法のお勉強をしようネ☆　大丈夫！　魔法少女セリーヌちゃんにお任せ♪」

　これであった。

「でも、想像以上に痛いてぇ、吐きそう」

　さしものグレンもたじたじだ。

「先生!?　もっとマシな案なかったんですか!?」

「だ、だって、セリカのやつが自分で立案して、しかもノリノリで──」

「痛すぎます！　お歳としを考えてください！」

　と、そんな時である。

「あ、あのぉ……」

　一人の子供がおずおずと手を上げる。

「ん？　何かなボク？　質問？」

「ええと……セリーヌ先生、今、魔法少女って言いましたよね……？　ええと、その……少女……？」

　小さな勇者が小首を傾かしげて、そんなことを言った──その瞬しゆん間かん。

「根源素オリジンまで粉みじんに分解して、異次元空間にブチまけるぞ☆」

　媚こび媚びな笑顔はそのまま、恐おそろしくドスの利いた声で言い放つセリカ。

　得も言われぬ圧あつ迫ぱく感かんと威い圧あつ感かんに、一いつ瞬しゆん、凍こおり付く子供達。

「さ、さぁさぁ！　魔法少女セリーヌちゃんの授業が始まるヨーッ！」

「み、皆、魔法少女セリーヌさんのお話、ちゃんと聞こうね！　ね!?」

　うわずった声で、妙みように『少女』という単語を強調しながら、慌あわててフォローに入る、グレンとシスティーナ。

　……前ぜん途とは多難である。




「つまりね、魔法っていうのは、心の力なの。ほら、皆も褒ほめられたり怒おこられたりすると、嬉しくなったり悲しくなったりするよね？　言葉には、人の心を動かす力があるの！　魔法は言葉によって心の力を操るんだよ？」

　青空の下に簡易的に立てた黒板の前で、セリカの授業が始まる。

　流石さすが、グレンの師し匠しようと言うべきか。

　セリカの授業は、魔ま術じゆつの『ま』の字も知らない子供でも、魔術の基本的概がい念ねんが自然と理解できるようにかみ砕くだかれた、素晴らしいものであった。

「……あ、そうか。等価対応則……そう教えればいいのか」

「な、なるほど……零れい点てん収束の零の意味……それは知らなかったわ……」

　その語り口は子供向けに平易なものだが、傍そばで聴ちよう講こうしているグレンやシスティーナ達学院側の人間ですら、勉強になるほどである。

　教授職にありながら、普ふ段だんは滅めつ多たに教きよう鞭べんを執とらないセリカだが、教師としても恐ろしく高いレベルにあることを、否いや応おうなく示し唆さする授業であった。

「ほら、よく言うでしょ？　女の子は皆、恋こいの魔法が使えるって。だから、私も魔法が使えるの♪」

「……え？　女の子……？」

「そこのボク、氷結地じ獄ごくへ叩たたき落おとして、永久氷ひよう晶しように閉じ込め、かき氷にしてやるぞ☆」

「ひぃいいいいいいいーーっ!?」

　たまにメルヘンチックな笑顔で、物ぶつ騒そう極まりないことを言って、子供達の背筋を氷結地獄以上に震ふるえ上がらせること以外は、実に順調に授業は進む。

　そして──

「じゃあ、これから皆で、実際に魔法を使ってみよう♪」

　いよいよ実じつ践せんの時間となった。

「え？　何？　私達はまだ魔法は使えない？　大丈夫、大丈夫！　この魔法少女セリーヌちゃんにお任せ！」

　そう言って、セリカはどこからともなく、一本の杖を取り出して見せる。

「じゃん！　素敵な魔法のアイテム、マジカルリリカル・ファンタスティックイリュージョン・プリティースターフラワーステッキ～ッ！」

　それは、リボンとハート形の宝石で飾られた、カラフルな杖であった。

「使い方は簡単！　この魔法のステッキを構えて秘密の言葉を唱えると、あら不思議、誰でも魔法が使えちゃう！　さぁ、今からこの中庭に、皆でたくさんのお花を咲さかせちゃおう♪」

「……なるほど、魔ま導どう器ですか」

　傍から見ていたシスティーナが感かん嘆たんしたように呟つぶやく。

　魔導器とは、ある特定の魔術を起動運用するために、その呪文と魔術式を何らかの道具の形に落とし込んだものだ。小型の魔ま力りよく炉ろを搭とう載さいすれば、使い手の魔力も必要としない。

「確かに魔術の使用感を子供達に教えるには、ぴったりですね」

　システィーナが見守る中、我先にと手を上げる子供達。

　幸運にも選ばれた小さな女の子に、セリカが手取り足取り、マジカル（略）ステッキを握にぎらせ、構えさせる。

「ほ、本当に、私にも……？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ！　今、私が教えた秘密の言葉を唱えれば、誰だれだって、素敵な魔法が使えちゃうんだから♪　ほらほら、勇気出して？」

「は、はいっ！」

　そして、その女の子は、ステッキを構えて中庭で向き直る。

　青々とした芝しば生ふや木々に向かって、呪じゆ文もんを唱えた。

「り、《リリカル・マジカル・バーニング・素敵なお花よ・咲き誇ほこれ》っ！」

　その瞬間。

　カッ！

　杖の先から、視界を白熱させる凄すさまじい光が奔ほん流りゆうし──

　ちゅっどぉおおおおおおおんっ！

　天裂さき、地割れるような、凄まじい衝しよう撃げき音が学院全体を震わせた。

　呆あつ気けに取られる一同の間を、凄まじい爆ばく風ふうが駆かけ抜ぬけていく。

「な……？」

　気付けば、先ほどまでの平和で牧歌的な中庭の光景は、まるで噓うそのよう。

　最も早はや、中庭に緑色部分は欠片かけらもない。

　そこにあったのは、爆ばく心しん地ちにぽっかりと開いた巨きよ大だいなクレーターと、その余波で出来上がった、広こう漠ばくとした土肌はだの焦しよう土どであった。

「「「「……………………」」」」

　誰もが絶句して、その変わり果てた風景を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　そんな中。

「ふふっ！　大成功☆」

　セリカ一人だけが変わらぬ調子で声を上げる。焼やけ焦こげた荒こう野やにその媚び媚びしい声が寒々しく響いた。

「素敵なお花が咲いたね☆　さぁ、他の皆みんなもやってみよう！」

　当然、杖つえを振った女の子はショックで失神して倒たおれ伏ふし、その他の子供達は真っ青になりながら涙なみだ目めで首をぶんぶんと振り──

「な、何やってるんですかぁあああああああああああーーッ!?」

　猛もうダッシュでセリカに駆け寄ったシスティーナが、セリカの胸倉を摑つかみ上げてガクガク揺ゆすっていた。

「花!?　どこが花ですかッ!?　どう見ても、アレは戦争用の破は壊かい魔ま術じゆつじゃないですかッ!?」

「え？　花は花だろ？　花火」

「花火ってレベルじゃありませんッ!?　もし花火をやるとしても加減を考えてくださいッ!?」

「えー？　だってコレ、威い力りよくは超ちよう絞しぼったんだぞ？　こんなに地味な魔術じゃ子供達に受けるかどうか心配になるくらいに……」

「貴女あなたを基準に考えないでッ！」

　そんな二人を尻しり目めに。

　案の定、子供達は初めて目の当たりにした破壊魔術の想像を絶する超威力に、すっかり怯おびえて震えていた。

（や、やっぱ、駄だ目めかも……）

　システィーナは、人知れず静かに涙を流すのであった。




　そして、次の授業に移る。

　場所を変え、通常の講義室に集まった子供達が、びくびくしながら次の体験授業を待っている。

　そんな様子を後ろから窺うかがいながら、システィーナがため息交じりに言う。

「ま、まぁ、一限目はアレだったけど……次は比ひ較かく的安あん牌ぱいね」

「確か……セシリア先生の魔術薬学だったよね？」

　ルミアがシスティーナに確認する。

　セシリア＝ヘステイア。学院の医務室に勤める、弱じやつ冠かん十九歳のうら若き法医師の娘むすめ。法医呪文ヒーラー・スペルや魔術薬学に関する造ぞう詣けいや腕うで前まえは、学院随ずい一いちである。

　セシリアは基本的に授業を受け持たないが、今回は交こう渉しようの末、特別に行うことになったらしい。

「ふふ、こんにちは、グレン先生」

「あ、セシリア先生、本日はどうも」

　向こうでは、講義室に現れたセシリアに、グレンが応対している。

「こほっ……けほっ……私、今日は一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばります……先生達もどうかよろしくお願いしますね？」

　柔にゆう和わに笑うセシリア。

「あ、相変わらず顔色悪いっすね……なんだか申し訳ねぇな、こんな場に引っ張り出しちまって……」

　セシリアは生まれつき身体からだが極きよく端たんな虚きよ弱じやく・病弱体質で、些さ細さいなことで体調を崩くずし、すぐ吐と血けつするという弱点がある。医者の不養生の典型であった。

「大丈夫ですよ？　今日はお薬もたくさん飲んできましたし、昨日は夜よ更ふかししないよう早めに寝ねて、三十六時間も睡すい眠みんを取ってきました……体調は絶好調です……ごほっけほっ……」

「あの……早めに寝たってレベルじゃないです……」

　やってきたシスティーナが、セシリアを気き遣づかうように言葉をかけた。

「それに、その顔色で絶好調？　本当に大丈夫なんですか？　なんだったら今からでも中止に……」

「お気遣い、ありがとうございます、システィーナさん。でも大丈夫。私、一度こういうのやってみたかったの」

「セシリア先生……」

「私も本当はグレン先生のような教師になりたくて……こんなに身体が弱くなかったら教師になれたと思うんですが……だから、グレン先生にこの話を持ちかけられた時、本当に嬉うれしかったんです」

　儚はかなげに、それでも憂うれいを感じさせずに、穏おだやかに笑うセシリア。

「……わかりました。でも、無理はしないでくださいね？」

「はい♪」

　守ってあげたいこの笑顔であった。

「さて、そろそろ時間ですね」

「あ、セシリア先生」

　ルミアが、教きよう壇だんに向かうセシリアを呼び止め、小こ瓶びんを一つ差し出す。

「これをどうぞ。さっき私が用意したヨタクの実の果か汁じゆうです」

「まぁ」

「咳せきを止める効果があります。もし、授業中に咳がきつくなったら、これを口にお含ふくみください」

「ありがとう、ルミアさん。ありがたく使わせてもらいますね？」

　セシリアはルミアから果汁入りの小瓶を受け取り、教壇に立った。




　そして、セシリアの授業が始まる。

「……呪文を唱え、魔力を操り、世界に変化をもたらす……それだけが魔ま術じゆつではないんです。自然界に存在する様々な魔ま法ほう素材を決まった手順で調合し、その魔法力を物理的な手段で一つの魔術へと昇しよう華かさせる……そのような魔術もあるんです。魔術薬学とはそのような魔術の一種なんです……」

　セシリアは教壇の上に様々な魔術薬の瓶びんや魔法素材を並べ、魔術薬の基き礎そを子供達にわかりやすく教える。

「……これらの儀ぎ式しき的な調合手順には全部、魔術的な意味があります。つまり、この調合手順こそが、他の魔術で言う『呪文』となるんです。南原の遊牧民族が舞ぶ踏とうで精せい霊れいを操るのと似てますね？　魔術薬生成術も根っこの部分は通常の魔術と同じなんです……」

　本当は教師になりたかった。

　そう語るセシリアの授業は、己の研究や成功をいの一番に考え、小難しい理り屈くつや理論を振ふりかざし、いかに自分が高みにいるかを示す授業に陥おちいりがちな学院の教授や講師達とは違ちがう、教わる生徒達のことを第一に考えたものだった。その教師になりたいという思いは本物だったのだろう。

「……残念ながら、魔術薬精製術や法医呪文ヒーラー・スペルは、世の中の『施せ療りよう院』には出回りません。怪け我がや病気の人に魔術的な治ち療りようを施ほどこす法医治療は、さまざまな法的関係上できないんです。なにせこれらは元々『戦場で傷ついた兵士をいかに早く戦いに復帰させるか』という概がい念ねんから始まった、立派な軍用魔術の一種だからです」

　そして、セシリアの話は、単純に魔術の知識だけに留まらない。

「一いつ般ぱんの人が魔術的な法医治療を受けるには、高いお金を払はらって個別に魔ま術じゆつ師しを雇やとうしかありません。それができるのはほんの一部の特権階級だけ……私は将来的には、誰もが平等に法医治療を受けられる『法医院』を作りたいと考えています。そのためには……」

　魔術薬学や法医呪文ヒーラー・スペルの社会的な役割や、それが抱かかえる問題提起なども子供達にわかりやすく教えていく。

　後の世に『医聖』と呼ばれることになるセシリアの人生初の授業。

　慣れないゆえに、手際の悪いところも多々あるものの、聴ちよう講こうしていたシスティーナ達も、学ぶべきものが多くある授業であった。

「……ご清せい聴ちようありがとうございました……ごほっ……」

　授業終しゆう了りようと同時に盛大な拍はく手しゆが上がり、セシリアはすっかり子供達の尊敬の眼まな差ざしの的であった。

「素晴らしい授業だったね……」

「……うん。文句なしだわ」

　後方の席で聴講していたルミアとシスティーナが頷うなずき合う。

「これで、アルフォネア教授がさっきやらかした分を、なんとか取り返せたかな……？」

　と、その時だ。

「こほっ!?　げほっごほッ！」

　一際激しく咳せき込む音が、教壇から聞こえてくる。

　見れば、教壇上のセシリアが苦しげに教きよう卓たくへもたれかかっていた。

「いけない！　流石さすがに無理が祟たたったんだわ！　行こう、ルミア！」

「うん！」

　システィーナとルミアが早速、セシリアを介かい抱ほうしようと教卓に向かう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……皆、心配しないで……私は……まだ大丈夫……私の命の灯火は……まだ……」

　子供達の心配そうな視線の中、セシリアは、よろめきながら教卓の上に並んでいる魔術薬の瓶の一つを摑む。

「ごほっこほっ、失礼します……ちょっと咳せき止どめを飲みますね……」

　小瓶の蓋ふたを外し、セシリアがその瓶に口を付け……

「せっ、セシリア先生ッ!?　その瓶は、私がさっき渡わたしたヨタクの果汁の瓶じゃないです!?　それはその隣となりの瓶ですよッ!?」

「ええっ!?」

　ルミアの悲鳴にも似た言葉に、システィーナがぎょっとする。

「ちょ、セシリア先生！　待っ──」

　時、すでに遅おそし。

　小瓶の中身の薬は、セシリアの白く細い喉のどの奥に流れ込んでいき……

　……そして。

「うふっ……ふふ……」

　セシリアが……

「うふふふ……あはは……ッ！」

　徐じよ々じよに全身を打ち震ふるわせていき……

「あっははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは──ッ!?」

　突とつ如じよ、天地が動転するような馬ば鹿か笑わらいを始めた。とても怖こわかった。

「せ、セシリア先生ーーッ!?」

「あ、あれはきっと、精神高揚剤だよ！　本来、ほんの一舐なめでいいのに、一度にあんなにたくさん飲んだから──」

　青ざめるシスティーナとルミア。

「あごはぁッ!?　あははっごっははははっげほはははあごはぁっ！　げほっはははゴホッははは、ぶっははははッ！　ごぼっふぁああっはははは──ぶッ！　ごはっ！　ごふっあっ！」

　盛大に血を吐はきながら白目を剝むき、それでも笑い続けるセシリア。その姿は物もの凄すごく狂きよう気き的で、冒ぼう瀆とく的で──

　壇だん上じようは──地じ獄ごくだった。

　……やがて。

「あはははは、は……むきゅう～」

　何の前まえ触ぶれもなく、力尽つきたかのように、ぱたんと床ゆかに倒たおれ込み、ぴくりとも動かなくなるセシリア。

「せ、セシリア先生ーーッ！　セシリア先生ーーッ！　ルミア、お願い、法医呪文ヒーラー・スペルをーーッ!?」

「う、うんっ！」

　必死に、法医呪文ヒーラー・スペルをセシリアへかけ始めるルミア。

「あー、ええと、これはね!?」

　システィーナが子供達に振り返る。

「これはあれ！　法医呪文ヒーラー・スペルの実じつ践せんを貴方あなた達に見せてあげようと──」

　そんな言葉に誤ご魔ま化かされるはずもなく、子供達は一様にどん引き。

「ねぇ、グレン。セシリア、死んじゃったの？」

　きょとん、とするリィエル。

「これは流石に予想外だった……すまん、セシリア先生……」

　ため息を一つ吐き、グレンもセシリアの介抱に向かうのであった。




　気絶したセシリアに付つき添そって、ルミアが去っていき。

「よーし、ここまでは順調ッ！」

「ん。順調」

　次の講義室に移動し、その授業前。

　次は一体、何が起こるんだとすっかり怯おびえきった子供達を前に。

　システィーナは、これまでは順調であるとリィエルに言い切っていた。言い切らないとやってられなかった。

「けど、次が山ね！　なにせ、次の授業を行うのは、あの変態マスター、オーウェル先生だからね！」

　魔ま導どう工学教授オーウェル＝シュウザー。わずか二十八歳という若さで、すでに第五階梯クインデに至った、若手の中ではハーレイに匹ひつ敵てきする破格の天才だ。

　だが、同時にそのありあまる才能を心底無む駄だな方向にしか発揮できない、破は天てん荒こうな人格破は綻たん者でもある。

「いい？　リィエル。オーウェル先生が何か子供達に危害を加えようとしたら、即そく・叩っ斬きるのよ。私が許す」

「ん。斬る」

「子供達は貴女あなたが守るの……わかった？」

「わかった。任せて」

　だが。

「……あれ？」

　授業開始の本ほん鈴れいが鳴っても、オーウェルは姿を現さなかった。

「何をやってるのかしら？　オーウェル先生……」

　そのまま五分過ぎ、十分過ぎ……

　流石に訝いぶかしんだ子供達も、ざわざわと騒さわぎ始めた頃ころ。

　がちゃ……ぎぃ……

　突とつ然ぜん、何の前触れもなく、講義室前方の扉とびらが……ゆっくりと開いた。

「遅いです！　一体、何を──」

　反射的に、システィーナが一いつ喝かつしかけた──その時。

　そいつは、一同の前に姿を現した。

「な……？」

　爛ただれた皮ひ膚ふ、露あらわになったあばら骨に、垂れ流れて引きずる臓ぞう腑ふ、暗くら闇やみを湛たたえた眼がん窩か、剝き出しの乱ぐい歯──

　現れたそいつは──

　どこをどう見ても、ゾンビだった。

「「「「きゃあああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　大だい恐きよう慌こうに陥る子供達。

　現れたゾンビが子供達に向かって、のたのたと迫せまり──

　同時に、撃うたれた弾だん丸がんのように飛び出したリィエルが、並ぶ机の上を駆かけ抜ぬけ、ゾンビに向かって突とつ進しんし──

「いいいやぁあああ──ッ！」

　いつの間にか錬れん成せいした大たい剣けんを荒あらぶる嵐あらしの如ごとく振るい、そのゾンビを瞬しゆん時じにバラバラにする。

　四散するゾンビの手足。

　その凄せい惨さんな光景に、さらなるパニックを起こした子供達が、我先にと後方の扉に集まって逃にげようとするが、その扉はまったく開かない。まるで鍵かぎでもかけられたかのようだ。

「ど……どうなってるの……？」

　意味不明の事態に、システィーナが頰ほおを引きつらせていた……その時だ。

『それは……ある晴れた初夏の日の出来事だった……』

　どこからともなく、魔ま術じゆつによるおどろおどろしい拡声音おん響きようが流れてくる。

『楽しみにしていた魔術学院体験学習会……僕らは様々な魔術の智ち慧えの片へん鱗りんに胸躍おどらせ、思う存分、未知なる神秘の世界を楽しんでいた……』

「こ、この声は……」

　最も早はや、間ま違ちがいない。

『だが、そんな楽しい体験学習会の最後の授業にて……悪夢は起きたッ！』

「オーウェル先生、一体、何をしたんですかぁああああああーーッ!?」

　システィーナが天に向かって叫さけぶ。

『ふっははははははーーッ！　我が最大の好敵手にて親友グレン先生の愛まな弟で子したる白しろ猫ねこ君よ！　決まっているだろう!?　体験授業だよッ!?』

「はぁ!?　やっぱり、あのゾンビは貴方の仕し業わざッ!?」

『当然ッ！　教卓の上を見よッ！』

　教卓の上を見ると、変な水すい晶しようがたくさん取り付けられた筐はこ型のヘンテコ装置が載のっており、いつのまにか、ピコピコと作動し、光っている。

「この部屋に入った時から気になっていましたが……あれは一体、何!?」

『ふははは！　あれはな、集団幻げん覚かくを見せる、私の新作魔導装置だッ！』

「なッ!?」

『あの光を見た者は皆みな、同じ幻げん術じゆつに囚とらわれるのだッ！　つまり君達が今、そこにいる場所は魔術学院の姿をしているが魔術学院ではないッ！　君達の共通深層意識野に創造された想像上の学院にいるのだッ！　君達本来の身体からだは現実の世界でぐっすりと居い眠ねむりしている！　安心するがいいッ！』

「ちょ──要するに、ここは夢の世界……精神世界の牢ろう獄ごくなのッ!?　あのゾンビも夢の世界の住人ってこと!?　ふざけないでください！　私達を早くここから出してッ!?」

　一方では、生徒会役員達が恐きよう慌こうを来きたす子供達を必死に宥なだめようとするが、まったく効果がないようだ。

『まぁ、落ち着きたまえ！　実はこの魔導装置、どのような精神世界につれていくかは、装置に挿そう入にゆうする魔導ソフトウェアプレート上の魔術式で決定されるッ！　つまり、このプレートを差さし替かえることによって、様々な夢世界の冒ぼう険けんをゲームとして提供できる超ちよう☆絶、優れものなのだッ！　しかも多少の知識があれば、誰だれでもゲームを作ることが可能ッ！　うおおおおおお、私は私の才能が恐おそろしいッ！　ふっははははははははははははーーっ！』

「人の話を聞いてッ!?」

『そして、今回このお試しソフトウェア《ゾンビの館Ⅲ》の開発は、この方の協力と共に行った……』

「ねぇ、聞いてるのッ!?　てか、Ⅲって何!?　ⅠとⅡもあったの!?」

　システィーナの突つっ込こみを完全スルーして、オーウェルの音声は続ける。

『学院が誇ほこる精神魔術の世界的権けん威いッ！　ツェスト＝ル＝ノワール男だん爵しやく殿どのだッ！　はいっ！　皆、拍はく手しゆッ！』

『ふっ、幼く穢けがれなき少女達が怯え逃げ惑まどい、上げる悲鳴……まるで天上の音楽ッ！　正に至高ッ！　あぁん、エクスタシィイイイイイ──ッ!?』

「さ、最悪だわ──ッ!?」

　新たに登場したツェストの音声に、システィーナは頭を抱かかえて叫ぶ。

『いやぁ、男爵にはソフトどころか、この魔導装置の開発段階から全面的に協力してもらってな、今回の発明ばかりは、この天才オーウェル＝シュウザーといえども、一人では成し遂とげられなかったと断言しようッ！』

『ふっ、怯える少女の姿と悲鳴を堪たん能のうできる画期的発明とあらば、協力を惜おしむ余地はあるまい……ふひひひ』

「二人とも死んでくださいッ！」

『さぁ、体験授業の始まりだッ！　娯ご楽らくの欠けつ如じよが人間を殺すッ！　それこそが成熟した文明人の精神に巣食う究極の病巣ッ！　それを癒いやさんがために開発した我が世紀の新作発明！　思う存分堪能するが良いッ！　ゲェーム・スタァアアアットゥッ！』

　その途と端たん。

　がたたたたーんっ！　がしゃん！

　教室の前方の扉から、窓から、大量のゾンビがなだれ込んでくる。

「「「「ぎゃああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　さらなるパニックに陥おちいる生徒達。

『安心しろ、諸君！　所しよ詮せんこれは夢の中のゲームッ！　もし、その世界でゾンビに食べられちゃっても目が覚めて現実に帰れば無傷ッ！　さぁ、思う存分、ゲームを楽しみたまえッ！』

「安心できるわけないでしょ!?」

　一方、教きよう壇だん付近では。

「はぁああああああああ──ッ！」

　リィエルが教室内になだれ込んでくるゾンビ達を片かた端はしから叩たたき斬っていく。旋せん風ぷうのようにゾンビ達を吹ふき散ちらす獅し子し奮ふん迅じんの大だい活かつ躍やくである。

「大だい丈じよう夫ぶ。みんな、わたしが守る」

　だが、大量の肉片が空を舞まって散乱し、大量の返り血を浴びたリィエルのその姿は──とても怖こわかった。

「「「「う、うぅ～～～ん……」」」」

　とうとう夢の中の世界だというのに、次々失神者が出る始末である。

「……どうしてこうなるの？」

　システィーナは部屋の隅すみで座り込み、抱だきかかえた両りよう膝ひざの間に顔を埋うずめ、ず～んと沈しずみ込んでいた。

　一いつ匹ぴきのゾンビが、そんな彼女の肩かたを励はげますように叩いた。




　それから。

　脱だつ出しゆつ方法がわからないため、オーウェルの仕し掛かけたゲームに乗るほかない一同は、怯おびえまくる子供達を守りながら、学院内を探たん索さくする。

　リィエルを先頭に、出現するゾンビを片端から斬り伏ふせ、とうとうこの世界から脱出する鍵となるボスキャラを発見し、それをリィエルが瞬しゆん殺さつする。

　現実世界に帰き還かんするや否や、システィーナは執しゆう念ねんでオーウェルとツェスト男爵をとっ捕つかまえ、とりあえず攻性呪文アサルト・スペルで吹き飛ばした。




　そして──

「やれやれ……最後の体験授業、か」

　トリを務めることになっていたグレンが、教室内に力なく並んで座った子供達を見み渡わたした。

　体験授業開始当初のような、夢と希望に満みち溢あふれた顔は一つもなかった。皆、一様に期待を裏切られた、失望した……そんな顔だった。なんでもいいから早く終わってくれ、もう帰りたい……そんな雰ふん囲い気きであった。

「ま、大体、予想通りだな。むしろ、予想よりマシなくらいかな」

　だが、そんな子供達を見回すグレンはどこ吹く風だ。

「……予想通り？　今、予想通りって言いましたか……？」

　グレンの物言いに、システィーナの心にふつふつと怒いかりがわいてくる。

「ああ、言ったな」

「こうなること……わかってて、あの人達を連れて来たっていうんですか……？　わざとだったんですか……？」

「いや、あの連中に頼たのめば、どこをどう考えてもこうなるに決まってるだろ……流石さすがにセシリア先生のアレは完全に予想外だったが」

「……先生……ッ！」

　システィーナが今にも摑つかみ掛かからんばかりの形相でグレンを睨にらみつける。

「いや、だって……他に引き受けてくれるやつなんかいなかったろ？　こうなるのは必然だったんだよ」

「酷ひどい！　欺だましたんですね!?　先生を少しでも信じた私が馬ば鹿かでした！」

　心底見損なった、とシスティーナが涙なみだ目めになりかけるが……

「ばーか、まだ終わってねえぞ？　俺が残ってるだろうが」

「……え？」

　意外なグレンの台詞せりふに、システィーナがきょとんとする。

「ここまでは仕方ないんだよ。元々、マトモな手て駒ごまが絶対的に不足した、負け確定の戦い……勝つにはちょいと工く夫ふうがいるのさ」

「い、一体何を言って……？」

「ここから先は俺の出番だ……なぁ、白猫。たまには俺を信じてくれよ」

　グレンが力強く微笑ほほえむ。

　その顔を真っ直ぐと見つめるシスティーナ。誰かを欺そうとか、何かを台無しにしようとか。そういう黒いことを考えていたとは、とても思えないその表情に、システィーナの怒りがゆっくりと鎮ちん火かしていく。

「……わかりました。信じます」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、システィーナは、神しん妙みようにそう答えた。

「最後の授業、どうかよろしくお願いします、先生」

「……おう、任せとけ」

　システィーナの頭をくしゃりと撫なで、教壇へと向かった。その手は不思議なくらい温かかった。

「はぁ……」

　グレンの背中を見送ったシスティーナは手近な席に腰こしを落ち着け、深くため息を吐ついた。

　すると。

「お疲つかれ様さま、システィ」

「リゼ先せん輩ぱい!?」

　その隣となりの席にはリゼの姿があった。

「来てたんですか!?　確か、今日はクライトス校との交流会の打ち合わせが……」

「そちらは片付いたわ。それよりも」

　リゼがちらりと周囲を見回し、そして苦笑いする。

「色々と事情は聞いたわ。大分、苦労しているみたいね？　システィ」

「う……すみません……こんなことになってしまって……」

　恐きよう縮しゆくするシスティーナ。

「謝る必要はないわ。貴女あなたはよくやってる」

　だが、リゼは優しくシスティーナに微笑みかける。

「お、怒おこらないんですか？」

　リゼの意外な反応に、システィーナは戸と惑まどうしかない。

「元々、私達の不手際だもの。怒るのは筋が違ちがうというものだわ。それよりも……」

　リゼが手を組み、そこに口元を押しつけ、どこか楽しむような不敵な表情でグレンの背中を見つめる。

「楽しみね。噂うわさのグレン先生の授業……この事態にどう収拾をつけてくれるのか……お手並み拝見だわ。ふふ」

　そして、グレンが教壇に立つと同時に本ほん鈴れいが鳴った。

「……さて。楽しい楽しい体験学習会も、俺の授業で最後だ」

　グレンが話し始めても、子供達は白けたままだった。

「ところで、お前らに一つ聞きたいことがある……お前らはこれまで、様々な魔ま術じゆつの片へん鱗りんに触ふれてきたわけだが……どう思った？」

　子供達の表情が微かすかに動く。

「つまらなかった？　期待したほどじゃなかった？　違うな。お前らは今、きっとこう思っているはずだ。『魔術って本当は恐ろしいものだ』って」

　図星を突かれたらしく、子供達がはっとした表情でグレンを注視する。

「もっと、楽しいものだと思ってた。色々な希望を叶かなえてくれる夢の術だと思ってた。でも、期待を裏切られた……お前らがふて腐くされてんのは大方そんなとこだろ……ああ、まったく、そのとおりだ。一歩使い方を誤れば地じ獄ごく……あれが魔術の厳然たる現実さ。それ以上でも以下でもない」
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　グレンは教きよう卓たくに両手をつきながら、淡たん々たんと言った。

「そう、魔術なんてな、お前らが思ってるほど崇すう高こうなもんでも凄すごいもんでもないんだ。もっとロクでもない、くっだらないもんだ。お前らも魔術に夢見るのは、さっさとやめちまいな──」

「な──」

　グレンの淡々とした言葉に、システィーナの頭が真っ白になりかける。

　流石に聞き捨てならなかった。

　話が違う。いつものアレをまた、ここでやろうというのか。

　これ以上、この授業を続けさせるわけにはいかない──

「……ッ！」

　がたん、と。

　反射的に、システィーナが腰を浮うかしかける。

　が。

　同時に、脳裏を走るグレンの言葉。

　たまには信じろ、と。

　俺に任せろ、と。

　グレンはそう言ったのだ。

「……、………………」

　不意に蘇よみがえったその言葉を、胸中で反はん芻すうするシスティーナ。

　そして、しばらくの沈黙の後。

　システィーナは浮かしかけた腰を、静かに下ろした。

「……ふふ」

　そんなシスティーナの隣で、リゼは目を瞑つぶり、余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。

　その時、壇だん上じようのグレンが『あんがとさん』とシスティーナへ目配せし……

「やめちまいな──と。一昔前の俺なら、お前らにそう言ったんだろう」

　……そんな風に話を切り返した。

　すると、子供達の間に戸惑いがざわめきとなって徐じよ々じよに波は及きゆうしていく。

「ああ、確かに魔術は恐おそろしく危険でロクでもないものだ。だがな……どうやら、だからといって、そこまでのものでもないらしい」

　グレンが頭をかきながら、続ける。

「この学院にはな……その危険を知って、それを人の理性で御ぎよせるようにと頑がん張ばっているやつがいる。その危険を知って、なお己が夢の実現のために魔ま術じゆつを賢けん明めいに学ぶやつもいる。その危険な魔術によってこの世に生を受け、今を生きることができるやつもいる。それもまた事実なんだ」

「…………」

「結局、魔術ってのは無色の力だ。そこに良いも悪いもない。他でもないお前達が、何を為なすために、どう使っていくか。それを自身の頭で必死に考えることこそ一番大切なこと……らしいんだ。そこに答えなんてない。魔術に関わる以上、一生迷って考え抜ぬかなければならない業ごうみたいなもんだ」

「…………」

「魔術に対する夢や憧あこがれだけで、この学院への入学を希望し、魔術師を目指したいやつは……もう一度だけ、よく考えてくれ。自分が一体、魔術を使って何を為したいのか。魔術に何を求めるのか。よーく考えて欲しい。そこを考えずに憧れだけで突つき進すすむやつは、必ず失敗する。そうだな……お前らの目の前にいる野や郎ろうが良い例だ」

　そして、皮肉げに、だけど穏おだやかに、力強くグレンが笑った。

「もし、魔術について真しん剣けんに考えて考え抜いて、なお魔術を志すやつ、魔術の力を求めるやつ、魔術に夢を抱いだくやつがいるなら……アルザーノ帝てい国こく魔術学院は、そんなお前らを歓かん迎げいする。お前達の夢を、俺達学院の教授・講師陣じんが全力でサポートしよう」

　そんなグレンの言葉に、子供達は目を瞬またたかせながら、グレンを見つめる。

「さて、そろそろ最後の授業を開始しようか。そうだな……テーマは『現代の魔術師の在り方と生き方』……この学院に勤め始めてから、俺なりに得た答えを、お前らに伝えようか……」

　こうして。

　最後の体験授業が始まった。




「とても良い授業だったわね」

「先輩……」

　全ての体験授業が終しゆう了りようし、子供達が退室し、閑かん散さんとした教室で。

　リゼが感かん慨がい深く言った。

「子供達にとっても本日のことは良い経験になったと思うわ」

　本当に結果論だが、今回の体験学習会はなんとか成功のうちに終わった。

　何も知らない子供達には、少々ビターな経験だったかもしれない。が、それも含ふくめて魔術という底知れない学問なのであり、それゆえに無限の可能性がある……そう語るグレンの言葉が、子供達の心に響ひびいたのである。

　どう考えても、ロクな結果にならないことが予想される面子メンツしか集まらない逆境の中、グレンはそれを見事ひっくり返したのだ。

「ごめんなさい、先輩……」

　しょぼくれたシスティーナが、ぼそぼそ呟つぶやく。

「なぜ、謝るの？」

「私……結局、何も先輩の力になれませんでした……結果的に成功したのもグレン先生のおかげですし……」

　すると、リゼは微笑ほほえみながら言う。

「何度も言うけど、貴女はよくやったわ。貴女の尽じん力りよくは人ひと伝づてに聞いたし」

　それに、と。

　リゼが言葉を続ける。

「……貴女の判断は正しかった」

「え……？」

「とにかく今回は本当にありがとう、システィ。全部、貴女のおかげよ」

「い、いえ、そんな……」

　リゼに深々と頭を下げられ、途と端たんに恐きよう縮しゆくするシスティーナ。

「私だけの力じゃ……ルミアやリィエルも協力してくれたし、生徒会の皆みんなも裏方で頑張ってくれたし……何より、アイツの力も大きかったし……」

「ふふ、貴女あなた、すっかり変わったわ」

「え？　そ、そうですか？」

　くすくすと笑うリゼを前に、呆あつ気けに取られるシスティーナ。

「入学したての頃ころの自信過か剰じようで自己中心的な貴女と、今の貴女はまるで別人のよう。ねぇ、システィ。貴女、来期の生徒会長に立候補してみない？」

「ふぇっ!?」

「今の貴女なら、きっと立派に務め上げられると思うんだけど……どう？」

「ちょ──か、からかうのはやめてくださいよ、先せん輩ぱい！　私なんか、器じゃありませんって！」

「……あら、そうかしら？」

「そうです！」

　むぅ～っと、頰ほおを膨ふくらませるシスティーナを、リゼが楽しげに見つめて。

　夕日が差し込む教室が、ゆっくりと暗くなっていった。



















　その日。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院は、空前絶後の熱ねつ狂きようと混沌の渦か中ちゆうにあった。

「「「「上流階級層のみが優ゆう遇ぐうされる現行システムに異議ありーーッ！」」」」

「「「「階級格差反対ーーッ！」」」」

　中庭に集つどう大勢の殺気立った生徒達、手に掲かかげられたプラカード、熱唱される大音声のシュプレヒコール。

　何かの切きっ掛かけで集った生徒達が即そく、暴徒と化す……そんな危うさを孕はらんだ、まさに一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きよう。

「お、おいおい……俺達の学院はどうなっちまうんだ……？」

「わ、わからないよ……僕、こんなの、初めてだし……」

　学院側の教師達も、デモに加わっていない生徒達も戦せん々せん恐きよう々きようとして、この事態の成り行きを見守っている──

　まさに、その時。

「待てぇえええええええいっ！」

　魔術の拡声音おん響きようによる一際デカい叫さけび声が、その混沌の場に響き渡わたった。

「お前らの主張はよくわかった！　まずは話し合おうではないかぁっ！」

　一同が頭上を見上げれば……

　中庭に面した校舎屋上のへりに一人の男が立っている。ド派手な陣じん羽ば織おりを羽織り、襷たすきをかけ、頭にハチマキを巻いたその青年の正体は──

「学院側の全権交こう渉しよう者としてやって来た、この──グレン＝レーダス大先生様となぁああああーーっ!?」

　ばーん、と派手に見得を切るグレン。

「ふざけんなぁーーっ!?　俺達は遊んでいるんじゃないんだぞ!?」

「降りてこい、このバカ講師っ！」

　たちまち怒ど号ごうに包まれる中庭。

「言われずとも──とうっ！」

　魔術で重力を操作しつつ、中庭へと飛び降りるグレン。

（ち、ちくしょぉ～～、なぁ～～んで俺がこんな事を……ッ!?）

　落下するグレンの脳裏を過よぎるのは、とある女子生徒のすまし顔だ。

（リゼ＝フィルマー……あの女め狐ぎつねめぇええええええええーーっ!?）

　頭をかきむしって喚わめきたくなる衝しよう動どうを必死に堪こらえつつ、着地。

　グレンはただ一人、殺気立つ生徒達の群れと対たい峙じする。

　さぁ、交渉の始まりである──




　──その半刻ほど前。

　魔術学院生徒会室にて。

「事の始まりは、先日、我々生徒会を通さず学院理事会へと直接送られた一通の嘆たん願がん書でした……」

　灰色の髪かみと黒こく瞳とうの、いかにも怜れい悧りな美少女──学院生徒会長リゼ＝フィルマーが、会議机の一角に腰こしを据すえ、口元で手を組み、淡たん々たんと話を切り出していた。

「その嘆願を要約すると、『学院で開講される特別講座を、半額の受講料で受講できるようにしろ』……です」

「なるほど。学院側は当然、その嘆願を却きやつ下か。その結果が……このザマか」

　リゼの対面側の席で、卓たく上じように足を投げ出して腰かけるグレンが、中庭に面した窓を一いち瞥べつする。

　外から聞こえてくるのは、今け朝さから相変わらずのシュプレヒコールだ。

「だが、嘆願書の却下からデモ結成、一いつ斉せい決起までが早過ぎる……おい、会長さんよ、こりゃあ……」

「ええ、今回の一件、生徒会を通さず嘆願書を出し、同時に生徒達を扇せん動どうした、裏で糸を引く黒幕がいますね」

　微かすかに嘆たん息そくしながらリゼが言う。

「その黒幕とやらに心当たりは？」

「調べによって、一応の目星はついてますが……まずはこの事態の収拾が先決かと」

「まぁな。すでにこうなった以上、黒幕だけ潰つぶしてもどうにもならん」

　グレンが肩かたを竦すくめて、ため息を吐つく。

「つーかよ……そんなに皆、特別講座を受けたいもんなのかねぇ？」

　学院で行われる授業は、必修授業と専門講座の二種があるが、実はもう一つ『特別講座』というものが存在する。

　前者二種は、生徒が学院に支し払はらう授業料に含まれているので、誰だれでも自由に受講することができるが、後者の特別講座は違ちがう。これは授業料に含まれていない。

　専門講座は、その内容に講義者の独自色が出ることで知られているが、それはあくまでカリキュラムに従って、学院側がその分野を専門とする講義者に開講を依い頼らいするものである。

　それと比べ、この特別講座は真の意味で講義者が、独自に自由開講する授業である。ゆえに特別講座は授業料に含まれておらず……その受講には高額の受講料を講義者に支払わなければならない。それだけに講義者の奥義とも呼べる知識を学べるのだが……

「ご存知の通り、政府の富国強兵政策により、現体制は実力主義。出身を問わず実力さえあれば重用されます。政府もそれを推進するため、多額を投じて奨しよう学がく金制度などを整備し……その結果、一昔前まではごく一部の上流階級の子女しか入学が叶かなわなかった魔術学院ですが、今は家格や階級問わず、上流・中産・労働者階級、あらゆる層の生徒達が混在しています。これは国として実に良い傾けい向こうなのですが……」

「元々の家格や階級が持っている根本的な資産差はいかんともし難がたい。中産・労働者階級の連中が、高額の特別講座を、上流の連中と同じように受講するのは難しい……だから『不公平』だってことか」

「はい、それが彼らの主張です。階級社会の撤てつ廃ぱいを唱える左派思想が一部に広まっているのもあります。特別講座を受講した生徒とそうでない生徒で、魔ま術じゆつ師しとしての実力に差が発生してしまう焦しよう燥そうも手伝ったのでしょう」

「ったく、若いねぇ……」

「私は生徒会長として、この事態を収めなければなりません。本来、学院側への嘆願は、生徒会を通さねばならないのです。あのような横紙破りの陳ちん情じようが横行すれば、私達の先達が苦労して学院側から勝ち取った『生徒の自治権』、その執しつ行こう機関たる生徒会の意義と権けん威いが失われてしまいます」

「そうなりゃ学院側の独裁経営が横行し、生徒が学院側に何も抗こう議ぎできなかった数十年前の状況に逆ぎやく戻もどり、か。自分で自分の首を絞しめるとは、デモの連中もバカなことしてんなぁ……」

　グレンがやれやれと頭をかいた。

「まぁ、状況はわかった。で？　俺にどうしろと？　俺を呼び出して、ンな話をして、どうするつもりだ？」

　グレンが面めん倒どう臭くさそうにリゼを一瞥すると、リゼは真しん摯しな表情で返す。

「どうか、私に力を貸してください」

「……は、はぁ？」

「貴方あなたには学院側の全権交渉者として彼らの元へ赴おもむき、この一件の交渉にあたって欲しいので──」

「ふざけんなぁああああーーっ!?」

　がたんっと激しく席を立つグレン。

「あの頭ヒットした連中を説得しろとか、無理に決まってんだろ!?」

「別に彼らを納得させ、引き下がらせる必要はありません。口八丁で彼らを煙けむに巻まき、交渉を長引かせ……要はしばらくの間、生徒達の暴発を抑おさえていただければそれでいいのです」

「……っ!?」

「その間、私は学院側へ、とある案件の交渉に赴きます。この案件こそ、この事態に対する『切り札』。ですが、それが成立する前に、生徒達が暴発すれば水すい泡ほうに帰きしてしまいます。とにかく今は時間が欲しいのです」

　淡々と……だが、静かな意思をもって、リゼが言葉を連ねる。

「これは……貴方にしか頼たのめないことなのです、グレン先生」

「な、なんでだよ……？」

「大衆の思考を誘ゆう導どうしたり、場の空気を操ったり、巷ちまたの噂うわさを操作したり……そして何より、もし生徒達が暴徒と化しても、きっと貴方なら誰にも怪け我がをさせずに制することができる……違いますか？」

「な……ッ!?」

　穏おだやかではあるが、人の奥底を見み透すかすようなリゼの目に、グレンは背筋が凍こおるような感覚を覚えていた。

（こいつ……まさか、俺が元魔ま導どう士し……しかも特とく殊しゆ任務に従事する特務分室だったこと、知ってるのか!?）

　知らなければ、ただの一講師に向けて、そんな台詞せりふが出てくるはずがない──

「他の生徒会の面々も今、私の指示の下もと、各方面へ動いていますし……貴方以外の講師や教授は、生徒の自治を標ひよう榜ぼうする生徒会を疎うとましく思っていたり、荒あら事ごとそのものに耐たい性せいがありません。グレン先生……どうか、よしなに」

　殊しゆ勝しように頭を下げるリゼに……

「……か、買かい被かぶり過ぎだぜ」

　グレンはくるりと背を向けた。

「悪いが他を当たりな。俺だって、あんな殺気立った連中の前に立てば、身が竦んじまうヘタレなんだ」

「そうですか……残念です」

「じゃあな。ま、精々頑がん張ばりな」

　そもそも、グレンはこのリゼという生徒にあまり関わりたくないのだ。

　先の体験学習会で、システィーナを通じてリゼと知り合ったのだが……

　一見、リゼは品行方正、成績優ゆう秀しゆう……非の打ちどころのない生徒だが、どうにも得体の知れなさ、底の知れなさを感じるのである。

　グレンがリゼから逃にげるように生徒会室の扉とびらを開き、部屋から出ていこうとした……その時だった。

「そうだわ。今から行う学院側との交渉ついでに……先日、学院の試薬倉庫から大量に消えた各種魔ま術じゆつ火薬の件についても議題にあげましょうか」

　妖あやしく微笑ほほえんだリゼが、不意にそんなことを呟つぶやいて……

　その瞬しゆん間かん、グレンが固まった。

「あの件、犯人の目的はなんだったのでしょうか？　まさか『花火を作って生徒達と楽しく遊んでいた』……そんなはずはないでしょうし……？」

　だらだらだら……とグレンの額から大量の汗あせが流れ落ちる。

「ま、魔術火薬が消えたとか勘かん違ちがいじゃねーのか？　確か帳ちよう簿ぼでは、在庫の帳ちよう尻じりは合ってたぞ？　普ふ通つうに在庫が尽つきただけじゃねーのか？」

「学院側は誰も気付いていないようでしたが……実は私、あの帳簿に三十六か所の不自然な点を見かけまして……巧こう妙みようにカモフラージュされてましたが、なるほど、確かに在庫が尽きただけ……そうにも見えますね、表向きは」

　にっこりと微笑するリゼ。

　真っ青になるグレン。

「他にも、先月、学院創設者の銅像の首をもいだ犯人とか、図書館の本の悪質な返へん却きやく滞たい納のう常習犯とか、給料の減額を阻そ止しするため学院事務所に忍しのび込み、密かに自分の始末書を盗ぬすんで燃やしている人の事とか……あら、今日の会議、あげるべき議題がとても──」

「さぁて、たまには生徒のために一ひと肌はだ脱ぬいでやるかぁああああーーっ!?」

　途と端たん、やる気ＭＡＸのグレン。

「とにかく、連中との交こう渉しようを無む駄だに長引かせればいいんだな!?　こ、この俺に任せとけッ！　ふははははっ！」

「快く引き受けていただき、ありがとうございます、先生。やはり貴方は私の見込んだとおりの人でした……」

　そんなグレンを前に──リゼはやはり涼すずし気に笑うのであった──




　──と、そんなこんなで。

「あんたみたいなバカ講師に高額の給料を支払うくらいなら、受講料を少しでも安くするべきだろッ!?」

「「「「そうだぁーーーーっ！」」」」

「大体、全ての帝てい国こく民は女王陛下の下に平等だったはずだッ！」

「「「「そうだぁーーーーーーっ！」」」」

　殺気立った生徒達に、逃げ出す隙すき間まもなく、ぐるりと囲まれ、散々に心無い罵ば声せいを浴びせかけられて……

（ちくしょう、あの女め狐ぎつねめぇ……覚えてろよぉ～～ッ!?）

　グレンは涙なみだ目めで、ぶるぶる肩を震ふるわせているのであった。




　その一方──

　中庭の隅すみに、そんな騒さわぎを遠巻きに眺ながめながら、ほくそ笑む生徒がいた。

「ふっ……始まった、かな？」

　整った顔立ち。すらりとした長身。高価なアクセサリーで身を飾かざった、いかにも高貴な出自の男子生徒だ。

「へっへっへ……アルフォンスさんの狙ねらい通どおりっすねぇ……？」

「流石さすが、アルフォンスさんっ！」

　そして、いかにも腰こしぎんちゃくな取り巻き達が、その高貴な男子生徒……アルフォンスへ媚こびを売っている。

「ようやく学院側も交渉人を出したみたいだけど……残念ながら、この交渉は絶対にまとまらないのさ」

　自信満々にアルフォンスが言う。

「そ、それは一体、どういうことなんすか……？」

「簡単さ。学院側の人間……特に、強い発言権を持つ古参の連中はいかにも化石のような典型的魔術師……頑がん固こな彼らは引くということを知らない」

　人を小こ馬ば鹿かにしたような笑いを浮うかべながら、アルフォンスが語る。

「己が道を貫つらぬくのが魔術師……生徒達の圧力に『折れて』、受講料を『半額』に『まける』など、彼らの魔術師としての誇ほこりにかけてありえないのさ。そうするくらいなら、あの老害共は死を選ぶだろうね」

「ほ、ほう……？」

「そして、僕らは絶対『半額』の要求を曲げない。あそこで大おお騒さわぎしてるバカ共には『半額』なら無理じゃない、できると勘違いさせているし、何より僕がそうさせない。つまり、これは最初から落とし所のない抗こう争そうなのさ」

「な、なるほどねぇ……流石っ！」

　話の半分も理解できていない取り巻き達が、頭悪そうに頷うなずいていく。

「ゆえに交渉は膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいり、業ごうを煮にやした生徒側の感情はどんどん昂たかぶっていき……最高潮に達した時、ほんの少しだけ僕が裏で扇せん動どうしてやれば、彼らはすぐに暴徒へと早変わり……まぁ、すぐに鎮ちん圧あつされるだろうけど、この事態を防げなかった生徒会の権威は大だい失しつ墜つい、リゼ＝フィルマーは失しつ脚きやくを免まぬかれない……くっくっく……」

　アルフォンスが楽しそうに嗤わらう。

「後は簡単さ！　機能が失われた生徒会に代わり、僕は『学生議会』を新たに発足させるんだ！　その初代議長は当然この僕！　この学院の生徒達は皆みな、僕によって支配されるんだよ！　あっはははははははははーーっ！」

「な、なんかよくわかんねっすけど……とにかくアンタについてきゃ、美味うまい汁しるが吸えるんですよね!?」

「どこまでもついていきますぜ！　アルフォンスさん！」

　と、その時であった。

「やはり下手人は貴方でしたか、アルフォンス＝アルガント……」

　悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみしたリゼが、アルフォンス達の前に姿を現していた。

「なっ……リゼ!?」

「愚おろかなことを。誉ほまれも高き帝国上院議員のご子息ともあろう御お方かたが、なぜこのような卑ひ劣れつな真似を……？」

　非難と静かな怒いかりの灯った視線で、リゼがアルフォンスを射い貫ぬく。

「は、ははは……なぜかって!?　決まってるだろう、リゼッ！　僕は君が気に食わないんだよッ!?」

　リゼの姿を見た瞬間、それまでのスカし顔はどこへやら。アルフォンスは憤ふん怒ぬの形相でリゼを睨にらみ付ける。

「一年前の生徒会選挙戦、たかが卑いやしい下流層の君が、どうして高貴な上流階級の僕を降くだす!?　ありえないだろう、そんなことはッ!?　この学院の生徒会長に……頂点に相応ふさわしいのは、この僕なんだッ！」

「あれは公正な手続きを厳格に踏ふんだ正当な選挙でした。その結果に異議を申し立てるのは……あの選挙に関かん与よした全ての人に対する侮ぶ辱じよくです」

「はっ、よく言うよ!?　どうせ学院の男共をその小こ癪しやくな美び貌ぼうで誑たぶらかし、枕まくら営業で票をかき集めたんだろ？　この売女ばいたが！　そうでもなければ、この僕が負けるわけがないっ！」

「…………」

　訴そ訟しようものの侮辱を前にしても、リゼは怜れい悧りな表情を崩くずさない。

「……で？　何の用だい、リゼ？　僕はこれでも忙いそがしいんだけど？」

「いえ、この一件の首しゆ謀ぼう者しやである貴方あなたに、一つ確認に来ただけです」

　すると、リゼは一枚の羊皮紙を取り出す。それは、生徒会を通さず理事会に送られたという嘆たん願がん書だ。嘆願の文面とデモに加わっている生徒達の署名が記き載さいされている。

「……それがどうしたんだい？」

「いえ、この一文……『学院の全ての講義者が開講する特別講座を、受講料半額で受講できるようにする』……とありますが、これはどうあっても揺ゆるぎませんか？」

「はぁ……？」

「例えば……半額とは言わず、せめて四割減、三割減……この一文の解かい釈しやくや条件を別のものに変へん更こうする気はありませんか？　一応、その確認に来たのです」

「ぷっ……くっくっく……あっははははははははははははははーーっ！」

　途端、腹を抱かかえて馬ば鹿か笑わらいを始めるアルフォンス。

「リゼ、君はバカだなぁ!?　今さらその文面を動かすわけないだろ!?　その一文だけは絶対固定だ！　一割ともまからないね！　その一文の条件が達成されない限り、僕達が引くことはない！　嘆願書にもそう書かれているだろう!?　君は文章も読めないのかい!?」

「……確かに。失礼しました」

　すると、リゼはあっさりと引き下がり、くるりと踵きびすを返して去っていく。

　そんなリゼの背中に。

「フン、小こ賢ざかしい君のことだ。どうせ何かを策しているのだろうが……無駄だよ。今や趨すう勢せいは僕にある。君の失脚は時間の問題さ」

「私の進退など、別にどうでもよいのですが……」

　リゼが足を止め、凜りんと応じる。

「敬愛なる先達が必死に勝ち取り、築き上げてきた伝統への侮辱は許しません。この学院の秩ちつ序じよは……生徒達の権利は、私が守ります」

「はっ!?　やってごらんよ！　できるものならね！」

　視線と視線で火花を散らして。

　リゼは嘲ちよう笑しようするアルフォンス達の元から去っていくのであった。




　その頃ころ。

　場所を学院大講堂へと移し、いよいよ（自じ称しよう）学院側全権交渉者グレンと、デモの中ちゆう核かくを構成する代表生徒達との交渉合戦が始まっていた。

「──で、あるからして、我々生徒一同は、平等の三原理に基づき……」

「だが、断る」

　生徒側の長広舌を、いきなりどや顔で切って捨てるグレン。

「「「「ふっざけんなあぁああああああああああああああーーっ!?」」」」

「「「「真面目に人の話を聞けぇえええええええええええーーっ！」」」」

　電でん撃げき、突とつ風ぷう、火か炎えん弾だん、冷気波、音波爆ばく弾だん……怒りの攻性呪文アサルト・スペルが、グレンが立つ壇だん上じようへ雨あめ霰あられと殺さつ到とうする。

「おわぁああああああーーっ!?　タイム！　タイムッ！　自分で強いと思っている連中に、一度言ってみたかっただけなんですぅーーっ!?　ごめんなさいーーっ！」

　もうのっけから大講堂は大騒ぎ。驚きよう天てん動どう地ち、疾しつ風ぷう怒ど濤とう、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図である。

「──だから、僕達は学院側に主張します！　この階級格差は不当だと！」

　いくら生徒達が必死に筋道を立てて論理的に訴うつたえても……

「ふむふむ……でっていう？」

「「「「（イラッ！）」」」」

「ごっめーん♪　ついうっかり聞いてなかったわー、てへぺろ☆」

「「「「（ムカッ！）」」」」

　グレンはのらりくらりとかわしたり、すっとぼけたり、支し離り滅めつ裂れつなことを言ったり……とにかく、生徒達をひっかきまわす、おちょくる、煽あおる、煽る、煽る……

　その都度、グレンが立つ壇上に、攻性呪文アサルト・スペルの嵐あらしが吹ふき荒あれ──

「ヒョーーーーーーーーっ!?」

　グレンがひょいひょい逃にげ回り、かわしていく。そうしている間にどんどん無駄に流れていく時間……

　やる気あるのか!?

　話にならん！

　生徒達が、グレンを相手にすることに見切りをつけ始めると──

「待った！　異議ありだっ！　今のお前の発言は矛む盾じゆんしているぞっ！」

　突とつ然ぜん、思い出したかのように真しん剣けんモードになるグレン。

「今、お前らは学院関係者全ての人間の平等を主張したな!?　おかしいぞ!?　それには当然、学院側の教授や講師も含ふくまれるはず！」

「うっ……そ、それは……」

「そもそも己が仕事の成果に対し、正当な報ほう酬しゆうを要求する権利は、帝てい国こく法によって保障されているぞ!?　階級格差を持ち出し、一方的に自分達の権利を主張するのは間ま違ちがっているっ！」

　そして、それがいちいち的を射ているものだから始末に負えない……性質タチが悪過ぎである。

「階級格差を問題視するお前たちの主張もわかる！　だが、学院側の人間も常にぎりぎりなんだ！　魔ま術じゆつの研究にどれだけ金がかかるか、お前達にもわかるだろう!?　それを踏まえた金額設定を、まず理解してくれ！」

「し、しかし！　それでも僕達に還かん元げんする余よ裕ゆうはあるはずだっ！　この間の学院決算報告によれば──」

　グレンの真剣さに触しよく発はつされ、生徒達も再び真剣に交こう渉しようをし始めると……

「ああ、余裕はある！　だから、俺は──俺の給料の賃上げを要求するぞぉおおおおおおーーっ!?」

「「「「なんでだよッ!?」」」」

　途と端たん、これである。

　やはり、攻性呪文アサルト・スペルが吹き荒れ──

「ふはははははっ！　馬ば鹿かめ！　当たらなければどうということは──ふんぎゃああああああーーっ!?」

　結局、無む駄だで不毛な時間ばかりが、どんどん流れていく……

「ああ……うん、確かにこれは先生じゃないとできない役だわ……」

　そんな大講堂の隅すみの方で。

　このカオスの宴うたげを半眼で眺ながめながら、システィーナがため息を吐ついていた。

「普ふ通つう、こんな怒ど号ごうに晒さらされたら誰だれだって萎い縮しゆくするでしょ……アイツ、なんであんなにふてぶてしいのよ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶかなぁ、先生……」

「ん、大丈夫。あんな弱い呪文、グレンなら平気」

　ルミアが心配そうにグレンの動向を見守るが、リィエルは眠ねむそうだった。

「まぁ、先生には予あらかじめ、私達があらゆる種類の魔術的防ぼう御ぎよを施ほどこしたからね……生徒の呪文で大事になるなんてことはないはずだけど……それよりも」

　意を決したように、システィーナがルミアとリィエルを振ふり返かえる。

「そろそろ時間ね。私達の出番よ……気を引ひき締しめましょう！」

　こくりと頷うなずく、ルミアとリィエル。

「ちょっと恥はずかしいけど……リゼ先せん輩ぱい、私、貴女あなたのために頑がん張ばります！　だから先輩も頑張って……ッ！」

　ここにはいないリゼを激げき励れいするように、システィーナはぐっと握にぎり拳こぶしを固めるのであった──




　そして、その頃。

　別の場所で開かれている、デモ対策の緊きん急きゆう教職員会議場にて。

　会議用の円えん卓たくにずらりと居並ぶ、学院の教授・講師陣じんを前に……

「──以上のような理由により、『半額』という金額設定自体は、決して非現実的な話ではないかと思いますが、いかがなものでしょうか？」

　たった一人で立ち向かうリゼの交渉も今、まさに佳か境きようへ入っていた。

「な、なるほどなぁ……」

「まさか生徒会が補助金を出すなんて……青せい天てんの霹へき靂れきにもほどがある」

　学院側の人間が今、必死になって読み漁っている分厚い紙束は、リゼがまとめた資し金きん繰ぐりの資料だ。

「君達の生徒会……最近、妙みように羽は振ぶりが良いと思っていたら……」

　その資料にはリゼ率いる生徒会の、卓たく越えつした仕事ぶりが記されている。

　卒業生に送る会報からの寄付金回収率。生徒達からの生徒会費回収率。入学時の生徒の両親からの寄付金額。将来的に魔ま術じゆつ師し人材を欲ほつする民間企き業ぎようからの援えん助じよ金。広告収入。生徒会主導で経営する購こう買ばい部からの収入……それら生徒会の地道で堅けん実じつな活動の積み重ねが、想像を絶する生徒会予算額を生み出している。まさに現代錬れん金きん術じゆつの粋すいがそこにはあった。

「資料の通り、我々は健全極まりない黒字経営。これをいかに生徒達へ還元するか……我々生徒会も模も索さくしていたところでもあります。今回の一件は、まさに良い機会。先ほど私が提示した通り、現学院側に生じている余よ剰じよう予算を整理し、我々生徒会と提てい携けいすれば……特別講座の『半額』は成せるはず。どうか前向きなご検討を願います」

　ざわざわ……ざわざわ……

　ない袖そでは振れない、半額など不可能……当初そう思い込んでいた、学院側の人間が騒そう然ぜんとし始めている。

（さて……ここまではいいのです。ですが、問題は……）

　リゼが深呼吸していると。

「流石さすがだな、リゼ＝フィルマー。貴様の学生離ばなれした手しゆ腕わんには恐おそれ入いる」

　学院側の一人が、威い圧あつするような言葉と共に立ち上がる。

　学院の魔術講師であり、この若さですでに第五階梯クインデに至った天才魔術師ハーレイ＝アストレイだった。

（やはり来ましたか、ハーレイ先生……貴方は古典主義魔術師の最さい右う翼よくであり、今、実力的に最も勢いのある御お方かた……ここで来ないはずがありません）

　怜れい悧りな表情を揺るがさず、静かにリゼが身構える。

「聡そう明めいな貴様のことだ。私の言わんとしていることなど、とっくに御見通しだろう？　答えは却きやつ下かだ。いかに予算面でそれが可能だろうが、我々はその嘆たん願がんを却下する以外に道はない」

「……面子メンツの問題……ですね？」

「その通りだ」

　ふん、と鼻を鳴らすハーレイ。

「我々は魔術師だ。その魂たましいに至るまでな。他者を捻ねじ伏ふせてでも、時に世の理ことわりを捻じ曲げてでも、己が意思と欲よく望ぼうを貫つらぬくが魔術師……所しよ詮せん、格下に過ぎぬ貴様らの圧力に折れて、己が言を覆くつがえすなど……それは我々の誇ほこりと信念にかけて出来ぬ相談だ。それでも我らを捻じ伏せ、己が要求を通したくば──」

　ざわめく衆目の中、ハーレイが鋭するどくリゼを睨にらみ付ける。

「『力』で来るがいい。望まば、他者の望みを炉ろにくべよ……それが我々だ。それが魔術師だ。私は逃げも隠かくれもしない。いつでも受けて立つぞ」

　攻こう撃げき的なハーレイの弁舌に、場が氷を張ったような緊きん張ちように包まれる。

「…………」

　思わず目を瞑つぶるリゼ。そのこめかみをつと、冷ひや汗あせが伝う。

　勿もち論ろん、一昔前までならいざ知らず、今の近代的な法治国家である帝国で、そのようなことは許されない。

　許されないが……それでも己が法に従うのが、彼ら魔術師なのだ。

（……正念場ですね）

　緊張に高鳴る心臓を慎しん重ちように乗りこなしながら、それでも怜悧な表情を崩くずさず、リゼが意を決し、目を開く。

「ええ、仰おつしやる通りです。我々は市民ではなく魔術師。ゆえに誇りと従うべき流りゆう儀ぎがあります。そこで……それを踏ふまえてご提案があります」

「ほう？　言ってみろ、フィルマー」

「それは──」

　一つ、深呼吸をして。

　リゼはゆっくりと語り始めた──




　──と、その頃ころ。

　緊きん張ちよう感かん溢あふれる緊急教職員会議場とは裏腹に、先ほどまで交渉という名の白熱カオス大戦が繰くり広ひろげられていた学院大講堂では──

「ふふっ、お飲み物をどうぞ～」

「「「「………………………………」」」

　今、なんとも言えない、微び妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

『ったく！　ああ言えば、すぐこう言う！　我わが儘ままなお前らをマトモに相手してたら、本当に埒らちが明かんなッ！　もういい！　とりあえず休きゆう憩けいだッ！』

　お前が言うなの大合唱の中、グレンの宣言で強制的に十分間の休憩時間が差さし挟はさまれ。

　流石に激しい議論で喉のどが嗄かれ果て、疲つかれ切っていた生徒達が、渋しぶ々しぶ休憩を取り始めると……

「ふふっ、お飲み物をどうぞ～」

「た、大変だったわね、皆みんな！　グレン先生、びびってるわ！　後、もう少しよ、これ飲んで頑張って！」

「……ん。飲んで」

　どこからともなく少女達……ルミア、システィーナ、リィエルが現れ、殺気立っていた生徒達に、甲か斐い甲が斐いしく飲み物を配給し始める。

　なぜか三人とも可愛かわいいメイド服姿で……なんというか、すごく和んだ。

「ふふ、さっきの貴方あなたの演説、とても素敵でした。これからも頑張ってくださいね？」

「あ……うん……」

　学院内で評判の美少女達がメイド服に身を包み、朗らかな笑顔（一人無表情）で行う給仕に、興奮しきっていた生徒も毒気を抜ぬかれざるを得ない。

「ふざけるなっ！　こんなの飲んでる場合じゃないんだよっ!?」

　中には激しく抵てい抗こうし、殺気立ったままの生徒もいたが……

「ひっ!?　な、何よぉ……せっかく皆のためを想おもって淹いれたのに……」

　しょんぼりとしたシスティーナの涙なみだ目め（噓うそ泣き）の前に……

「……あ、……その……すまん……」

　なんとも悲しい男の性さがに、翻ほん弄ろうされるしかないのであった。

「ん。飲んで」

「……あの？　えと……俺、もうお腹なかタプタプで飲めないんだけど……？」

「ん。飲んで」

「…………」

　淡たん々たんとリィエルに勧すすめられるままに、カップに冷たい紅茶をなみなみと注がれまくる、一部の生徒。

「おいしい？」

「……あ、うん、とっても……」

「よかった。ん。飲んで」

　とぷとぷとぷとぷとぷとぷ……

「え、ええー……？」

　ともあれ、可愛らしい少女達が献けん身しん的に給仕してくれるその姿に、場の過熱した空気がどんどん冷めていく。

　紛ふん糾きゆうと熱気で喉がカラカラに渇かわき、そこによく冷えた美味しい紅茶が配給されたことも手伝った。

　生徒達はその誘ゆう惑わくに抗あらがえず、喉を鳴らして紅茶に口をつけていき……

（バァ～～カめっ！　それはセリカ特製リラックス・ハーブ入りの紅茶だぜ!?　それ飲んで、その沸ふつ騰とうした頭をちったぁ冷やしやがれ！）

　にやーりとほくそ笑むグレン。

　紅茶マニアのセリカが調合したリラックス・ティーの効果は覿てき面めんだった。

　先ほどの緊張に張はり詰つめた雰囲気はどこへやら。どうにも気怠く弛し緩かんした空気が漂い始め……十分の休憩は、そのままズルズルと十五分……二十分と延びていき……

（くっ……まずいな……ッ！）

　その雰囲気に焦あせりを覚えたアルフォンスが、慌あわてて頭上で手を叩たたき、その場に活を入れていく。

「い、いつまで休んでるんだ!?　再開だっ！　交こう渉しようを再開するぞ！」

　そして。

　重たい腰こしを上げるように、再びグレンとの交渉が始まる。

　だが、その議論の過熱の仕方は明らかに先ほどと比べて緩ゆるやかだった。




「くそっ……なんなんだ、あの講師は……ッ!?」

　苛いら立だち交じりに、グレンと生徒達の交渉をアルフォンスが見る。

「もっと、馬ば鹿か共と真っ向から議論をぶつけ合って、連中の神経を逆なでしてくれると思っていたのにッ!?」

　思えば、最初からそうだった。

　グレンは話の本筋とは全然関係ないところで、生徒達に小爆ばく発はつを繰り返させて感情を発散させ、なかなか生徒達が暴徒になってくれるほどの昂たかぶりに至らせてくれないのである。

「あいつは話をまとめる気がないのか!?　このままじゃ時間が無む駄だに流れるだけ……一体、何のために……ッ!?　くそ、こうなったらッ！」

　ついに業ごうを煮にやしたアルフォンスが自ら行動を開始する。

「ふざけるなっ！　お前達学院側の人間は、階級格差がもたらす弊へい害がいを何一つ理解していないッ！　僕が我々の主張の正しさを説明してやるッ！」

「ほう？　説明してもらおうか？」

　ふてぶてしい態度で壇だん上じようで身構えるグレンの前に、今まで黒幕に徹てつしていたアルフォンスが立ち──




　そして──一時間後。




「──であるからして、我々が要求する『半額』は実に妥だ当とうかつ正当な主張であり、学院側はこれを吞のまざるを得ないのである！　妥だ協きようは一切ない！」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーっ」」」」

　一度冷れい却きやくしかけた講堂内は、いつしか再び大だい熱ねつ狂きように包まれていた。

（ちぃ……まずいな……ッ！）

　不敵な表情で余よ裕ゆう綽しやく々しやくに構える反面、グレンは内心、身を焦こがすような焦りを覚えていた。

（くそ……弁論家として、このアルなんとかとかいうクソガキの方が、俺より何枚も上うわ手てだぜ……ッ！）

　あれから、グレンとアルフォンスが中心となって再開された交渉合戦。

　グレンがいかにのらりくらりとしようが、いかなる屁へ理り屈くつを並べようが……アルフォンスは即そく座ざに軌き道どう修正をし、グレンを上回る理論武装で、グレンの論調を封ふう殺さつしていく。

「それは、ここに集つどう皆もそう思ってるはず──僕らの心は一つ！　そうだろう!?」

「「「「そうだぁああああああああああああああああああーーっ！」」」」

　おまけに、アルフォンスは煽せん動どう家として人を焚たきつける天てん賦ぷの才があった。流石さすがはこのデモ騒さわぎを巻き起こした張本人だけのことはあった。

「あー、駄だ目めだこりゃ……もう抑おさえきれねえぞ……おいおい、切り札とやらはまだなのかよ、キツネ……」

　グレンが苦々しい思いで、すまし顔の生徒会長を思い浮うかべる。

（ふっ、決まったな……そして、この熱狂ぶりなら……いける！）

　好機と見たアルフォンスが、ついに生徒達を焚きつけ始める。

「皆！　この愚おろかしい講師を相手にしていても埒が明かない！　そこで僕らは心を一つにして一いつ斉せい蜂ほう起きし、学院側の人間へ、僕らの要求を直接叩きつけるしかないッ！　皆、どうだッ!?」

「そうだーーっ！　もう、それしかないぞぉおおおおおおおーーっ！」

　熱に浮かされたように、次々とアルフォンスに同調し始める生徒達。

「俺達の覚かく悟ごを見せてやるっ！」

「階級格差を破は壊かいしろぉおおおっ！」

「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーっ！」」」」

（うへぇ……アカン。やりたかなかったが……仕方ねえ……ッ！）

　グレンが苦々しい顔で、ポケットの中の暴徒鎮ちん圧あつ用の非殺傷系魔ま道具、閃せん光こう石を握にぎりしめ──

「先生……ッ！　先せん輩ぱい……ッ！」

　システィーナとルミアが緊きん張ちように身を硬かたくした──

　正に、その時であった。

「待ってください！　皆さん」

　ばぁんっ！　と。

　派手に講堂の扉とびらが開き──リゼが颯さつ爽そうと姿を現す。

「たった今、学院側との交渉が終わりました！　学院は貴方達の主張を全面的に許きよ諾だくしました！」

「「「「……えっ？」」」」

　その信じられない言葉に、その場の誰だれもが一いつ瞬しゆん、言葉を失って硬こう直ちよくし──

「そう、『特別講義の開講者が受講希望者に課す試験を通過した場合、その受講希望者の受講料を半額にする』旨むねを、学院側は確約したのです！」

　そう言って、リゼは学院側の人間達直筆のサインが為なされた書面を掲かかげるのであった──




　──。

「ふははははっ！　考えたな、リゼ＝フィルマーッ！　まさか、そのような奇き策さくを打つとはな!?」

「……恐おそれ入いります」

　これは一本取られたと、上じよう機き嫌げんに高笑いするハーレイの前で、リゼがぺこりと頭を下げていた。

「なるほど！　生徒会からの『補助金』ではなく『試験依い頼らい料』！　生徒の嘆たん願がんによって我々が折れたのではなく、我々が課す試験によって半額を許可する『温情』という形！　随ずい分ぶんと上手うまい落とし所を見つけたものだな!?」

「はい。この形ならば、学院側の魔ま術じゆつ師しとしての面子メンツも立つかと……」

「そうだな！　しかも、我々が受講する生徒の質をコントロールできる利点もあるッ！　いいだろうッ！　いささか小こ賢ざかしく思うが、その度胸に免めんじ、今回だけは、お前の案を支持してやろう！　ありがたく思うがいい！」

「……ありがとうございます」

　反対派最さい右う翼よくのハーレイの同意に、この瞬しゆん間かん、場を支配する論調の趨すう勢せいは一気に決まったのであった。

「しかし、リゼ＝フィルマー……大したものだな」

　喧けん騒そうに包まれる会議室の中、ハーレイが不敵に笑いながら、リゼに言う。

「私は貴様がいつ、実家の力を笠かさに着るかと思っていたのだがな？　無論、それをした時点で、貴様がいかなる献けん策さくをしようが、脅おどそうが、突つっぱねてやるつもりだったが」

　すると。

「……今の私はリゼ＝フィルマー。それ以外の何者でもありません」

　意味深げに微笑ほほえむリゼ。

「そうか、それは失礼した。ふん、リゼ＝フィルマーよ、貴様自身の器量のみで、どこまでやれるか……精々、存分に試してみるがいい」

「……はい」

　──。




「ふざけるな!?　そんなの認められるかぁあああああああーーっ!?」

　ざわめく大講堂内に、アルフォンスの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。

「半額は半額です。きちんと成なし遂とげました。貴方あなたがたは嘆願書の約定に従い、デモを解散せねばなりません」

「ふざけるな、どこが達成だ!?　妙みような条件がついてるじゃないかっ!?　試験制の半額ってなんだよッ!?」

「あら？　別に『無条件』の『半額』などとは、あの嘆願書のどこにも書かれていませんでしたが……？」

「うぐ!?　そうか、しまっ──」

　リゼに痛い所を突かれ、アルフォンスが表情を歪ゆがめる。

「貴方も議員のご子息なら、ご存知でしょう？　契けい約やくは文面に書かれていることが全てです。確かに条件付きではありますが、要求は文面に矛む盾じゆんなく達成されています。事実、半額で受講することは……できるかできないかで言えば『できる』のですから」

　そして、リゼが懐ふところから魔ま晶しよう石を取り出し、アルフォンスに見せる。

「ちなみに……この一文に関して、解かい釈しやく法による議論を差さし挟はさむ余地はありません。すでに貴方の言げん質ちは取ってあります。この石には……貴方自身の言葉が記録されていますから」

「録音魔ま術じゆつだと!?　ま、まさか、お前、あの時の会話を……ッ!?」

　口をぱくぱくさせるアルフォンス。

「あー、こりゃ勝負あったわ……」

　様子を窺うかがっていたグレンも納得半分、呆あきれ顔だ。

「文章といい言動といい、策士を気取りながら、こんなにも隙すきだらけ……要は足元が見えていないんです。だから貴方は私に勝てなかったのです」

「き、貴様ぁああああーーッ!?」

　脳をフル回転させて、アルフォンスが必死にこの場を切きり抜ぬける論理や方法を組み立てる。

「そうだっ！　け、契約上の慣例なんかどうでもいいんだ！　問題は僕ら生徒達が納得しているか否かだっ！」

　この期ごに及およんで見苦しく駄だ々だをこねるアルフォンスに、リゼが眉まゆを顰ひそめる。

「あは、はははっ！　こんなのは認められない！　そうだろう!?　なぁ、皆みんな!?　こんなのは不平等だ!?　そうだろう!?」

　だが──

「俺はリゼ生徒会長の案を支持する」

「なっ……ッ!?」

　その場に集う生徒達は……

「俺は、この国でのし上がるために、魔術師を目指しているんだ……」

「上流の連中と、機会が同等になるなら、努力次第でそれを為すチャンスを与あたえてくれるなら、それでいい」

「そうだ、僕達は別にみんなで仲良し平等ごっこをしたいわけじゃない！」

「競争の機会が、平等に欲しかっただけなんだっ！」

「これ以上ごねて、この大チャンスすら流れてしまうのだけは、まっぴらごめんだ……ッ！」

「何、試験になれば、こっちのもんさ……絶対、勝ってやるぜッ！」

「よっしゃ！　やってやるッ！」

　アルフォンスの思おも惑わくを外れ、集会は次々と空中分解していく……

「待ってくれ!?　な、なぜだ!?　お前らは平等が好きなんだろ!?　階級格差が嫌きらいなんだろ!?　どうしてこんな不公平を許せるんだ!?　上流が優ゆう遇ぐうされているのは変わらないんだぞ!?　どうしてなんだよ!?」

「貴方は、周囲の人間を見下すあまり……見誤りました」

　そんな憐あわれなアルフォンスに、リゼが淡たん々たんと告げる。

「彼らは決して、平等ごっこが好きな衆しゆう愚ぐではありません。常に他者との競争と闘とう争そうに生きる者……我こそは唯ゆい一いつ無二、絶対確固たる個を持つ、魔術師なのです」

「……ッ!?」

「彼らは受講料が高額なことそのものに不満を持っていたわけではありません。ただ、自身の才覚に関係なく、経済面だけで、上流階級層との間に魔術師としての差をつけられることに不満を持っていただけ。貴方はその不満を利用していながら……その本質をまるで理解していなかった」

　清すが々すがしい顔で去って行く生徒達を見送りながら、リゼが微笑む。

「こうして平等に機会が与えられるなら……彼らは満足なのですよ。己が目的のため、今まで以上に魔術の研けん鑽さんに邁まい進しんすることでしょう」

「そ、そんな、バカな……」

　がくりと膝ひざをつくアルフォンス。

「噓うそだろ……ッ!?　たかが下げ賤せんな下層愚ぐ民みんの分際が……そ、そんな生意気な事を……ッ!?」

　そんなアルフォンスを尻しり目めに。

　グレンの元に歩み寄ってきたリゼが、そっとグレンへ耳打ちする。

（実はですね……この運動の中ちゆう核かくを構成する生徒達とは、この条件で和解する話を最初から、ちゃんと裏でつけていたのですよ……）

（……はぁ!?）

（ふふ、知らぬはアルフォンスとその取り巻きだけ。勝負は始まる前に、ほぼついていたというわけです）

（うわぁ……おい、キツネ……お前、本っ当に、えげつねぇのな……）

　呆れて頰ほおを引きつらせるグレンに、クールな笑みを浮うかべるリゼ。

「……さて」

　不意にリゼが、アルフォンスの前に立ちはだかる。

「ところでアルフォンス……貴方、先ほど何やら物もの凄すごいことを私に言いましたね……？　枕まくらがどうとか……？」

　ごごごごご、と。晴れやかな笑みを浮かべながら、うすら寒い、底知れぬ何かをにじませ、リゼが告げる。

「え、あ……ぅ……？」

　思わず萎い縮しゆくするアルフォンス。

（何を言われたか知らないけど……）

（ありゃ絶対、怒おこってるな……）

　くわばらくわばら。

　システィーナとグレンがジト目でじりじりと引き下がる。

「ぼ、暴力をふるう気か!?」

「そんな事はしませんよ……ただ、貴方、裏で相当、悪どいことをやってらっしゃいますよね？」

「な、何のことだ!?」

「脅きよう迫はく、恐きよう喝かつ、買収、贈ぞう賄わい、詐さ欺ぎ、暴ぼう力りよく沙ざ汰た、まさか違い法ほう薬物の取引までやっているとは予想外でしたが……」

「……な、なんのことだ!?　僕にはさっぱりわからないぞ!?」

　リゼの指し摘てきに、みるみるうちに青ざめていく、アルフォンス。

「大体、何を証しよう拠こに──ッ!?」

「証拠なら先刻、学院内の共同掲けい示じ板ばんに全て貼はり付つけてきました。後でゆっくり御ご覧らんあそばせ。もっとも──」

　と、その時。

　ざざざっと講堂内に数人の屈くつ強きような男達がなだれ込んでくる。

　フェジテ警けい邏ら庁の警備官だ。

「後があれば……の話ですが」

「アルフォンス＝アルガントッ！　署までご同行願おうかッ！」

「ひっ!?　ひぃいいいーーッ!?　た、助けて、パパぁーーッ!?」

　警備官達に取り押さえられ、引っ張られていくアルフォンス。それをクールに手を振ふって見送るリゼ。

「はぁ……女って怖こわいねぇ……」

　疲つかれたように頭をかくグレン。

　……こうして。

　裏で密かに行っていた数々の悪事を暴かれ、アルフォンスが逮たい捕ほされ。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院を賑にぎわせたデモ騒そう動どうは幕を下ろすのであった。




　そして。

　日は沈しずみ……夜。

「ったく、まーだ俺を引っ張り回す気かよ、キツネ……」

「ふふ、そう言わずに、先生」

　フェジテ南地区のレストラン街を、連れ立って歩くグレンとリゼの姿があった。あたりにはそこかしこに飲食店が建ち並び、夕飯時特有の良い香かおりが漂ただよっている。

「今日の交こう渉しようが上手うまくいったのは、先生のおかげです。先生がいなかったら本当に手の打ちようがなかった……だから、私はどうしても先生にお礼がしたいのです」

「ったく、人の弱みにつけ込んで強制的に手伝わせといて、よく言うぜ……まぁ、メシ奢おごってくれるってんなら、奢られてやるけどよ……」

　普ふ段だん、常にクールなすまし顔のリゼにしては珍めずらしく喜色満面なその様子に、グレンは毒気を抜かれてしまう。

　いきつけの美味おいしい店がある……リゼに案内されるがままに、グレンが歩を進めていく。

「それにしても……前回の体験学習会といい、今回の一件といい……お前、本っ当にあの学院が好きなんだな」

　そんな、何気ないグレンの言葉に。

「……はい」

　リゼは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「あの学院は……私が日常を感じていられる、本当に大切な場所なんです。私と皆が一いつ緒しよに過ごし、共に笑い合うことができるあの場所が、私は好きです。色んな人が一緒に切せつ磋さ琢たく磨まできるあの日常が大好きなんです」

「……キツネ？」

「学院を卒業すれば、私はもう二度とあのような日常を過ごすことはできない……そのことに不満はありません。だから、もう少しだけ。後、ほんのもう少しだけ……あの平へい凡ぼんだけど尊い日常を守るためなら……私は……」

　そんなことを語るリゼは、まるで受難を受け入れる覚かく悟ごを決めた聖者のような横顔だ。

「……ふん、お前の家庭事情なぞ、さっぱりわからんし、興味もねーが」

　しばらく、グレンはそんなリゼを不ふ機き嫌げんそうに流し見て……

「あのな、キツネ……そういう事はな……最初に言えっつーの」

　ぶっきらぼうに言い放つ。

「最初から素直にそう言や、俺だってすんなり協力したかもしれねーのによ……脅迫まがいなこと、しくさりやがってからに……ぶつぶつ……」

　そんな意外過ぎるグレンの言に、微かすかに目を丸くするリゼ。

　やがて、ふっと穏おだやかに微笑んで。

「……わかりました、先生。次からはそうさせていただきます」

「バカ！　もう、こんな厄やつ介かい事は冗じよう談だんじゃねえぞ!?」

　二人が軽口を叩たたき合った……その時である。

「待てよ、リゼ＝フィルマーッ！」

「……ッ!?」

　グレンとリゼを、どこからともなく現れたチンピラ紛まがいの集団が、遠巻きに取り囲んでいた。

　その集団を率いていたのは──

「てめぇは、アルバトロスッ!?　どうしてここに!?」

「アルフォンスだッ！　覚えとけ、このバカ講師がッ！」

　アホウドリアルバトロス……実に皮肉が利いた名前間ま違ちがいに、アルフォンスがいきり立って吠ほえる。

「ええと、アル……なんとかッ！　なんでお前がここに!?　お前は昼間、逮捕されたはずじゃねえかッ!?」

「くそ……バカにしやがって！」

　だが、グレンなど相手にしてられないとばかりに、アルフォンスがリゼに向き直り、話を進める。

「ははは、僕がここにいることに驚おどろいたかい？　リゼ。僕は帝国議会の上院議員の息子なんだよ？　パパの力があれば、僕はすぐ釈しやく放ほうされるのさ！」

「うわぁー……タチ悪ぅ……」

「そして、僕がここに現れた理由はわかるよね？　勿もち論ろん、リゼ……君に復ふく讐しゆうするためだよ……ッ！」

「…………」

　逃にげる隙すきもなく、屈強な男達に囲まれ、リゼが静かに押おし黙だまる。

「ああ、抵てい抗こうは無む駄だだよ？　こいつらは僕の家に仕える私兵さ。本格的な戦せん闘とう訓練を受けている現役の兵士だ。君がいくら優等生でも、これだけの数を相手にはできまい？」

「……そうですね。貴方あなたがそういう力のある家の出であることを……失念していました……」

　まるで、この状じよう況きように観念してしまったかのように肩かたを落とすリゼ。

「残念だけどね、リゼ。君を攫さらわせてもらうよ？　僕は今日から君に首輪をつけて家で飼う……君は僕の奴ど隷れいになるのさ！　ははっ、君があの学院で日常を過ごすことは……表舞台に立つことはもうないんだッ！　君の大事な学院もいずれ僕の権力でメチャクチャにしてやるよ！　あははははっ！　全部君の自業自得だ！　たかが平民が僕を怒らせるのが悪いんだッ！」

「ったく、マジでこんな下げ種すが、学院にいやがったとはな……」

　グレンが据すわった目つきで拳こぶしを握にぎり固め、指を鳴らし始める。

「おっと、どうする気だい、グレン先生？　言っておくけど……僕は上院議員の息子だよ？　僕に手を出したらどうなるか……」

　だが、アルフォンスは余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。

「そもそも、この人数を相手に貴方みたいな三流魔ま術じゆつ師しのクズ講師が勝てるわけないでしょう？　無駄な抵抗はやめた方がいいと思うけどね」

「…………」

「まぁ、今回の一件、聞けば貴方もそこの女め狐ぎつねに弱みを握られて利用されただけらしいね……だから、この女に借りがある者同士のよしみで……貴方は見み逃のがしてあげますよ？　先生」

　勝利を確信しきった顔で、アルフォンスが並べ立て……

「さぁ、先生。貴方は邪じや魔まだからさっさと帰ッべぎゃあああああああああああああああああーーっ!?」

　突とつ如じよ、アルフォンスの体が派手に吹ふき飛とび、ごろんごろんと後方へ転がっていった。

「黙れっつーの、このクズ」

　グレンが怒いかりの鉄てつ拳けんを、アルフォンスの顔面にめり込ませたのだ。

「げほっ、ごほっ!?　い、痛い!?　な、殴なぐったなぁっ!?　この僕を殴ったなぁあああーーっ!?　パパにもぶたれたことがないのにッ！　こ、殺してやる！　殺してやるぞぉっ!?」

　そして、にわかに殺気だっていくアルフォンスと、その私兵達……

「せ、先生……どうして……？」

　リゼをかばうように立つグレンへ、リゼが目を瞬しばたたかせながら、問う。

「貴方が戦せん闘とうに長たけ、他人を見捨てることのできないお人ひと好よしだとは聞いてはいましたが……それでも今、貴方が敵に回したものはあまりにも相手が悪い。相手は個の武が通用しない、権力という名の怪かい物ぶつなんですよ？」

　信じられません、とばかりにリゼが頭を振る。

「それがわからない貴方ではないでしょうに、なぜ……？」

「あのなぁ、キツネ。お前、頭いいけどバカだろ」

　やれやれと肩を竦すくめるグレン。

「日常が大切、学院が大好きって言うキャワイイ女子生徒がいて、その日常を奪うばい、学院を破は壊かいしようとする馬ば鹿か野や郎ろうがいる……そんなの、ぶん殴るに決まってんだろ、教師として！」

「！」

「ほら、逃げるぞッ！　俺が突とつ破ぱ口こうを切り開くッ！　後の事は……えーと……後で考えるッ！」（冷ひや汗あせ）

　私兵達と、拳けん闘とうの構えを取るグレンが、まさに一いつ触しよく即そく発はつ──

　と、その時であった。

「いえ、それには及およびません」

「キツネ？」

　妙みように落ち着きはらった様子で、リゼが一歩前に出て、グレンの隣に並ぶ。

「先生がそこまでの覚悟なら……私も覚悟を決めねばなりませんね……」

　そう呟つぶやいて。

　リゼが両りよう掌てのひらを打ち鳴らすと。

　路地裏の奥から、近場の建物から。

　黒いスーツに身を包んだ、屈強そうな強こわ面もての男達が無数に現れ……アルフォンスと、その私兵達をさらに取り囲んでいく……

「な、なんなんだ、お前らは……？」

「聞きなさい、アルフォンス＝アルガント。私にはリゼ＝フィルマーの他にもう一つ名前があるのです」

　困こん惑わくを浮うかべるアルフォンスに、リゼが淡たん々たんと告げる。

「……リーゼリット＝ルチアーノ。それが私のもう一つの名前です」

「ルチアーノ、だと!?」

　グレンがぎょっとして、反射的にリゼの横顔を凝視する。

「ルチアーノっつったら、帝国の裏社会を取り仕切る建国以来の大物マフィアじゃねえか!?　マフィアでありながら女王陛下に忠誠を誓ちかい、代々伝統的に騎き士しの称しよう号ごうを与あたえられ、帝国最高決定機関たる円えん卓たく会にも席を持つ大家！　キツネ……まさか、お前……ッ!?」

「ええ、そうです。私はルチアーノ家の跡あと取とり娘むすめです、先生」

　落おち着つき払はらった様子でリゼが言い、左手の手て袋ぶくろを外す。その手の甲こうに刻まれたのは『天あま翔かける双そう頭とう竜りゆう』の紋もん……恐おそるべきルチアーノの家紋だった。

「な、な、なぁ……ッ!?」

　リゼの手の甲の家紋、そしてリゼにつき従う黒服の男達を前に、アルフォンスとその私兵達が色を失う。

「る、ルチアーノ……ぼ、僕のアルガント家より、力も家格も圧あつ倒とう的に上じゃないか……ひ、ひぃッ!?　僕はなんてやつを相手に……け、消される……僕は消されるッ!?　うわぁあああああああああーーッ!?　嫌いやだぁあああああああーーッ!?」

　蜘く蛛もの子を散らすように、一目散に逃げていくアルフォンス達。

「……お嬢じよう。どうします？　連中を捕とらえ、ヨーテ河にでも沈しずめますか？」

　頰ほおを引きつらせるグレンの前で、平然と物ぶつ騒そうな事を言う強面の黒服。

「捨ておきなさい」

「……残念。久々に、我らの魔ま術じゆつをお嬢に披ひ露ろうできると思ったのですが」

「あのような小者の血で手を汚よごしたとあっては誇ほこり高たかきルチアーノの名折れです。アルガント家には……ふふっ、お祖父じい様を通して、今後、二度とこのような事がないよう、キツいお灸きゆうを据えていただくことにしましょうか」

「はっ……仰おおせのままに」
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　そして、リゼに恭うやうやしく一礼し、グレンにも一礼し、黒服達があっという間に去っていく。

　その場には、ぽつんとグレンとリゼが取り残されるのであった。

「ったく……お前には、本っ当に驚おどろかされてばっかだぜ……」

　しばらくの気まずい沈ちん黙もくの後、グレンが深いため息を吐ついて、言った。

「せ、先生……その、すみません……私……」

　どこか物悲しそうに消しよう沈ちんし、余よ所そ余よ所そしい態度になってしまったリゼ。

　だが、そんなリゼにグレンが手招きをする。

「ほら、さっさと行くぞ」

「え？」

「夕メシ奢おごってくれるんだろ？　俺、もうそろそろ腹減りすぎで倒たおれそうなんだがな？」

　まったく、普ふ段だんと変わらないグレンの様子に、リゼが目を瞬かせる。

「ええと、私の正体を知って、まだ、そのように普通に……？」

「はぁ？　マフィアの跡取り娘だか何だか知らんが、お前はあの学院の生徒だろ？　だったら俺が取る態度なんざ変わらねーよ。……教師としてな」

　ぷいっとふて腐くされたようにそっぽを向き、グレンが歩き始める。

　リゼはしばらくの間、そんなグレンの背中を呆ほうけたように見つめ……
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「ふふっ」

　やがて、たっと駆かけ出だし、その隣となりに寄より添そうように並んだ。

「おい、近ちけぇぞ。そんなに寄るな、もっと離はなれろ、鬱うつ陶とうしい」

「あら？　そうでしょうか？」

　からかうように微笑するリゼ。

「ところで、今から行く予定の店……貴方あなたが望むだけ、注文して結構ですから。どうかご遠えん慮りよなさらずに」

「お、言ったな？　言っておくけど俺は、こう見えて超ちよう食うぜ？　後で吠ほえ面づらかくなよ？　キツネ」

「……はい」

　こうして、二人は小市民なグレンがちょっとドン引きするくらい高級なレストランへ、軽口を叩たたき合いながら、のんびり向かうのであった。



















　それは、とある日のこと。

「……で？　こんなところに俺を呼び出して、一体、なんの用だ？」

　放課後の学院の閑かん散さんとした裏庭で、グレンが面めん倒どう臭くさそうにぼやいていた。

「…………」

　グレンの目の前には、一人の女子生徒が何か思いつめたかのように、黙だまって俯うつむいている。

「おーいおい、だんまりじゃわかんねーぞ？　何か用があるなら……」

　と、その時。

　その女子生徒が意を決したように顔を上げ、グレンを真っ直ぐ見つめた。

「ぐすっ……ひっく……」

　その女子生徒の目に、みるみるうちに涙なみだが浮かんでくる。

「お、おい……？」

「こんなこと……先生に言っても……先生、きっと困るだろうし……ひっく……め、迷めい惑わくだろうと……思うけど……ぐすっ……でも……」

　切なさと必死さが同居した貌かおで、涙混じりに訴うつたえかけてくる少女の姿に、グレンは呆あつ気けに取られるしかない。

「でも……ごめんなさい、先生……私……もう……先生しか……」

「ちょ……お、落ち着けって……」

「なんでもします……わ、私……先生のために……なんでもします、から……だから……──」




　……などと。

　ある女子生徒とグレンとの間で、密かにそんなやりとりがあった──その週末。

　フェジテ南地区レスター通りにて。

　休日を利用して商店街へと遊びに繰くり出していた三人娘むすめ──システィーナ、ルミア、リィエルの姿があった。

　システィーナは、上品なブラウスにスカーフタイ、そしてハイウエストのジャンパースカートにロングブーツ。

　ルミアは、カジュアルなコルセットドレスにストール。編み上げのミドルブーツ。

　二人は普段の制服姿とはまた違ちがった、どことなく華はなやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出す私服に身を包んでいる。

　一方、リィエルは今の今まで休日すら制服で過ごしていたらしく、本日の待ち合わせ場所にも見事に制服姿で現れたのだった。

　と、いうわけで……

「うーん……リィエルにはこっちの服の方が……合わせてリボンも……」

「ねぇねぇ、リィエルはどっちの靴くつがいい？」

「どっちでもいい」

　リィエルはシスティーナ達に手を引かれるまま服ふく飾しよく店へと連れ込まれ……完全に着きせ替かえ人形と化していた。

「ん、着き替がえた。これでいいの？」

　リィエルが、システィーナとルミア会心のコーディネイトに身を包み、試着室から出てくる。

　フリルで縁ふち取どられた可愛かわいらしいキャミソールにホットパンツ、そしてロングタイプのボーンサンダル。後うしろ髪がみを適当に括くくっていたいつもの紐ひもも、今は華やかな色合いの大きなリボンだ。小こ柄がらな少年のような体たい軀くのリィエルには、とてもよくマッチしていた。

「きゃーっ！　似合う、似合う！」

「うん！　リィエル、可愛い！」

「わたしにはよくわからないけど……グレン……褒ほめてくれる？」
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「ふふっ、きっと褒めてくれるよ！　うん、その服、私とシスティが買ってあげるね？」

「……ありがとう。大事にする」

　いつものように感情のない眠ねむたげな無表情ながら、どことなく満まん更ざらでもない様子のリィエルを連れ、店の外へと出るのであった。

「さて……これからどうしようか？」

「そうねぇ……このまま、いつもの本屋やカフェ、小物店を適当に回るのもいいんだけど……」

　顎あごに指をあてて、これからの予定を一考するシスティーナ。

「あ、そうだ！　ねぇ、二人とも……今日はちょっと冒ぼう険けんしてみない？」

「……冒険？」

　首を傾かしげるルミアに、システィーナが悪戯いたずらっぽく含ふくみ笑わらいをした。




　システィーナの案内で少女達が足を運んだ場所は、フェジテ南地区商店街のさらに奥の奥。

　迷路のように入り組んだ道の先に広がるブラックマーケット街であった。そこにあると知らなければ、辿たどり着つけないような場所だ。

「さぁ、揚あげ鶏どり一本、銅貨で点８セルト、今日だけの大特価だ～ッ！」

「どうです、旦だん那な、南原から仕入れたこの生地！　一メトラ３クレス７セルトからだよっ！」

　その雰囲気は整然とした表通り商店街とは違い、どこか雑然としている。

　家屋や広場、往来問わず、露ろ店てんや屋台、小さな店てん舗ぽが所ところ狭せましと並び、上流・中産・労働者階級の老若男女がごった返し、混こん沌とんの活かつ況きようを呈ていしていた。

「す、凄すごいね……フェジテにこんな場所があったんだ……」

　ルミアが目を丸くして、周囲を物もの珍めずらしそうにきょろきょろしている。

「魔ま導どう監かん察さつ官の娘がこんな場所に足を運ぶのもアレなんだけど……」

　システィーナが苦笑して言う。

「ここでの商業活動は、政府の統制を外れた独自の市場経済原理で運営されているの」

「えっ？　それって違い法ほうじゃ……？」

「うん、ぶっちゃけ完全に非合法市場なんだけど……フェジテの労働者階級層の生活に密着している部分もあるから、事実上の黙もく認にん状態なのよね。お父様も頭を痛めてたわ……潰つぶすに潰せないって」

「そっか……ここがないと生活できない人達もいるんだね……」

「でも、それだけに、滅めつ多たに市場に出回らない貴重な魔ま術じゆつ触しよく媒ばいや魔術品、絶版になった本とかも出回ることあるの。私も昔はよくお祖父じい様に連れられて掘ほり出し物もの探しをしたわ」

　昔を懐なつかしむように、システィーナは目を細めて周囲を眺ながめた。

「今日はここを探検してみない？」

「うーん、大だい丈じよう夫ぶかな……？　ちょっと怖こわいかも……」

「大丈夫よ。実はこの辺り、治安はいいの。ええと……確か、ルチアーノ家だったっけ？　ここら一帯の元もと締じめが自警団を組織して警備してるから」

「はぁ……」

「ほら、行こう？　リィエルもいるから大丈夫だって！」

　こうして、システィーナ達は日常を離はなれ、ちょっとした冒険へと乗り出すのであった。




　ブラックマーケット街を、システィーナはまるで我が物顔で歩き、ルミアはおっかなびっくり、リィエルはいつもの無表情でトコトコとついていく。

「ここ……変なのがたくさんある」

「うん、面白いね。でも……こんなにたくさんお店があったら、どこに何があるのかわからないね……」

　ルミアの言う通り、ブラックマーケット街に並ぶ店の種類や商品の並びには、まったく法則性がなかった。

　衣類や食料、燃料などの生活必ひつ需じゆ品から、骨こつ董とう品に嗜し好こう品、書しよ籍せき、武器、装そう飾しよく品等々、売れるものを持ち込めるだけ持ち込み、片かた端はしから並べている……まさにそんな雰囲気だ。

「そうね、この区画、実はフェジテの地図にも載のってないし……初めて来る人は迷っちゃうかも。ま、私は慣れてるから、そんなことないけど？」

　ふふん、と得意げに胸を張るシスティーナであった。

「というわけで、二人とも、はぐれないようにしっかりと私の後をついてきてよね……あっ！」

　と、その時、何を見つけたのか、システィーナが道みち端ばたの露店に向かって駆かけ出していく。

「ま、待ってよ、システィ！」

　ルミアは慌あわててリィエルの手を引きつつ、その後を追う……

「こ、これ……セラネス魔術工こう房ぼう製のアルカヘスト蒸留器じゃない!?」

　システィーナは露店に並んでいる商品の一つ……上部にパイプが繫つながった銅製のポット……錬れん金きん術じゆつで使う道具に、目をくぎ付けにされていた。

「うわぁ、綺き麗れいねぇ……」

　磨みがき込まれ、魔術的に無酸化処理が施ほどこされ、橙とう赤せき色に輝かがやくそれは、思わずうっとりするほど美しかった。

「セラネス魔術工房って……あの、最高品質の錬金術道具を製作してることで有名な？」

「うん！　もう生産中止だって聞いたのに……まさかこんな所にあるなんて！　うわぁ、欲しいなぁ……」

「そういえば……ウェンディがこないだ運よく手に入れて、すっごく高笑いして自じ慢まんしてたね……」

　錬金術を嗜たしなむ魔ま術じゆつ師しにとって、セラネス魔術工房製の錬金術道具を使うのは、一種のステータスなのだ。

　システィーナが、ショーウィンドウのピカピカのトランペットに憧あこがれる少年のように、蒸留器を眺めていると……

「いやはや、御お目めが高いね、お嬢じようちゃん達。口ぶりからすると魔術学院の生徒さんかい？」

　いかにも人の好よさそうな中年の店主が、にこやかに話しかけてくる。

「確かにそいつは正しよう真しん正しよう銘めい、セラネス魔術工房製の蒸留器さ。見てくれ、そこの刻印。間ま違ちがいないだろう？」

「ふむふむ……」

　システィーナはすまし顔で蒸留器を手に取り、重さや外見をよく調べる。

　そして、背中の鞄かばんから印章リストを出し、載っているセラネス魔術工房の刻印と商品の刻印とをよく見比べる。

　店主に焦あせりや動どう揺ようがないか、その顔色もちらりと盗ぬすみ見みて……

「……ん、確かに間違いないわね」

　システィーナは蒸留器の外見、刻印の寸すん分ぶん違たがわない一いつ致ちや、店主の様子を見て、やはり本物だと確信する。

「一流の人間は一流の道具を使うものさ。お嬢ちゃんは見たところ将来有望な魔術師……どうだろう？　それ、買わないかい？　まけとくよ？　３リル５クレスでどうだい？」

「さ、３リル５クレス!?　そんなにするんですか!?」

　値段を聞いて、ルミアが素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　３リル５クレスとは、リル金貨３枚にクレス銀貨５枚。ルミア達の大体、三か月分のお小こ遣づかい相当である。

「もちろん、リルをクレスで換かん算さんしてもいいよ。その場合は35クレス。銀貨35枚。どうだい？　こんなチャンスは滅めつ多たにないよ？」

「し、システィ……流石さすがに、ちょっとこれは……」

　だが、システィーナは得意げに、ルミアの前で指を振ふって見せる。

「ふふ……駄だ目めよ、ルミア。この界かい隈わいで店側の言い値を鵜う吞のみにしちゃ」

「えっ？」

「ルミアみたいな素直で正直な子は、この界隈だときっと騙だまされて毟むしられちゃうわね……まぁ、見てて？　ここら辺の流りゆう儀ぎってものを教えてあげる」

　すると、システィーナは得意げに店主へと向き直り、言った。

「ねぇ、３リル５クレス……いい線いってるけど、ちょっと高過ぎない？」

「ほう？　そうかな？　正真正銘のセラネス魔術工房製だよ？　本来なら５リル以上はするよ？」

「ふうん……ここ、見て？　この部分……ちょっと傷がない？　思うにこれ中古品でしょう？　型も古いし」

「ほう……？　よく見てるねぇ。でも状態はいいよ？　機能的な品質は保たれてると思うけどね？」

「ええ、それを差し引いて……うん、１リルくらいが妥だ当とうじゃない？」

「あっははは！　お嬢ちゃん、そりゃ足元を見過ぎさぁ！　私に首を括くくれというのかな？　せめて３リルは出してくれないとねぇ……」

「私も苦学生……３リルでもちょっとねぇ？　まぁ、ここで駄目なら別の所で買えばいいし？」

「おっとぉ、待ってくれよ、お嬢ちゃん、そういうことならオジサン、ちょいと勉強しようかな～」

　呆あつ気けに取られるルミアの前で始まる、値段交こう渉しよう合戦。

　そして……

「いやー、参ったなお嬢ちゃん、上手じようずだ！　よし、大サービス！　１リル６クレスだ、持ってけドロボーッ！」

「ふふっ、ありがとう、おじさま♪」

「ふぇ……」

　ルミアが目を丸くして感かん嘆たんする。

「どう？　半額以下になったわよ？」

「す、凄すごいね、システィ……」

「今日の予算はほとんど飛んじゃうけど……でも、なんといってもあのセラネス魔術工房製よ！　うん、いい買い物ができたわ！」

　システィーナがほくほく顔で、財布を取り出しかけた……その時だった。

「おいおい、おっさん。ガキ相手にえげつねえ商売すんなよ……」

　突とつ如じよ、その背中に降りかかってきた聞き覚えのある面めん倒どう臭くさそうな声。

　システィーナ達が振り返ると……

「ぐ、グレン先生!?」

　そこには、背中に大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみを担いだグレンがいた。

「なーにが、セラネス魔術工房製……だよ？　よく似せた品に偽ぎ造ぞう刻印を打っただけのパチモンじゃねーか」

　突とつ然ぜん、グレンが変な格好で登場したことにも驚おどろいたが、システィーナはそれ以上にグレンの言葉に目を剝むいた。

「ええーーっ!?　偽にせ物もの!?　これが!?　だって、刻印は──」

「アホ。見てくれに騙されやがって」

　グレンはシスティーナの手から蒸留器を取り上げると、それを指で、カンッカンッと叩たたいた。

「聞け、この音。どう考えても、使われている銅の質が悪い」

「え？　ええっ？　何か違ちがう……？」

　縋すがるようなシスティーナの目線に、ルミアが首を振る。システィーナ達にはその違いはわからなかった。

「しかも、見ろ。銅の質を低下させた分、わずかに生じた重量差を誤ご魔ま化かすため、内ない壁へきをほんの少しだけ厚くしてやがる。熱伝導性能が何よりも重要な蒸留器に、あのセラネス魔術工房がンな杜ず撰さんな仕事をするか？」

「うっ……そ、それは……」

「まー、パチモンとはいえ、造り自体は悪くねえ……このレベルの品質なら、適正価格はせいぜい５クレス……銀貨５枚ってとこだろ？」

　要するに、システィーナは値切っても原価の三倍以上の金額を払はらおうとしていたことになるわけで……

「だーっはっはっは！　こりゃあ、参った！　兄さん、アンタ、随ずい分ぶんと目が利くじゃないか！　よく偽物だってわかったなぁ!?」

　一本取られたとばかりに、自分の頭を打つ店主。

「おいおい、店主。この界隈でアンタみたいな海千山千の商人が、セラネス工房製を１リルそこそこで捌さばいた時点で偽物確定だっつーの」

「だはははっ！　違いない！　私もまだまだですなぁ！」

　そこで、今まで呆気に取られていたシスティーナが我に返り、怒いかりも露あらわに店主へ食ってかかる。

「ひ、酷ひどい！　おじさま、私を騙したのね!?」

「おやおや、お嬢ちゃん。さっき自分で得意げに言ってなかったかい？　ここら辺の流儀はー？」

「うぐぅ……騙される方が悪い……」

　完全に面子メンツを潰つぶされる形となり、本格的にへこむシスティーナであった。




「ふっ……良かったな、偽にせ物もの摑つかまされずに済んで。俺に感謝しろよ？」

　店主と別れ、グレンと共にブラックマーケット街を歩く三人娘むすめ達。

「……ったく、お前みたいな世間知らずで温室育ちのお嬢が、ンな所で何やってんだ。さっきみたいに騙されて毟られるのがオチだってのに」

「ぐぬぬぬぬ……」

　屈くつ辱じよくで真っ赤になるシスティーナ。実際、グレンの言う通りだったので、まったく反論ができなかった。

「ったく、さっさと帰れ……ん？」

　不意に袖そでを引っ張られ、グレンが脇わきに目を落とす。

　リィエルがグレンを見上げていた。

「な、なんだよ？」

「…………」

　リィエルは何かを訴うつたえかけるように胸を張り、いつもの無表情で、グレンを、じぃ～～っと見つめている。

「……？」

　グレンが不思議そうに見つめ返していると、今度は何を思ったか、リィエルがその場でくるくると回り始めた。

　尻尾しつぽのような後うしろ髪がみが、その動きににつられてひゅんひゅん踊おどる。

「……何やってんだ？　バカか？」

「…………」

　すると、リィエルは動きを止め、少しだけ不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめ……

「いてててててッ!?」

「……グレン、嫌きらい」

　グレンの脇腹を抓つねり、ぷっくーと頰ほおを膨ふくらませて、そっぽを向いた。

「……な、なんだ……？」

「あ、あはは……えーと……」

　落ち込んでいるシスティーナ、むくれているリィエルを尻しり目めに、ルミアがグレンに尋たずねる。

「ところで、先生は一体、どうしてここに……？」

「あー、うん？　俺？」

　ルミアの問いに、グレンはぽりぽりと頰をかき、気き恥はずかしそうに……

「実はプレゼントを買いに来たんだよ……とある女の子のためにな……」

「……え？」

「はい？」

　瞬しゆん間かん、ルミアとシスティーナが固まった。

「……お、女の子……？」

「そ、女の子。白しろ猫ねこ、お前と違って、つい守ってやりたくなる可愛い子だ」

　呆ほうけたようなシスティーナの呟つぶやきに、そんな風に返すグレン。

「そんな、グレン。プレゼントだなんて。わたしは苺いちごタルトでいいのに」

「お前じゃねーよ！」

「…………違うの？」

　リィエルが微かすかに目を見開いていた。表情に乏とぼしい彼女にしては、感情表現がはっきりしている。よほど衝しよう撃げき的だったのだろう。

「……ええっと……誰だれですか？」

「それはすまん、秘密だ。彼女はシャイでな。その辺、なるべく配はい慮りよしてやりてえんだ」

「ま、まさかとは思いますけど……その『女の子』って、先生の想像上の存在に過ぎないのでは……？」

「白猫、お前、酷ひでぇな!?　そんなに俺が嫌いか!?」

　その瞬間。

　ばばっと、システィーナがルミアとリィエルを引き寄せ、ひそひそと相談を始める。

「き、き、聞いた!?　せせせ先生がおおお女の子に、プレ、プレ、プレゼントだなんてッ!?」

「ちょっとシスティ、落ち着いて？　ほら、深呼吸、深呼吸……」

「すー、はー」

「あ、貴女あなたが落ち着いて、ルミア！　貴女が話しかけてるその子は、私じゃなくてリィエルよ!?」

　グレンが『女の子』にプレゼントをする……その驚きよう愕がくの事実に動どう揺ようしまくっているシスティーナとルミア。

　リィエルもわかりにくいが、どこか心ここにあらずといったようにそわそわしていた。

「そういえば、学院の噂うわさで聞いたことあるよ……グレン先生、最近、女子生徒に告白されて……それにＯＫを出したって……」

「わ、私もそれ聞いたわ！　で、でもそれ、しょせん噂でしょ……？　だって、先生、ずっといつも通りだったし……今までそんな素そ振ぶりまったくなかったし……そ、そもそも、あの先生に限ってそんなこと……」

「でも、先生がプレゼントを渡わたしたい相手が……その噂の『女の子』だとしたら……？」

「むむむ……」

　眉まゆ根ねを寄せて呻うめくシスティーナ。

　気になる。噂の真しん偽ぎもそうだし、何よりグレンがプレゼントを渡したいという『女の子』が誰なのか……とても気になる。なぜ気になるのかよくわからないけど、とにかく気になるのだ。

「グレンがわたしの知らない子にプレゼントするの……なんか、やだ」

　心なしか憮ぶ然ぜんとしたリィエルが、三人の心の奥底を端たん的てきに代弁して……

　……そういうわけで。

「ええと、先生？」

「私達もご一いつ緒しよしてもいいですか？」

　システィーナとルミアが、にこやかにグレンへ提案していた。

「はぁ？　お前らが？　なんでさ？」

「え!?　ええと……ほら、その……先生、どうせ女の子にプレゼントなんてしたことないでしょ!?」

「わ、私達がいれば、プレゼント選びのお役に立てるかと思いまして……」

「お、女の子の感性って重要だと思うの！　ほら、相手も私達と同じくらいの女の子なんでしょ!?」

「……ん？　よくわかったな？」

　グレンの何気ない返しに、システィーナの目が焦しよう燥そうで鋭するどく細められる。

（……くっ、なんてこと……噂の信しん憑ぴよう性せいが増したわ……ッ！）

　一方、グレンは三人の教え子達が妙みように力強くこちらを見つめてくるのを見て、ため息を吐つく。

「やれやれ、何を邪じや推すいしてるのか知らんが……なんか、帰れって言っても勝手について来そうな雰ふん囲い気きだな」

　そして、くるりと三人に背を向けて歩き出す。

「まぁ、いい。ついて来な。くれぐれも俺からはぐれるなよ？」

（よし！　なんとしても、その『女の子』の正体とプレゼントの理由を突つき止とめるわよ!?）

（う、うん……）

（わ、私は別に先生が誰と付き合おうと、誰にプレゼントしようと、どうでもいいんだけど！　でもルミア、貴女は気になるわよね!?　うん！　これはルミアのためなんだから！）

（え、ええと……あはは……）

　苦笑いするしかないルミア。

「……ん。頑がん張ばって『女の子』の正体を突き止める」

　眠ねむたげな無表情は相変わらずだが、リィエルも妙に乗り気で、いつの間にか錬れん成せいした大たい剣けんを構えて……

「突き止めて……斬きる」

「「斬っちゃだめ！」」

　システィーナとルミアの同時ツッコミを喰くらうのであった。




「とはいってもな……お前らの助けはあんまりいらねーんだよな……」

　ブラックマーケット街を歩きながら、グレンがそんなことを言う。

「な、何よ……私達のセンスを疑ってるってわけ？」

「疑っちゃいねえよ。何せ、リィエルにそんな特上の服を選んでやれるお前らだ。そのセンスとやらは確かなんだろうよ」

「！」

　グレンの言葉に、リィエルが目を瞬またたかせる。

「……グレン、気付いてたの？」

「いや、気付くに決まってんだろ」

「そう。……似合ってる？」

「はぁ？　似合ってるに決まってんだろ。わざわざ言うまでもねえよ。ルミア達に感謝しな」

「……ん」

　満まん更ざらでもなさそうに、目を微かに細めるリィエルであった。

「それで、話は戻もどりますが……私達の助けが必要ないということは、もうプレゼントは決まってるんですか？」

「ああ、そうだ」

　ぐったりと草臥くたびれた表情で、グレンがルミアに返す。

「この界かい隈わいを散々歩き回って、ようやくその『プレゼント』を入手できる場所を突き止めたところだ……大量のチップをばら撒まいて聞き込みを繰くり返かえして、実に三日もかかった……あー、疲つかれた……（ぶつぶつ）ったくロザリーのやつはマジで使えねえし……」

「三日!?」

　システィーナが驚愕に目を見開く。

（あ、あの出不精で唐とう変へん木ぼくの先生が、女の子へのプレゼントを三日間も探し回るなんて……ッ!?）

（ほ、本気……なのかな……？）

（ま、まだよ！　そんなの、まだわからないわ！）

　ひそひそと内ない緒しよ話ばなしを繰り広げるシスティーナとルミア。

「……ん？　どうした、お前ら」

「い、いえ……別に……」

「と、ということは、先生？　今からそのプレゼントを購こう入にゆうできる場所に行くんですか？」

「ああ、そうだ……と言いたいところなんだが……ちょっとその前に……」

「？」

　訳知り顔のグレンの含ふくみ笑わらいに、ルミアとシスティーナが首を傾かしげるのであった。




「さぁ、いらっしゃい～～ッ！　掘ほり出だし物ものがあるよ～～ッ！　他所よそのどこにもない至高の一品だよ～～ッ！」

「いらっしゃいませ～」

「あ、そこのお兄様♪　ちょっと見ていかない？　……って！」

　我に返ったシスティーナが、きっとグレンに振り返る。

「なんで、先生まで出店開いてるんですか!?」

　見れば、グレンは道みち端ばたで風ふ呂ろ敷しきを広げ、商品を並べていた。

「しかも、勝手に私達を売り子にしてぇ～～ッ！」

「ま、まぁまぁ、システィ……」

　いかにも怒いかり心しん頭とうのシスティーナをルミアが宥なだめる。

「でも……本当にこんなことしていていいんですか？　先生。その……プレゼントが決まっているなら、早く買いに行かないと売りきれてしまうことも……」

「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶだ。まだ、始まってないからな」

　心配そうなルミアに、グレンはそんなことを返した。

「始まっていない……ですか？」

「それに、だ。少々、手持ちの資金が心もとない……ちょっと金を稼かせいでおきたいんだ」

「そ、そんなに高価なものを購入されるんですか？」

「うーん、どうなんだろうな……高いとも言えるし、安いとも言える」

「……？」

　グレンの不思議な言い回しに、ルミアは首を傾げるしかない。

「ふぅん？　よくわからないけど、その噂の『女の子』のために、随ずい分ぶんと必死なんですね……？」

　むっすーと、見るからに不ふ機き嫌げんそうなシスティーナ。

「まぁな。何度も言うが、つい力になってやりたくなる健気で良い娘こだからな。たまには我わが儘ままも聞いてやりたくなるし、必死にもなるさ」

「ぐぬぬぬ……ッ！」

　一方、リィエルはグレンの傍そばで膝ひざを抱かかえて座り込み、目の前に並ぶ商品をじぃ～～っと見ている。

「……♪」

　先ほどグレンに服を褒ほめられ、もうすっかり機き嫌げんを直したようであった。

「……で？　なんなんですか？　この商品は」

　呆れたような顔で、システィーナはグレンが並べている商品を一いち瞥べつする。

　怪あやしげな鏡、変な水すい晶しようがついている眼鏡めがね、妙なデザインのランプ等々……いかにもなラインナップだ。

「ああ、これ？　実はオーウェルの作った発明品だ」

「な……ッ!?」

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院・魔ま導どう工学科に在ざい籍せきする天才魔導工学教授、オーウェル＝シュウザー。その有り余る才を常に心底無む駄だな方面にいかんなく発揮しては、騒そう動どうを引き起こす真正の変態マスターである。

「こないだ、あのアホから、イカサマポーカーで巻き上げたんだ。やつの新作発明品の実験に付き合いがてらにな──」




　──ちなみにその一幕──

「勝負。Ａのフォアカード」

「ぐぉわぁああああああーーッ!?　また負けたぁあああーーッ！　くそう！　なぜだ!?　なぜ、我が最大の宿敵にて心友、グレン先生のイカサマを見み抜ぬけぬ!?」

　頭を抱えてテーブルに突つっ伏ぷし、天も裂さけよとばかりに叫さけぶオーウェル。

「世紀の大天才たる私が開発した、この『イカサマ発見眼鏡』は、いかなる小さなイカサマをも見み逃のがさぬよう、倍率一千万倍で物を見ることができるというのにッ！　ええい、使えんッ！」

「一千万倍ってアンタ……物質の原子レベルで物を見て、どんなイカサマを見破るつもりなんだよ……？」

　ちなみに、その眼鏡。魔導史的には百年先取りの魔導技術であった……

「まだだ！　まだ終わってはおらんよッ！　今度は私の親番だっ！　覚かく悟ごしろぉおおおーーっ！」

　オーウェルは『イカサマ発見眼鏡』を外し、床ゆかに叩たたきつけてグシャーと踏ふみ潰つぶす。

「さぁ、カードは配った！　行くぞ、グレン先生！　ネクストゲームッ！」

　グレンは配られた５枚のカードを開く。フルハウスの手役ができていた。

（お、ついてるな。これなら、指先技ですり替かえなくても……）

　そんなグレンの前で、オーウェルが謎なぞの筐はこ型装置をテーブルにずだんっと叩きつけていた。

「くっくっく、グレン先生。その表情を見る限り相当に良い手だな？　だが無意味！　なぜなら、これから私がイカサマをするからだ！」

「……はい？　まぁ、どうぞ？」

「聞いて驚おどろけ！　この魔導装置『誰だれでも簡単にイカサマ君』はな！　全ての事象を観測・認識する主観的客体たる自己視座から捉とらえた、直近数分内に起きた確率的変動性事象に対し、並行世界から不確定性原理を利用してその事象の因果律に干かん渉しようすることで『ありえた確率』を操作し、自在に現実世界の結果を変化させる、誰でも楽にイカサマができる優れものだ！」

「ちょっと待て。お前、なんかとんでもないこと言ってない？」

「ふっ……誰でも簡単にイカサマができる……ってことかな？」

「アホ！　その前だ、その前！」

「知らん！　とにかく見よ！　私の手役は今は役無しだが……言こと霊だまによって起動ッ！　因果操作開始ッ！　《私の手役は・実は・スペードのロイヤルストレートフラッシュだった》ッ！」

　オーウェルが魔導装置をピコピコ操作して、そう宣言すると、グレンの見ている前で、オーウェルの掲かかげる手札が眩まばゆい光と共にロイヤルストレートフラッシュへと変化していく……

「この通りだぁあああーーっ！」

「うっわー、すげぇ……『確定事象への介かい入にゆう操作』……神にもっとも近い男が今、ここにいるぞぉー……」

「さぁ！　勝負だ！　ベットしろぉおおおおーーっ！　グレン先──」

「いや、降りるから」

　手札を捨てて勝負放ほう棄きするグレン。

「しまったぁあああーーッ！　不利と感じたときに勝負放棄できるルールを忘れていたァアアアーーッ！」

「お前、バカだろ。いや、天才だけど……間ま違ちがいなくバカだろ」

「ええい！　言霊宣言なしに、事象操作は不可能！　つまり、この装置はイカサマには何の役にも立たんガラクタということじゃないかぁーーっ！」

　神に等しい装置を、ガシャン！　と壁かべに投げつけるオーウェル。

　装置はバラバラに砕くだけて壊こわれた。

「お前、真面目に真理を目指す世界中の魔ま術じゆつ師しに喧けん嘩か売ってんのか……？」

「まだだッ！　次の勝負だ！　次の発明品は──」




「まぁ──地じ獄ごくの宴うたげだった」

「なんかすごく想像できるわ」

　遠い目で語るグレンに、ため息を吐つくシスティーナだった。

「でも、大丈夫なんですか？　シュウザー教授の発明品なんか売うり捌さばいて」

「安心しろ。害のない安全なのを厳選した。燃料無しで永遠に光るランプとかな……」

　こうして、プレゼントの資金稼ぎのための、グレンの商売が始まった。

　当初こそ、色物商品ばかりで、見向きもされなかったが……

「いらっしゃいませ～」

「あ、そこの恰かつ幅ぷくのいいお兄様！　私達の店の商品、見ていかない？」

「ん。買って」

　売り子をやっている少女達が飛び切りの美少女ということもあって、一見客がよく集まり……

「なんだこれは!?　凄すごい、こんな魔導技術見たことない！　これは間違いなく天才の仕事──い、いくらだ、これ!?　君の言い値で買うぞ!?　金ならいくらでも出すッ！」

「これは絶ぜつ滅めつした幻まぼろしの特級茶葉『ノーブル・リストネア』ッ!?　まさか、百年前の保存品がまだ市場に残っていたのか!?　バカな！　こんなの偽にせ物ものと言いたいが……でも、この味と香かおりは……ッ!?」

　その価値がわかる人にはわかる品物の数々に、魔術師や貴族の方々が、時折、ちょっとドン引きするくらいのお金を落としていく……

「まいどありがとうございます～……い、いいのかなぁ？　こんなにもらっちゃって……？」

「さぁ……？　それにしても……」

　ちらり、とシスティーナがジト目でグレンの方を流し見る。

「どうだい？　婆ばあちゃん！　見て、この鏡！　自分がもっとも若く美しい時のお顔が映る鏡だよ!?」

「あらあらまぁまぁ、懐なつかしいわぁ。私にもこんな時があったわねぇ～」

「おおおっ!?　婆ちゃん、すっげぇ美人だったんだな!?　どうだい、これ？　買っていかない？」

「うーん、でも、実際に若くなるわけじゃないしねぇ……」

「なんのなんの！　心が若くなれるさ！　婆ちゃんの人生、まだまだこれからだろ？　この鏡はきっと、婆ちゃんに若い頃ころの気分を思い出させ、元気と情熱をくれるって！」

「あらあらお上手じようずねぇ……うふふ、でも、そうねぇ、お金には困ってないし……これいただいちゃおうかしら？」

「まいどぉ～～っ！」

　そんな調子のいいグレンの様子を見て、システィーナはため息を吐いた。

「……必死ねぇ。あんなに愛あい想そを振ふりまいて売らなくたっていいのに……」

「やっぱり、本気……なのかな？」

　ルミアも少し寂さびしそうに言う。

「あの先生が、ああまでしてプレゼントを買ってあげたい子……よほど素敵な子なんだろうね……」

「むぅ……」

　どことなく消しよう沈ちんしてしまうルミアとシスティーナ。

「ん。買って。買わないと……」

「ひいぃいいいーーッ!?」

「くおらぁーーっ!?　剣けんで脅おどして売りつけたら犯罪だろぉがぁーーっ！」

「……痛い」

　そして、いつものように、グレンにこめかみをグリグリされているリィエルであった。




　そんなこんなで──

「うっわー、超ちようもうけたわー、これは予想外だったわー、俺、もう講師やめて、あのアホの発明品を捌く専門業者になろうかなぁーっ!?」

　ほくほく顔で、場所を移動するグレンがいた。

「駄だ目めです！　一度くらいならまだしも、あんな商品売り続けてたら、国中が大おお騒さわぎになっちゃいます！」

　不ふ機き嫌げんレベルＭＡＸで釘くぎを刺さすシスティーナ。

「ったく、わぁーってるよ、ンなの」

　そして、グレンは手の中の、金貨がギッチリ詰つまった袋ふくろを見る。

「しかしまぁ……こんだけあれば、余よ裕ゆうで足りるだろうな」

「……本当に一体、何を買う気なんですか？　女の子へのプレゼント資金としては度が過ぎてると思うんですが」

　ため息交じりのシスティーナ。

　何しろ、今、グレンの手の袋に入っている金貨は、数年は遊んで暮らせるほどの額なのだ。

「まぁ、ついて来ればわかるさ」




　そう語るグレンに連れられて、三人娘むすめ達が辿たどり着ついた場所は……

　ブラックマーケット街の一角に設けられた講堂のような施し設せつだった。

「これって……オークション会場ですか？」

　システィーナが入り口にかかっている看板を見て呟つぶやく。

「そうだ。定期的に開かれるこの闇やみオークションは、ちょっと出所がアレな品物が出品されるのさ。今回はその出品物の一つを狙ねらうつもりだ」

「なるほど。それであんなにお金を」

　確かにオークションで品物を狙うなら、お金はいくらあっても困らない。

「で、でも……女の子へのプレゼントを闇オークションで狙うなんて……」

　そのデリカシーのなさに、システィーナが心底呆あきれていた、その時。

「き、貴様はグレン＝レーダス!?　どうしてここにッ!?」

　聞き覚えのあるキンキン声が、グレン達に浴びせかけられる。

　振り返れば──

「あ、アンタは──ハーキュリーズ＝レイモンド先せん輩ぱい!?」

「誰だよッ!?　ていうか、ファーストネームとファミリーネームで、『ハー』と『レイ』を分けるとか芸が細かいな!?　貴様、実はわざとやってるだろぉッ!?」

　グレンの同どう僚りよう……学院の魔ま術じゆつ講師ハーレイが、こめかみをビキビキさせながら、凄んでいた。

「ええと……あの、ひょっとして、ハーレイ先生も、このオークションに参加されるのですか？」

　宥なだめるように問うルミア。

「ふん、その通りだ。定期的に開かれるこのオークションには、時折、思わぬ掘ほり出だし物ものが出品されるからな。もし貴重な魔術品が出品されたならば、そこいらの物の価値もわからぬ下げ賤せんな輩やからに渡わたすわけにはいかん！」

　そう言い捨て、ハーレイはくるりと踵きびすを返し、グレン達に背を向ける。

「見たところ、貴様もオークションに参加するようだが……まぁ、真なる審しん美び眼がんを持つ私と、低てい俗ぞくな貴様ごときが求める品物が被かぶるなどということはあり得ないから安心しろ。精々くだらぬ物に金を落とすがいい！」

　鼻を鳴らして去っていくハーレイ。

「あの人も相変わらずねぇ……疲つかれないのかしら？」

　呆れたように見送るシスティーナ。

「け、決して悪い人ではないんだけどね……あはは……」

　ルミアも苦笑いだ。

「ま、確かに俺の狙ってる品物が、ハー……なんとか先輩と被ることは、まずないな。魔術的な価値のあるもんでもないし。ほら、行くぞ？　そろそろオークションが始まっちまう」

　少女達を促うながし、グレンがオークション会場に入っていく。

（……なんだろう？　私、別に予言者でもなんでもないのに……展開が凄く読めちゃうんだけど……）

　乱立するフラグの嵐あらしに、システィーナは脂あぶら汗あせを垂らすしかなかった。




　オークション会場内にて。

　恰幅の良い人種が大勢集まる中、ライトアップされた中央舞ぶ台たい上に立つオークション支配人の仕切りで、さっそくオークションが始まった。

「紳しん士し・淑しゆく女じよの皆みなさま。今回も我がアイルフト商会主しゆ催さいのオークションにお集まりいただき、真にありがとうございます。それではまず、こちらの出品物から参りましょう──」

　バニー姿の美女が、ガラス箱に収めた古いアミュレットを持って来て、それを観客一同の前に掲かかげる。

「聖せい暦れき一七○二年、グラッツ魔ま術じゆつ工こう房ぼうで限定製作された『月光のアミュレット』でございます」

　それを聞いた観客が沸わき始める。

「『月光のアミュレット』!?　身に着けているだけで、あらゆる呪のろいから身を守ってくれるという幻の──」

「す、凄い！　掘り出し物ですわ！」

「ほ、欲しい……ッ！」

　だが。

「──ですが、残念ながらこれは不良品。刻まれたルーンが破損し、その加護の魔ま力りよくは失われております」

　途と端たん、観客達が冷めていく。

「なんだ……つまらん」

「……がっかりさせてくれるなぁ」

　魔力を失った魔術品になど、興味も価値もない……そんな空気だ。

「それでも由ゆい緒しよ正ただしきグラッツ魔術工房製……その伝統と歴史にお値段をつけていただける、我こそはという御お方かたはいらっしゃらないでしょうか？　それでは１リルから始めましょう！」




　その時──

「残念ねぇ……魔力を失った魔術品って、物もの凄すごく価値が落ちるからなぁ」

　システィーナが惜おしそうに舞台上のアミュレットを眺ながめていると。

「よっしゃ！　アレだ！　いきなり来たぜッ！」

　突とつ如じよ、グレンが立ち上がり──

「えっ？　アレを狙うの!?　プレゼントなら、他にもっといい物があるんじゃ──」

「宣言──」




　そのほぼ同時に──

（ほう、グラッツ魔術工房で限定製作された『月光のアミュレット』か）

　ハーレイがにやりと笑い──

（魔力を失ったのは残念だが……その真の価値は、あれほどの一品を作り上げた素晴らしい職人芸の魔ま導どう技術と、製作者達の信念と誇ほこり……その歴史にこそある！　表面しか見ぬ愚ぐ物ぶつには理解できんだろうがな……ッ！）

　立ち上がり──

（まさに真なる魔ま術じゆつ師したるこの私にこそ相応ふさわしい！　もらったぞッ！）

「宣言──」




「──10リルッ！」

「──10リルだッ！」

　離はなれた二つの場所から同時に、二つの声が上がった。

「……ん？」

「なん……だと……ッ!?」

　手を挙げて立ち上がった二人が、信じられんとばかりに顔を見合わせる。

「げえっ!?　ハゲ先輩!?」

「き、貴様ぁ……ッ!?」

　その二人は……グレンとハーレイだった。

「デスヨネー……うん、そんな予感がすっごくしてた……」

「あはは……」

「？」

　システィーナが乾かわいた笑いを浮うかべ、ルミアは苦笑い、リィエルは不思議そうに小首を傾かしげている。

　一方、観客達や支配人は、いきなり十倍の値段がついて啞あ然ぜんとしていた。

「ちぃっ！　なら、15リルッ！」

「ええい、15リルだッ！」

　また同時に、金額が跳はね上がる。

「せ、先輩ぃ……ッ!?」

「き、貴様ぁ……ッ！」

　ぐぎぎぎ、と睨にらみ合う二人。

　ざわざわざわ……

　さらにどよめいていく会場。

「先輩……ここは可愛かわいい後輩に譲ゆずってくれませんかねぇ？　16リル」

「誰だれが可愛いだと!?　反へ吐どが出るようなことを言うなッ！　17リル」

　ばちばち。火花が散る勢いで、視線と視線がぶつかり合う。

「いやぁ……俺、実は先輩のこと、すっごく尊敬してるんですよぉ？　器見せましょうよ？　……20リル」

「白々しい……ッ！　21リル」

「おっやぁ？　釣つり上げ方がみみっちくないっすかぁ？　25リル」

「い、いいだろう！　ならばこうしよう！　40リルだッ！」

「げっ──ッ!?」

　だらだらだら……とグレンの額に脂汗が流れていく。

「ぐぎぎぎぎ……」

「ぐぬぬぬぬ……」

　ドン引きの一同の前で、激しく競せり合っていくグレンとハーレイ。

「おやおや、無理しちゃって……ところで先輩、手持ち足りるんすか？　俺の資金を見てくださいよ、ほれ！」

　じゃらりと金貨の袋ふくろを鳴らすグレン。心理的な揺ゆさぶりに行くらしい。

「あーら、俺ってお金持ち！　この場に限り、先輩じゃ俺には勝てませんぜッ！　45リルだッ！」

「バカがッ！　私にはこういう物があるのだッ！　貴人の嗜たしなみだな！」
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「な、なにぃいいいッ!?　小切手だとぉ!?　汚きたねぇ!?」

「どうせ、貴様の資金はその袋ふくろ一いつ杯ぱいの金貨が精々だろう!?　貴様こそ分不相応の無理はやめておくのだなっ！　50リルだぁッ！」

「あ、あのぉ……ちょっと……グレン先生、ハーレイ先生……ふ、二人とも落ち着きません？」

　システィーナが頰ほおを引きつらせ、仲裁に入ろうとするも……

「ええい、ひっこめ白しろ猫ねこ！」

「黙だまれ！　小こ娘むすめッ！」

「……はい」

　その鬼き気き迫せまる剣けん幕まくに、すごすごと引き下がるしかなかった。

　それからも……

「ちょっともうッ！　いい加減にしてくださいよ、先せん輩ぱいッ！　アレ、魔ま術じゆつ的にそんな価値ないでしょッ！　80リルッ！」

「うるさいッ！　やかましいッ！　だったら貴様こそ手を引けッ！　１００リルだッ！」

「１００リル!?　魔力を失ったアミュレットに１００リルッ!?　ばっかじゃないのッ!?　１２０リルッ！」

「貴様こそ頭おかしいのかッ!?　現実を見ろ！　１５０リルッ！」

「ああもう、こんなものに１５０も出しちゃって!?　どうすんの!?　先輩、これから先、魔術研究どうすんの!?　俺が降りたら先輩、１５０払はらわないといけないんすよ!?　１６０リルッ！」

「だったらさっさと降りろッ！　１７０リルッ！」

「なーに、意地張ってるんすか!?　魔術研究できなくなっちゃうんですよッ!?　１８０リルッ！」

「それでも、貴様の後こう塵じんを拝することだけは我が慢まんならんッ！　２００だぁあああああああああああああああああーーッ！」

　最早、完全に意地と意地のぶつかり合い。話はどんどん、取り返しがつかなくなっていって……




　……そして、激しい攻こう防ぼうの末。

「ハァー……ハァー……ハァー……」

「ぜぇ……ぜぇ……し、しつこい……やつめ……ッ！」

　現在、入札額３４３リル。

　ハーレイが暫ざん定てい的に購こう入にゆう権利を得た時点で、膠こう着ちやく状じよう態たいとなっていた。

「え、ええーと……３４３リル……まさか、本日の前座として用意したこのアミュレットに、こんな高値がつくとは思っていませんでした……」

　この場に集つどうありとあらゆる人間が、顔面蒼そう白はくでドン引きであった。

「……白猫……数えたか？　袋の中の金貨はいくらだ？」

「ええと……何度数えても３２１リル……ダメ……足りないわ」

　金貨をじゃらじゃら計上していたシスティーナが首を振ふる。

「先日、給料日だったから、俺の財布には２２リル入ってる……だが、これでも合わせて３４３リル……駄だ目めだ、同額じゃ先に宣言した先輩に勝てねぇッ！　しかもここは１リル単位じゃねえと入札できねえルールだしッ！」

「あ、諦あきらめましょうよ……おかしいですよ、こんなの……そこまでして、プレゼントしたいんですか……？」

　戸と惑まどうシスティーナに。

「ああ、その通りだッ！」

　グレンが迷いなく言って──

「頼たのむ、白猫ッ！　後生だ！　金貸してくれッ！　金貨一枚でいいッ！」

　グレンがシスティーナの足元に土下座するのであった。

「なっ──」

　目を見開くシスティーナ。

「き、貴様ぁあああッ!?　生徒に金を借りるだとッ!?　恥はじを知れッ！」

「ええい、うるさい！　ハルヴァード先輩は黙っててくださいっつーのッ！」

「先生……」

　システィーナはじっと、グレンの顔を見つめる。

　その表情はどこまでも真しん剣けんだった。本気であのアミュレットを入手し、噂うわさの女の子にプレゼントしたいのだ。

（……あるいは、先生がそこまでしてあげたい子なんだ……）

　全ては想おもい人のために。その姿は実に滑こつ稽けいで愚おろかだが……システィーナは笑うことなどできなかった。

「……わかりました」

「システィ!?」

　システィーナはどこか諦めたような、切なげな表情で、金貨を一枚、財布から取り出し、グレンに差し出す。

「考えてみれば、今日は貴方あなたのおかげで余計な出費をせずに済みましたし……そのお礼です」

「い、……いいのか？」

「はい、使ってください。でも、私もこれ以上は無理です。手持ちがありませんから。これでだめなら……諦めてくださいね」

「よっしぁあああーーッ！　サンキューッ！　恩に着るッ！」

　グレンが立ち上がり──

「支配人ッ！　３４４リルッ！　これで終わりだぁあああああーーッ！」

　グレンが最後の釣り上げをする。

「……そちらの方、どうされます？　このままですと、このアミュレットはあちらの方のものですが……」

「ぐ、ぐぬぬぬぬ……」

　ハーレイは己の魔術研究予定や、金を工面する様々な手段を熟じゆく慮りよし……

「こ、これ以上は、無理だ……ッ！」

　がっくりと肩かたを落とし……ついに競りを降りるのであった。

「よっしゃあああああああーーッ！」

「くっそぉおおおおおおーーッ！」

　狂きよう喜き乱らん舞ぶするグレン。地団太を踏ふんで悔くやしがるハーレイだが……

（……でも、冷静に考えると、負けて良かった気がする……）

　ふと我に返ったハーレイは、冷ひや汗あせをだらだらとかいて押おし黙だまっていた。

「……良かったわね」

「うん」

「……むぅ」

　そして、三人の少女達はどこか複雑な表情で歓かん喜きするグレンの背中を見つめるのであった。




「ああー、ようやくだ……ようやくこれを手に入れた……ッ！　な、長かったぁ……ッ！」

　ブラックマーケット街を後にしたグレン達は、北地区の学生街まで戻もどってきていた。

「これからどうするんですか？」

「ん？　決まってるだろ？　早速、これをあの子に渡わたしに行くんだよ」

　グレンがアミュレットを手で弄もてあそびながら、そんなことを言った。

「……そうですか。良かったですね」

　システィーナがどこか羨うらやましそうに、投げやりに応じた、その時だ。

「先生っ！」

　グレン達を待ち構えていた、一人の少女が現れる。

　その少女の名は──

「リン!?」

　システィーナのクラスメートの一人、小動物的な雰ふん囲い気きのポニテ少女、リン＝ティティスであった。

「よう、リン。どうしてここに？」

「そ、その……今日、先生が例の件で南地区に行くって聞いたから……」

「ははっ、それでこんな所で待ってたのか……律りち儀ぎだなぁ、お前」

　グレンはリンに朗らかに笑いかけ……

「それよりも、ほれ」

　アミュレットをリンへと放る。

「こ、これ……は……」

「どうだ？　十中八九、それで間ま違ちがいねえはずだ。てか、間違いだったら洒落しやれにならん……」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……これです、これ……ッ！　間違いありません……ああっ……先生……ありがとうございます……本当に……ありがとう……ございます……ッ！　うぅ……ッ！」

　アミュレットを受け取ったリンは、それを大事そうに胸にかき抱いだき、ぼろぼろと泣き始めた。

（せ、先生の大事な人って……）

（ま、まさかリンだったなんて……）

　判明した驚きよう愕がくの事実に、ルミアとシスティーナが啞あ然ぜんとする。

（だけど……まぁ……仕方ないか）

　だが、その時、システィーナは妙みように納得していた。

（リンはちょっと自分に自信がないけど……素直でいい子だもの……なんだかんだでお似合いなのかも……）

　そして、どこか吹ふっ切きれたような表情で、システィーナはリンに笑いかけた。

「その……リン。良かったね？　お幸せに」

「え？」

「先生は……その、普ふ段だんはいい加減で駄目人間だけど、大事な人のためなら、きちんとする人だと思うから……でも、お金の管理だけは、貴女あなたがしっかりしなきゃダメよ？　ちゃんと手た綱づなを握にぎってないと大変なことに……」

「……？」

　しばらく、リンは目を瞬しばたたかせて。

「あはは、システィったら……何か勘かん違ちがいしてない？」

「え？」

　すると、リンがぽつぽつと事の真相を語り始める。

　実はこのアミュレット、元々、リンのものだったらしい。彼女の家に代々伝わる大切な一品だったのだ。

　だが先日、リンは不届き者の手によって、ひったくりに遭あい、大事なアミュレットを盗ぬすまれてしまったのだ。

　このひったくりはすぐに捕つかまったのだが、アミュレットはすでにブラックマーケット街で売うり払はらわれた後であった。

　あの界かい隈わいに一度流れた品物を追つい跡せきするのは非常に難しい。警備官もお手上げで、もう諦めてくれと通達されてしまったのだ。

「そ、それで、グレン先生を？　アミュレットを買い戻すために？」

「うん……ひょっとしたら先生なら……って思って……でも、頼み方が悪くて……ちょっと周囲の人を誤解……させちゃった……みたい……」

　ばつが悪そうに、目を伏ふせるリン。

「これ……本当に大切な思い出のアミュレットなの……私、領地経営が上手うまくいかなくなって没ぼつ落らくした貧びん乏ぼう貴族の末まつ裔えいで……借金塗まみれの領地を奉ほう還かんするときに何もかも失って……でも、このアミュレットだけはなんとか手元に残すことができたの……」

　再び、アミュレットを大切そうにかき抱くリン。

「私にとって、これは故郷やご先祖様を感じていられる大切なもの……でも、泥どろ棒ぼうに盗とられちゃって……よかった……本当によかった……」

「そ、そうだったの……」

「……先生、このアミュレットを買い戻すのに、いくらかかりましたか？　今は無理ですけど……私、一いつ生しよう懸けん命めい働いて返しますから……なんでもしますから……だから……」

　決意を灯した目で、グレンを見つめてくるリンに。

「いらねーよ」

「え？」

「盗とう品ひんを扱あつかう店だけあって、ちょいと悪い店でな……適当に脅おどして、タダ同然の値段で巻き上げたんだ。な？」

　同意を求めるようにシスティーナ達を振ふり返かえるグレン。

「……？　なんで？　グレンはそのアミュレットを──むぐむぐ」

「そっ！　そうよ！　そうなの！　本当に先生ったら悪人なんだからっ！」

「うん！　き、気にしなくていいと思うよ！　リン！」

　リィエルの口を左右から慌あわててふさぐシスティーナとルミア。

「……は、はぁ……」

　目を瞬かせるリン。

　そして──




　夕日の中。

「いや、その、なんだ……目の前で泣かれちまったらな……大事な物らしいし……なんとかしてやりてえって……そう思っちまうだろ……？　普ふ通つう」

　やたら恐きよう縮しゆくするリンと別れたグレン達が、帰路につく。

「そうですね。先生はそういう人でしたね。でも、タダ同然だなんて……どうしてあんな噓うそを？」

　呆あきれ半分、苦笑いでシスティーナがげっそりとしたグレンに問いかける。

「いや、だって、お前……リンの性格的に、本当のこと言ったら受け取ってくれねーだろ……」

「それは……確かにそうですね」

　くすくすと微笑ほほえむルミア。

「それはそうと……先生、これからどうするんです？　結局、結構な出費になっちゃったんじゃないですか？」

「なんだかんだ、ほぼ一か月分の給料が飛んだわ。給料日直後だってのにどうすんのこれ。白しろ猫ねこに借金までしちまったし……マジ、無理ゲー」

　深いため息を吐つくグレン。

「くっそぉ……せっかくオーウェルのアホの発明品を売うり捌さばいて、大おお儲もうけできたのに、まさか全部飛んじまうなんて……あまつさえ、手持ちの金すら吐き出しちまうなんて予想外過ぎる……はぁ……また明日からシロッテ生活か……」

「もう……本当にバカなんだから」

「まぁまぁ、システィ」

　三人の少女がグレンを振り返る。

「私達が明日から、交こう互ごにお弁当作ってあげますから。ね？　システィ」

「え？　あ、うん。そうね……仕方ないわねぇ！　リンのために動いてくれたことに免めんじて、今回は特別ね！」

「最近、私も料理の練習をしているんです。楽しみにしていてくださいね？」

「ははは……手間かけるな」

「ん。そういうことなら……私もグレンのために、蛇へびとか虫とか捕まえる……食べる？」

「食べねえよッ!?」

　こうして、四人は穏おだやかな雰囲気で歩いていくのであった。



















　──この世界に『正義の魔ま法ほう使つかい』はいない。




　俺が、このごく当たり前で、単純極まりない事実に気がついたのは……一体、何度目の任務のことだっただろうか？

　……もう、覚えていない。

　何一つ顧かえりみる暇ひまもなく、ただひたすら真っ直ぐ地じ獄ごくを駆かけ抜ぬけて来たから。

　その地獄を踏とう破はした先に、きっと『正義の魔法使い』がいると信じていたから。

　そして、在りもしない『正義の魔法使い』を目指して。

　今日も俺は、『正義の魔法使い』からかけ離はなれていく。

　大好きだった魔ま術じゆつを、大だい嫌きらいになりながら──




　──。

　それは、誰だれかを救うためでも、生かすためでも、正義のためでもなかった。

　ただ、殺すために弾ひかれた、殺意の引き金であった。

　グレンが構えた、魔ま銃じゆう《ペネトレイター》──その銃じゆう口こうが閃せん炎えんと共に咆ほう哮こうし、一発の死し棘きよくが吐き出される。

　死棘は暗くら闇やみを銀閃する火線を描えがき、肉にく食しよく獣じゆうの如ごとき挙動でグレンへ肉にく薄はくしていた男の胸部を、正確無比に射い貫ぬいた。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?」

　途と端たん、悍おぞましき断だん末まつ魔まの声が、その暗い石の回かい廊ろう内を延々と反はん響きようする。

　撃うたれた男が、瞬しゆん時じに浄じよう化かの炎で燃え上がり、火ひ達磨だるまとなって悶もだえ苦しみ始めた。

「ちっ……」

　対するグレンは舌打ちしながら銃口を下げ、その様を眺ながめていた。

　その炎に包まれた男は、食屍鬼グールと呼ばれる不ふ浄じようの存在だ。

　食屍鬼グール。死を超ちよう越えつせし存在たる不死者としては、下級も下級。

　彼らは高貴なる吸血鬼ヴアンパイアの〝出来損ない〟であり、知性は皆かい無む。その不死の肉体を維い持じするには吸血行こう為いだけでは足りず、人の肉まで喰くらう。だが、それでも身体からだが朽くちる速度に再生が追いつけず、どこまでも醜みにくく腐くさり果てていく……そんな憐あわれな存在。

　グレンはそんな食屍鬼グールへ、不浄を滅めつする浄じよう銀ぎん弾だんを撃ち込んだのだ。

　何十年と鎮ちん魂こんの典礼聖歌が響ひびき続けた聖堂の銀十字から鋳ちゆう造ぞうし、グレンが丹たん念ねんに法儀ぎ式しきを施ほどこし、浄化の力を付呪エンチヤントした浄銀弾。

　この聖なる弾だん丸がんを受けて無事で済む悪あく魔まや不死者など、この世に存在し得ない。

　相手が下等な食屍鬼グールならば尚なお更さらだ。

　最も早はや、この食屍鬼グールとの一戦におけるグレンの勝利は確定。

　だが──

「ァアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?」

「…………」

　その食屍鬼グールの悶え苦しむ様を、グレンはどこか苦く悩のうに満ちた表情で眺めている。

　彼ら食屍鬼グールは、元々は何の罪もない普通の人間だったのだ。

　彼らは悪意ある第三者の手によって、このような食屍鬼グールへ、無理矢理、魔術的に作つくり変かえられてしまっただけなのだ。

　グレンが、ここに至るまでに仕留めてきた何十体もの食屍鬼グール一人一人に、かつてそれぞれの人生があり、家族があり、喜き怒ど哀あい楽らくがあり、幸福があり──

　こんな憐れな最期を迎むかえなければならない者達ではなかったのだ。

　こんな風に悶え苦しみながら、灰と化すべき者達ではなかったはずなのだ。

　グレンはしばらくの間、断末魔の叫びを上げる食屍鬼グールを前に、無言を貫つらぬいて。

「……許せよ」

　やがて、意を決したように銃口を上げ、二発目の浄銀弾を撃ち込む。

　響く銃じゆう声せいと共に、さらに強まる火勢が眩まばゆく闇やみを払はらう。

　あっという間に真っ白な灰と化して散り、消しよう滅めつしていく食屍鬼グール。

　不意に途と切ぎれる断末魔の声。

　グレンはそれを背に、虚うつろな表情でその場を去って行く。

　延々と前方に続く、石の回廊を黙もく々もくと進んでいく。

〝また、救えなかった〟──そんな重たい悔かい恨こんのみを背負って。

　そして、そんなグレンへ畳たたみかけるように。

　さらなる新手の食屍鬼グール達が、グレンの前へわらわらと現れるのであった──




　…………。




　──『正義の魔法使い』になりたかった。

　それが、子供の頃ころからの夢だった。

〝キミはボクにとって、立派な『正義の魔法使い』だったよ。〟

　かつて、そう言ってくれた幼なじみに、胸を張りたかった。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院を卒業という名目の中退後。グレンが帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団からの密かな引き抜きに喜び勇んで応じ、魔導士としての道を歩み始めて、早一年──

《隠いん者じや》のバーナードによって鍛きたえられ、特務分室の執しつ行こう官ナンバー０ゼロ《愚ぐ者しや》を拝命して以来、グレンは帝国軍魔導士としての過か酷こくな任務の日々を過ごしていた。

　今回、グレンに下された任務は、〝人間の人工的な吸血鬼化〟という禁きん忌きの研究に手を染めた外道魔ま術じゆつ師しワーテルロ卿きようの始末。

　その発ほつ端たんは、ワーテルロ領の住民達が片かた端はしから謎なぞの失しつ踪そうを遂とげた事件からだった。

　帝国宮廷魔導士団が総力を挙げた極秘内ない偵てい調査の結果、判明したのはワーテルロ卿の許されざる所業。領内の住民達を、邪じや悪あくな魔術研究の素体としていたという事実。

　その断罪のため、ワーテルロ卿の居城へ乗り込んだグレンは、城内を徘はい徊かいする無数の食屍鬼グールを退けながら、ついに最深部へと辿たどり着つく──




「なぜだ!?　なぜ、君達はこの素晴らしい研究の意義を理解できないッ!?」

　現れた魔導士礼服姿のグレンを前に、ワーテルロ卿が叫さけぶ。

「吸血鬼とは素晴らしい存在なのだ！　人知を超こえた力！　死をも超ちよう越えつした生命力！　人類の進化に貢こう献けんしようとする私の尊い意思を、お前達はなぜ理解できない!?」

　上質のジェストコールを翻ひるがえしながら、高貴なる壮そう年ねんの紳しん士し──ワーテルロ卿は、グレンへヒステリックに吠ほえかかる。

　そこは、ワーテルロ卿の居城の最深部──秘密の地下研究室だ。

　石造りの暗い地ち下か牢ろうにも似たその部屋には、様々な拷ごう問もん器具や魔道具、手術用器具が雑然と並んでいる。その器具達には、どれにも鼻が千切れるような血ち臭しゆうと死臭が、べったりとこびりついている。

　また、その部屋の中央には、奇き妙みような魔術式が刻まれた無数の手術台が並んでおり、それらの上には、それぞれ鎖くさりで四し肢しを繫つながれた人間が何人も寝ねかされていて──その誰もが、あらゆる意味で〝壊こわされていた〟。

「そもそも、私の研究の意義を問う資格が、愚ぐ鈍どんなる君達に──」

　意味不明の主張を酔よったように叫わめき散ちらすワーテルロ卿。

（クソがッ！　誰かまだ生きてるやつは……助けられるやつはいないのか……ッ!?）

　それを無視し、グレンは吐はき気けを堪こらえながら、必死に周囲の手術台を見回し、人間の形を保っている者を探す。

　そして、目を覆おおわんばかりの酸鼻なる光景の連続の中に──

（──いた！）

　唯ゆい一いつ、〝壊されていない〟者を発見する。

　そこは、叫き散らすワーテルロ卿のちょうど背後の手術台の上。

　流れるような黒くろ髪かみが美しい、十代半ばの少女の裸ら身しんが、鎖に繫がれ、傷一つない状態で眠ねむりについている。

　顔色は悪いが、その胸は微かすかに上下しているのが見えた。

（あいつは助けられる！　助けてみせるッ！　俺は『正義の魔法使い』なんだッ！）

　萎なえた心が俄が然ぜん、奮い立ち、グレンはワーテルロ卿に叫んでいた。

「うるせぇ、黙だまりやがれッ！　ンなことより、その後ろの子を解放しやがれッ！」

「ふん、誰が!?　くたばれ、軍の犬め！　《吠えよ炎えん獅じ子し》ッ！」

　聞かず、ワーテルロ卿が一節詠えい唱しようで呪じゆ文もんを唱える。グレンを骨まで焼き尽つくさんと、黒くろ魔ま【ブレイズ・バースト】を、超高速で起動しようとする。

　ワーテルロ卿は外道に堕だつしたとはいえ、国内では音に聞こえた超一流の魔術師だ。

　三流魔術師であるグレンなど、天地がひっくり返っても魔術戦で勝てる相手ではない。

　──だが。

「な、にぃッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、ワーテルロ卿が愕がく然ぜんと目を剝むいていた。

　彼が息を吸うよりも容易に成せるはずの呪文が起動しないのだ。

　見れば、すでに突とつ進しんを開始しているグレンが一枚のアルカナを指に挟はさんでいる。

　それを目の当たりにしたワーテルロ卿は、恐きよう怖ふに表情を歪ゆがませるしかなかった。

「ぐ、愚者のアルカナだと!?　貴様、まさか、あの──ッ!?」

「ぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンは素早く踏ふみ込みながら、銃じゆうの照準をワーテルロ卿の眉み間けんへと合わせた。

　後は引き金を弾くだけ。

　グレンが勝利を確信した──その時であった。

「な──」

　思わず、足を止めてしまうグレン。

　突つき出だした銃口の向かう先に──少女が立っていた。ワーテルロ卿を背に庇かばうように、グレンの前に両手を広げて立ちはだかったのだ。

　見み紛まがうはずもない。

　ワーテルロ卿の背後の手術台で寝かされていた、あの黒髪の少女だ。

　一体、いかなる力がかかったのか……少女の手足を戒いましめていた鎖は、壮そう絶ぜつな力で引き千切られている。その眼光は鮮せん血けつのように朱あかく、その血色を失った肌はだは冷たく青白く、やけに鋭するどい犬歯が口こう唇しんから覗のぞき、ぎらりと光った。

　その少女の明らかに尋じん常じようならざる様に、グレンは悟さとった──

「てめぇ……まさか……その子……ッ!?」

「ふ、ふふふ……ど、どうやら、ぎりぎりで間に合ったようだ……ッ！」

　少女の背後で、ワーテルロ卿が歓かん喜きの声を上げていた。

「ついに……ついにやったぞ……ッ！　今までの食屍鬼しつぱいさくとは違ちがう！　私は、ついに人を人工的に吸血鬼ヴアンパイア化することに成功したのだッ！　彼女がその第一号なのだッ！」

　刹せつ那な、後頭部に稲いな妻ずまが落ちたかのような衝しよう撃げきが、グレンを襲おそった。

　それは、つまり──その少女を救うことは、最早、叶かなわない。

　グレンは間に合わなかった。また、救えなかったのだ。

　がり……奥歯が砕くだけんばかりに歯は嚙がみするグレンへ。

　吸血鬼の少女が猛もう禽きんのように飛びかかり、容よう赦しやなくその腕うでを振ふるう。

　その細ほそ腕うでのどこからそんな膂りよ力りよくが出るのか、衝しよう撃げき波はをまき散らしながら迫せまるその腕。

「くそぉ……ッ!?」

　グレンは自身に付呪エンチヤントされていた白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】の術式に、さらなる魔ま力りよくを注ぎ、瞬しゆん時じに増ぞう幅ふくされた身体能力をもって、その場から飛び下がる。

　間かん一いつ髪ぱつ。振るわれた少女の腕は空を切り、衝撃の余波が周囲の手術台を粉々に吹ふき飛とばしていく。

「ふははっ！　その被ひ検けん体三六五号『カーミラ』は、当然、主であるこの私の命令に絶対服従するよう呪的設定してあるのだよッ！　さぁ、後は最後の仕上げだッ！」

　ジェストコールをばさりと翻し、ワーテルロ卿が叫んだ。

「カーミラ、命令だッ！　〝その男を殺せ〟ッ！　〝殺して、その生き血を飲むのだ〟ッ！　そうすれば、お前は……その時、本物の吸血鬼として完成するのだッ！　闇から闇へと渡わたり歩あるき、思うがままに人を喰くらう、無敵で至高の存在へと昇しよう華かするのだッ！」

「はい、マスター……仰おおせの通りに」

　カーミラと呼ばれたその吸血鬼の少女は、ギョロと眼球を動かして、グレンを見た。

「おいっ！　お前、俺の声が聞こえるか!?」

　グレンは必死にカーミラへと訴うつたえかける。

「……き、聞こえます……」

　すると、荒あらい息を吐はきながら、カーミラは苦しげに応じた。

「俺は、お前を助けに来たんだッ！　だから、そんなやつの言うことなんか聞くなッ！　後で絶対に俺がお前を救ってみせるッ！　絶対だ！　だから──」

　自分でも吐き気を催もよおす偽ぎ善ぜん的な台詞せりふを、グレンは叫ぶ。

　だが。

「ごめんなさい、名前も知らない貴方あなた。私はマスターの命令には逆らえないんです」

　苦く悶もんの表情でカーミラは喘あえぐ。

「逆らおうとすると……全身が気が狂くるいそうになるほど……熱くて、痛くて……ッ!?　うぐ……ッ！　ぁあああああッ!?」

　カーミラの全身に、鮮血のように朱い紋もん様ようが浮うかび、それが赤熱していく。

「《隷れい属ぞく刻印》かッ!?　くそッ！　そんなものまで──ッ!?」

「はい。それに……とても渇かわくんです……血が……生き血が飲みたい……人を殺して、その温かな血で喉のどを潤うるおしたい……嫌いや……嫌なのにぃ……うぁああああああ──ッ!?」

　何かを堪えようとして頭と喉を搔かき毟むしって蹲うずくまり、激しく悶もだえ苦しむその姿。

「あぁ、暗い……寒い……熱い……ッ！　苦しいッ!?　まるで、私が私じゃないみたいで……ッ！　だ、誰だれか……誰か助けて……ッ！」

　最も早はや、痛まし過ぎて見ていられなかった。

「くっそぉおおおおおお──ッ！」

　不死者化は不可逆的な変化だ。ゆえにこの少女は救えない……グレンほど魔ま術じゆつの造ぞう詣けいが深い者ならば、そんなの最初からわかりきっていたのだ。

　救えないならば、せめて楽にしてやるしかない。

　浄じよう銀ぎん弾だんは吸血鬼にも有効。心臓に撃うちこめば、必滅必至。

　グレンが浄銀弾装そう塡てん済みの銃を、カーミラへと向けかけた──その時だった。

　カーミラが不意にグレンを見上げて、悲しげに、ぼそりと呟つぶやいたのだ。

「……どうして……？　どうして、もっと早く来てくれなかったんですか……？」

　そんなカーミラの呟きに。

「────ッ!?」

　目を大きく見開くグレン。

　その瞬間、グレンの時間は……止まってしまった。

　引き金を引く指も、体を捌さばく足も、完全に石化してしまった。

（……俺のせいか？　俺がもっと早く、ここに来られれば……この子は救えたのか？）

　若さ特有の根こん拠きよなき傲ごう慢まんな自責が、グレンの精神をズタズタに切きり裂さいていく。

（俺にもっと、力があれば……間に合ったのか？　助けられたのか？）

　だが、そう考え至ってしまったら、もう何もかもが駄だ目めだった。グレンは引き金にかかった指を動かすことが、まったく出来なくなってしまっていた。

　サイト越ごしにカーミラを狙ねらう銃じゆう身しんは、カタカタと震ふるえるばかり。

　──そんな隙すきを見み逃のがす吸血鬼ではない。

「ぁああああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　もう堪えきれないとばかりにカーミラが絶ぜつ叫きようし、残像を生む速度でグレンへと躍おどりかかる。

　その右手に鋭い漆しつ黒こくの爪つめが伸のび──致ち死し的な呪じゆ力りよくが漲みなぎる。

　そして、動けないグレンへ、その爪そう撃げきが真っ直ぐ迫り──

　グレンの胸部を貫つらぬかんとする、まさにその瞬間。

　轟ごうッ！

　突とつ如じよ、グレンの周囲に激しく風が渦うず巻まき、カーミラを吹き飛ばしていた。

「キャ──ッ!?」

「な──こ、この風は──ッ!?」

　気付けば、いつの間にかグレンの周囲を、小さな風の精霊シルフの少女達が守るように踊おどっている。

　そして──

「グレン君ッ！」

　一いち陣じんの風が──グレンの傍かたわらに届いていた。

　風の上位精霊たる雄お々おしき《風ふう狼ろう》と共に、一人の少女が駆かけつけたのだ。

　その荒あらぶる風に棚たな引びく美しき白の髪かみ。それを飾かざるは穢けがれなき羽は根ね飾かざり。

　その穏おだやかに凜りんと輝かがやく瞳ひとみ。琥こ珀はくの虹こう彩さいは黄昏たそがれか。

　その雪も欺あざむく白い肌。その所々を走る紅の紋様はただ神秘。

　その魔ま導どう士し礼服が包むは華きや奢しやで嫋しなやかな身体からだ。しかし、頼たよりなさは微み塵じんもない。

　まさに戦乙女おとめ然とした、その少女は──

「セラ!?」

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー３《女じよ帝てい》のセラ＝シルヴァース。

　帝国軍随ずい一いちの《風使い》。

　渦巻く風の中、無数の風の精霊シルフを従えた彼女の姿は、こんな陰いん惨さんな地の底にありながらも勇ゆう壮そうで、思わず一いつ瞬しゆん魂たましいを奪うばわれてしまうほど美しかった──

「グレン君、大だい丈じよう夫ぶ!?　よかった、間に合って！」

「お前、アルベルトと一いつ緒しよに外を抑おさえていたはずじゃ──って、おい！　後ろッ!?」

　そんなセラを血の海に沈しずめんと、カーミラが鋭い爪を伸ばして襲いかかる。

　しかし──セラを中心に、再びその場に激しく渦巻く嵐あらし。

　その圧あつ倒とう的な風圧に、カーミラはやはり派手に吹き飛んでいく。

「くぅ──ッ!?　この──」

　空中で体勢を立て直し、獣けもののように、セラへ何度も襲いかかるが同じ事だ。

　激しき風、優しき風、荒ぶる風、鋭き風、峻しゆん烈れつなる風、雄お々おしき風──セラが周囲に従えた無数の精霊達が、あらゆる風を自在に生み出し、カーミラをまったく寄せ付けない。

　──あの子は私に任せて。

　そう言わんばかりに、セラがオカリナを吹く。

　オカリナが奏でる澄すんだ音色が、風に乗って響ひびき流れていく。

　それは、南原のとある高貴な遊牧民族秘伝の特とく殊しゆな精霊使役術。

　そのオカリナから発せられる音色が令呪コマンドとなって、精霊達を意のままに操るのだ。

　そこは──まるで、風の支配する王国だった。

　セラは風を統べる女帝だった。

　いくら人間の限界を圧倒的に超こえた吸血鬼でも、セラの操る幾いく百もの風を突とつ破ぱすることなど到とう底てい叶かなわない。

　今、吸血鬼は、セラ一人の手によって完全に押さえ込まれてしまっていた。

「な、何をやっているのだ、カーミラッ！　は、早くやつらを──ッ！」

　この思わぬ劣れつ勢せいに、ワーテルロ卿きようがヒステリックに叫わめき散ちらした……次の瞬しゆん間かんだった。

　がちり、と。ワーテルロ卿の耳元で撃げき鉄てつを引く乾いた音。

　ごつり、と。こめかみに響く、冷たく重い感かん触しよく。

　ワーテルロ卿が、恐おそる恐る視線を横よこ滑すべりさせれば……

「ひ──ッ!?」

　いつの間にか接近したグレンが、ワーテルロ卿の側頭部に銃じゆうを押し当てていたのだ。

　その表情はまるで修しゆ羅らで──

　そして、ワーテルロ卿の魔術は、すでにグレンの【愚ぐ者しやの世界】で封ふうじられていた。

「た、頼たのむ……助け……い、命だけは──」

　そんなワーテルロ卿の無様な命いのち乞ごいなど、聞かず、応じず。

「……死ね」

　グレンは迷いなく、容赦なく引き金を引ひき絞しぼる。

　一発の銃声。飛び散る粘ねん性せいの液体が、びしゃりと壁かべや床ゆかを滴したたり打つ音。

　それが、今回の過か酷こくで悲ひ惨さんな事件の終わりを告げるのであった。




　戦術戦果：Ｓ級外道魔ま術じゆつ師しラス＝ワーテルロ卿の撃げき破は。その遺体と研究内容の回収。

　最終確定犠ぎ牲せい者しや数：３６５名。

　救出生存者数：０名──




『──以上が今回の任務の最終報告だ』

　耳に当てた宝石型の通信魔導器から、淡たん々たんとした男の言葉が聞こえてくる。

　特務分室の若き室長、執行官ナンバー１《魔術師》のイヴ＝イグナイトは、己が執しつ務む机の上に、しなやかなおみ足を交差させて投げ出しながら、その言葉に耳を傾かたむけている。

　ここは、帝てい都との帝国宮廷魔導士団本部《業ごう魔まの塔とう》、その特務分室の職務室オフイス。

　今、イヴは今回のワーテルロ卿きよう討とう伐ばつ作戦の結果報告を、宝石型通信魔導器で受けている最中であった。

「大戦果じゃない。よくやったわね」

　予想以上の吉きつ報ぽうに、イヴがにやりと不敵に笑った。

『…………』

「貴方の敵戦力撃破数も相変わらず怪かい物ぶつじみてるけど、今回のグレンの手て柄がらは、それを大きく超こえる偉い業ぎようだわ。素直に褒ほめてあげると伝えて頂ちよう戴だい」

　イヴは通信器越しの報告者へ賛辞を贈る。自分が立案した作戦による任務は成功して当然──そんなスタンスの彼女にしては、非常に珍めずらしいことだ。

「まぁ、その人工吸血鬼ヴアンパイア……被ひ検けん体ナンバー三六五号『カーミラ』だっけ？　その子に逃にげられたってのは気に入らないけど。ワーテルロ卿が倒たおれ、《隷属刻印》から解放されるや否や即そく逃とう走そう……その程度の展開、普ふ通つう、予想して然るべきでしょう？」

『そうだな。だが、想定外の敵追加戦力であった上、仮にも相手は吸血鬼だ。いずれにせよ、逃げに徹てつされれば、あの時点での確実な討とう伐ばつは困難を極めただろうと判断する』

　報告者──執行官ナンバー17《星》のアルベルト＝フレイザーは淡々と答えた。

「ふん、わかってるわよ。あの三流グレンにそこまで期待しちゃいないわ。それにしても──」

　すると、イヴは嬉き々きとしながら冷れい酷こくに言った。

「そこそこ使える駒こまに育ったじゃない？　グレンは」

『…………』

　通信器の向こう側で沈ちん黙もくを守るアルベルトに向かって、イヴはよほど愉ゆ快かいなのか、いつになく饒じよう舌ぜつにしゃべる。

「だって、相手はあの凄すご腕うで、ワーテルロ卿よ？　正面からバカ正直に攻せめれば、どれだけこっち側に被ひ害がいが出たことか！　実際、軍の腕うで利きき魔導士が、今まで何人も彼に殺やられているしね。そんな相手をこうもあっさり！　笑いが止まらないわね、本当に！」

『…………』

「ま、とにかく。被検体ナンバー三六五号の追つい跡せきと処分は此方こちらで引ひき継ついでやるわ。貴方あなた達はすぐに帝都へと帰き還かんなさい。まだまだこなすべき案件は沢たく山さんあるんだから……」

　次はどんな任務をグレン達に下そうか──

　イヴが片手で書類をめくりながら、今後のことを考えていると。

『……その件だが』

　沈黙を保っていたアルベルトが重々しく口を開いた。

『俺とセラはいい。だが、グレンにだけは、少し暇ひまをくれてやってくれないか？』

「はぁ？　なんで？」

『……今の奴やつは精神的に疲ひ弊へいしている』

「どうしてよ？　新人がこれだけの戦果を何の苦労もなく上げておきながら、一体、何が不満なわけ？　疲つかれる要素あった？　まさか、また……？」

『ああ。〝結局、一人も救えなかった。〟……その事実が、奴を追おい詰つめている』

「バッカじゃないの!?」

　ご機き嫌げんだったイヴが、たちまち不機嫌になり、不愉快そうに顔をしかめる。

「今回の任務の要よう諦ていは、いかにワーテルロ卿を逃のがさず確実に始末するか、その一点だけだって何度も言ったでしょう!?　生存者なんて、最初からまったく期待できる状じよう況きようじゃないって！　あれだけ言って、まだわからなかったわけ!?　あの男は！」

『…………』

「ふん！　勝手に〝正義の魔ま法ほう使つかい〟を気取って、勝手に失敗して、勝手にまいるなんて惰だ弱じやくにも程があるわ！　ふざけるなって言っておきなさいッ！　いい加減、諦あきらめろ、現実を見ろって──」

　すると。

『……何時いつになく辛しん辣らつだな、イヴ。らしくもない』

　自分でも気付かず苛いら立だっていたイヴへ、アルベルトが冷ややかに返す。

『仕事では常に私情を挟はさまぬ筈はずのお前が、決まってグレンに対してのみ感情を乱す』

「……気のせいよ」

　イヴが苛立ち混じりに舌打ちしながら、投げやりに応じた。

「とにかく、さっさと帰還しなさい。まだ任務は山積みなの。人手はいくらあっても足りないの。わかる？　こっちは彼の惰弱さを斟しん酌しやくしてやる暇も余よ裕ゆうもない」

『了りよう解かい。では、これにて簡易報告を終しゆう了りようする。詳しよう細さいは追って報告書で』

　アルベルトが相変わらず淡々と事務的に応じ、あっさり通信を切ろうとすると。

「……ちょ……ちょっと、待ちなさいよ！」

　その気配に、イヴがふて腐くされたような表情で呟つぶやいていた。

『何だ？　まだ報告で不ふ明めい瞭りような箇か所しよが？』

「………………」

　しばらくの間、イヴは通信魔導器を耳に当てたまま、押おし黙だまり……やがて。

「……考えてみれば、新人のくせに、グレン、最近は任務ずくめだったわね」

『そうだな』

「ふん、ようやく使える駒になってくれたんだし、ここで潰つぶれられても面めん倒どうね。……いいわよ、休みたきゃ、しばらく休めば？」

『…………』

「ついでに、彼の子守役セラにも暇をくれてやるわ。精々、彼をよしよし良い子と慰なぐさめてやれって言っときなさい」

『了解。そう伝えよう』

「言っておくけど、別に他意はないから。これが効率的な駒運用だって、判断しただけだから。勘かん違ちがいしないで欲しいわね。……ちょっと何よ？　貴方、なんで黙って……」

　そんな不機嫌そうなイヴのやりとりを。

　その男は──職務室オフイスの隅すみから冷めきった目で眺ながめていた。

「グレン＝レーダス……また生き残ったのか、今回も」

　少々の意外さを滲にじませながらそう呟いたその男の名は、ジャティス＝ロウファン。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー11《正義》であった。

「やれやれ、おかしいなぁ。彼が従事する任務……毎回、それなりに高い彼の戦死率が算出されているというのに、まだ生きてる……魔術師としては三流のくせに、本当に悪運だけは強い人だ」

　ジャティスは、未来予知に近い行動予測術を密かに保有している。

　固有魔術オリジナル【ユースティアの天てん秤びん】による数秘術ゲマトリア。

　この行動予測術の精度にはかなりの自信があったのだが、最近、グレンに関してだけは計算が狂くるいっぱなしなのが、どうにもジャティスは気に入らない。

　そもそも、自らの絶対正義を信じて悪を断罪するジャティスにとって、身の程知らずにも『正義の魔法使い』を語るグレンは、目の上の瘤こぶのような鬱うつ陶とうしい存在なのだ。

「まぁいいさ。そう何度も偶ぐう然ぜんは続かないよ。さて……」

　今回、ジャティスは、グレンに監かん視し用の人工精霊タルパを密かに随ずい行こうさせていたのだ。

　その人工精霊タルパから送られてくるあらゆるデータを数値化・数式化し、脳内で数秘術ゲマトリアを走らせ、直近のグレンの未来を算出する。

　すると……意外な結果が出るのであった。

「……成る程。そうなるのか。つまり……ついに死ぬのか、彼」

　ジャティスは愉快だと言わんばかりに、ほくそ笑む。

「まさか、この後、そういう展開になるとはね。この筋書きにおけるグレンの生存率は、９．９２％……十回やって一回生き残れるかどうかという程度……流石さすがに死んだね」

　そんなことを冷酷に言い捨て、ジャティスは外の空気を吸いに職務室オフイスを出る。

「しかし、彼が情に振ふり回まわされて、そんな選せん択たくを選ぶとはね……大した偽ぎ善ぜん者だ、くだらない。僕の絶対正義と比べるべくもない。しょせん、彼はその程度の器さ」

　別に、この計算結果を誰だれかに報告したりなどはしない。

　元々、自分の行動予測術の存在は、他人には伏ふせているし、そもそも、ジャティスにとってグレンは、運だけで生き残っている、つまらない男だ。

「彼は、僕の正義執行に際し、毒にも薬にもならない……なら、放っておくさ」

　そう誰へともなく呟いて。

　ジャティスは含ふくむように笑いながら、塔の廊ろう下かを歩き去っていくのであった。




　……。

　……正義の魔法使いになりたかった。

　最初に、そう思った切きっ掛かけはなんだったか？

　記き憶おくを掘ほり返かえせば、それは遠い日の話になる。

　ふと気付けば、俺は真まっ暗くら闇やみの中、たった一人で震ふるえていた。

　それ以前のことは、何一つわからない。覚えていない。

　ただ、身体からだが動かなくて。全身が痺しびれて。頭が割れそうなくらい痛くて。

　だから、怖こわくて、怖くて、心細くて、俺は誰かに助けを求めることしかできなかった。

　助けて。助けて。誰か助けて。

　気が狂いそうなほど、泣いて、叫さけび続けて。

　俺はこのまま闇やみに溶とけて死ぬんだと、絶望しきって。

　でも、ある時……その人は、何の前まえ触ぶれもなく、ひょっこり俺の前に現れたのだ。

「……そこにいるのは……誰だよ？」

　思わず女め神がみと見み紛まがうその美び貌ぼう。

　血に濡ぬれたその姿も、どこか勲くん章しようじみていて、怖さよりも尊く思えて。

　あれだけ絶望しきっていた俺を、あっさりと救ったのは、とびっきりの美人の魔法使い……それも、世界一の魔法使いであった。

　当時、幼心ながら、あの人は本当に凄すごい魔法使いだと、しみじみ思ったものだ。

　なにせ、あれだけの絶望から、地じ獄ごくから、俺を簡単に救ってくれたのだから。

　今、思えば……あの人にそんなつもりはなかったのかもしれない。

　ただの気まぐれだったのかもしれない。

　だけど、嬉うれしかった。助けてくれて、本当に感謝の気持ちでいっぱいだった。

　少なくとも……いつも間に合わない俺とは違ちがって、あの人は間に合ったのだ。

　だから、あの人はきっと、本当の正義の魔法使い。

　幼い子供だった俺には、それが世界の全てで、紛まぎれもない真実だった。

　だから、憧あこがれた。

　あの人が教えてくれた不思議な魔術の世界に魅みせられたというのもある。

　魔術が好きだったから、その最さい高こう峰ほうの頂を目指したかったというのもある。

　ただ、俺は単純な子供の思考で、あの人に憧れ、あの人のようになりたかった。

　あの時の俺のように、絶望に噎むせび泣いている人を助けられるような、手を差さし伸のべてあげられるような……そんな人になりたかった。

　どうしたら、あの人のようになれるんだろう？　近づけるんだろう？

　あの人と一いつ緒しよに暮らす日々の中、あの人が得意げに、俺へ色々な魔術を披ひ露ろうする都度、俺はそう自問し続けた。

　そんなある日。俺はあの人と一緒に、とある本を読む。

　その本の題名は『メルガリウスの魔法使い』──正義の魔法使いの物語だった。

　これだ、と思ったのだ。

　あの時は、そう思ったのだ──




「…………」

　その日、グレンは《業ごう魔まの塔とう》兵舎の自室で目を覚ます。

　ワーテルロ卿きようの討とう伐ばつから、すでに数日が経たっていた。

　任務の引き継ぎやら、所々の手続きやらで、帝てい都とに帰還したのは昨日のこと。

　どうやら長旅の疲れが溜たまっていたらしく、殺風景な自室の窓から差し込む日光の角度から察するに、もう時分は正午近いようであった。

　なぜか、唐とう突とつにしばしの休きゆう暇かを言いい渡わたされ、今のグレンには仕事も任務もない。

　多少の寝ね坊ぼうは何も問題はないのだが……

「くそ、寝過ぎた……こうしちゃいられねぇ……」

　何かに急せかされるように起きると、グレンは魔導士礼服に着き替がえる。

　そして、さっさと自室を出て行くのであった。




　複雑な階層構造となっている《業魔の塔》。

　今でも道に迷うことがあるその塔内部を、グレンは早足で進んでいく。

　螺ら旋せん階段を上り、廊下を進み──やがて、グレンは目当ての部屋へと辿たどり着ついていた。

　そこは《刻とき隔へだての間》。塔内に設営された魔導士の修練場の一つだ。

　その内部は特とく殊しゆな異界空間となっており、時間の流れ方が外界と異なる。その異界内で過ごす七日は、外界での一日となる。肉体的な年ねん齢れいも一日分しか取らない。

　異界であるがゆえに内部はとても広く、魔術の修練や研究開発に必要な設備・道具も揃そろっており、短期間で己が力を高めるにはうってつけの空間であった。

　ただし、この異界内で過ごすことが可能な時間は、外界時間換かん算さんで合計一年。それ以上の時間を過ごせば、生じた時間の矛む盾じゆんに、精神と霊れい魂こんが崩ほう壊かいする危険性がある。

　とはいえ、かくいうグレンも新人魔導士の頃ころは、この《刻隔ての間》で、バーナードに徹てつ底てい的に鍛きたえ上げられたものだ。

　今回、グレンは与あたえられた特とく別べつ休きゆう暇かを、ここでの修練に全て費やすことに決め、昨日、使用申しん請せいを出していたのである。

「……よし」

　グレンが意を決したように、その《刻隔ての間》の扉とびらを開こうとすると。

「あ～～っ！　グレン君～っ！」

　張はり詰つめた空気を纏まとうグレンとは裏腹に、どこか気の抜ぬけたような緩ゆるい空気を纏う少女が、ぱたぱたとグレンの元へ、嬉しそうに駆かけ寄よってくる。

「もう、グレン君ったら、今いま頃ごろ起きたの？　お寝坊さん」

　そのどこか犬っぽい雰ふん囲い気きの娘むすめ──セラは、グレンの前に来るなり朗らかに笑った。

　もし、彼女に尻尾しつぽがあるなら、今はさぞかし左右に大きくフリフリされていることだろう……そんな気配。

　グレンはそんなセラの姿に、なぜか、いつも白い犬の姿を幻げん視しするのであった。

「うっせ。放っておけ」

　グレンはけんもほろろに突つっぱねるが、セラはまるで気にしない。

「ねぇねぇ、グレン君。こんな所で何やってるの？」

「……決まってるだろ？」

　呆あきれたようにため息を吐つきながら、グレンが投げやりに応じる。

「次の任務が始まるまで、ここで修行すんだよ」

「ええーっ？　せっかく休きゆう暇か貰もらったのに？　ふふっ、グレン君って真面目だね」

「…………」

　グレンは鬱陶しそうに目を細めてセラを流し見る。

　正直、何かと年上風吹ふかせて絡からんでくるセラが、グレンは苦手だった。

　早くどっか行ってくんないかな……そんなグレンの内心を無視して、セラはただ楽しそうにグレンへ話しかける。

「それにしても、グレン君って本当に凄いよね」

「…………」

「ちょっと危なっかしいけど、戦い方が本当に上手じようず……まるでバーナードさんみたい」

「…………」

「グレン君って、特務分室に入室してまだ一年経ってないのに、もうこんなに活かつ躍やくして……ふふっ、私、きっと、すぐに抜かされちゃうね。困ったな、先せん輩ぱいなのに」

　セラはどこまでも無む邪じや気きに微笑ほほえんでいる。

　そんなセラの裏表のない無邪気さが、ささくれたグレンの心に引っかかったのか。

「……は。誰が凄いって？」

　グレンはつい毒づいてしまっていた。
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「グレン君？」

「全然、救えてねえじゃねえか」

　そんなグレンの投げやりな言葉に、セラがふと表情を引ひき締しめた。

「先の任務の無様な結果はなんだ？　俺は、誰も助けられなかった」

「……グレン君。あの任務は仕方ないよ。あれは元々……」

　セラが悲しげに宥なだめようとするが。

「仕方なくなんかねえッ！」

　傲ごう慢まんな自責の念に囚とらわれたグレンには届かない。

「もっと俺に力があれば……もっと早く、あの黒幕の所に辿り着いていればッ！　カーミラ……あの子だけでも救えたかもしれないんだッ！」

「…………」

「いつもこうだ！　いつも、ギリギリで俺の手をすり抜けていきやがる！　それというのも、俺が弱いせいだッ！　魔ま術じゆつ師しとしての力が足りないせいだッ！」

「…………」

「俺は──『正義の魔ま法ほう使つかい』なんだッ！　これ以上、救えたはずの連中を零こぼし落として堪たまるかッ！」

　感情が荒あらぶるままに、セラへ言葉を叩たたきつける。

　セラは、そんなグレンを真しん摯しな表情で、じっと真っ直ぐ見つめ返すだけだ。

「……すまねえ」

　心の奥底を覗のぞき込んでくるようなセラの瞳ひとみに、急に罪悪感を覚えたグレンが、ふいっとそっぽを向いた。

「とにかく、俺はこれから修練場に入る。……じゃあな」

　そうぼそりと言い捨てて。

　グレンが《刻隔ての間》の扉の蝶ちよう番つがいに手をかけると。

　グレンの手に、セラがそっとその嫋しなやかな手を重ねてくるのであった。

「……なんだよ？」

　グレンがじろりとセラを睨にらむと。

　セラは、にっこり屈くつ託たくなく笑って、言うのであった。

「ねぇ、グレン君。……私とデートしない？」

「は？」

　あまりにも脈みやく絡らくもなく、予想外な台詞せりふに、グレンは目を瞬しばたたかせるしかなかった。




　デート？　俺とお前が？　なぜにデート？

「まぁまぁ、いいからいいから」

　混乱して言葉を失っているグレンの手を、セラはぐいぐいと引っ張っていく。

　結局、グレンが我に返った時には、すでに二人はつれだって帝都の街中を歩いていた。

「うーん、今日はいい天気だねー？」

「ったく、なんて強引なやつ……」

　お日様に向かって、ん～っと、暢のん気きに伸びをする隣となりのセラを流し見ながら。

　グレンは肩かたを落としてため息を吐いていた。

「あのな、セラ……俺には遊んでいる暇ひまなんてな……」

「帝都って、本当に素敵な所だよね？　人も多いし、建物も綺き麗れいだし、お店も多いし……なんだか、歩いているだけで楽しくなってくるよね？」

　セラは終始嬉しそうにニコニコしており、グレンの話など聞きはしない。

「故郷の雄ゆう大だいで静かな草原も好きだけど……私はこんな賑にぎやかな街も好きだよ」

「あっそ……」

　どうやら今日は、南原の古き高貴な一族のお姫ひめ様のお供をしなければならないらしい。

　グレンは諦あきらめたように、再びため息を吐いて周囲を見み渡わたした。

　相変わらず、いつもの帝都の光景だ。

　質しつ実じつ剛ごう健けんな建築様式の家屋や建物が並び、大通りは大勢の人々で賑わっている。

　裏世界にある血ち腥なまぐさい現実など欠片かけらも知らないだろう、平和で暢気な光景だ。

　そして、特に注意を払はらわずともわかる。

　周囲の人間の誰だれもが、グレン達に注目している。

　すれ違ちがう誰もが、グレン達を振ふり返かえっている。

　より正確には──グレンの隣を暢気にトコトコ歩くセラを、だ。

　眩まばゆい陽の下に晒さらされたセラの白い髪かみが、穏おだやかな風に揺ゆれる。

　髪は陽光を燦さん然ぜんと浴びては跳はね散らし、きらきらと七色の色しき彩さいに輝かがやいている。

　セラが着用する衣装は、彼女が手ずから南原風に仕立て直した魔導士礼服に羽は根ね飾かざり。

　そのきめ細かな柔やわ肌はだに、毎日朱あかい顔料で描えがく伝統の民族紋もん様ようもいつも通り。

　確かに、それらはこの帝都の中にあっては少々奇き妙みような装いではあるが……そんな違い和わ感かんすら魅み力りよくに変化させる、エキゾチックな美と華はながセラにはある。

　まるで吟ぎん遊ゆう詩人が謳うたう、異国の美しき精せい霊れい姫ひめが現世に舞まい降おりたかのようであった。

　なにせ──朴ぼく念ねん仁じんのグレンすら、油断すれば、思わず横目で見み惚とれてしまうほどのものなのだから。

「あはは、ごめんね、グレン君……」

　不意に、セラが申し訳なさそうにグレンに声をかけてくる。

「何がだよ？」

　慌あわてて、さっとそっぽを向いて誤ご魔ま化かすグレン。

「ええと……やっぱり、その……私の格好……変だよね？　お陰かげで、私達、余計な注目を集めちゃってるみたいで……」

　くいくい、と。苦笑しながら自分の衣装を摘つまむセラ。

「郷に入っては郷に従えとは言うけど……私にとって、この格好は故郷の草原と風を感じさせてくれる大切なもので……だから、その……ごめんね」

「いいよ、気にすんな。俺は気にしてねえよ」

　まったく意味のない気き遣づかいだとグレンは思った。

　なにせ、セラだ。その民族的な衣装をやめさせて、帝てい都との最新流行ファッションをさせてみたところで、結局、周囲の注目を集めてしまうに決まっているのだから。

「本当に？」

「ああ」

「本当の本当に、気にしてない？」

「ったく、しつこいな。気にしてんなら、もう帰ってるよ」

「そっか……ふふっ、ありがとうね、グレン君」

　グレンの素っ気ない返答に、セラが嬉うれしそうに笑う。

「よかった。今日は、グレン君を是ぜ非ひ、連れて行ってあげたいところがあるの。だから、セラお姉さんにしっかりついて来てね？」

「誰がお姉さんだ、誰が」

　そんなふて腐くされたようなグレンの手を、セラはどんどんと引いていく。

　やれやれ、今日は厄やく日びだ。

　肩を竦すくめて、ため息を吐いて。

　グレンは手をセラに引かれるままに任せるのであった。




　そんなこんなで。

　グレンを連れて歩くセラは、何が楽しいのか、終始ご機き嫌げんだった。

（ったく……悩なやみがなさそうで羨うらやましいこった……）

　その横顔を流し見ながら、鼻を鳴らすグレン。

　思えば、とある任務で一いつ緒しよに組んで以来、セラはいつもこうだ。

　何が切きっ掛かけだったのかはわからないが、セラは何かとお姉さんぶって、グレンの面めん倒どうを見たがる。控ひかえめそうな性格に見えて、グレンをマイペースに振り回す。

　セラのその底そこ抜ぬけに能天気な様子には、多少、苛いら立だちを覚える時もあるが……その無邪気な笑みを向けられると、どうにも毒気を抜ぬかれてしまうのも事実であった。

（ああ……やっぱ、こいつ苦手だわ……）

　グレンがそんなことをぼんやり考えていると。

　やがて、グレンの前には、帝てい都と郊こう外がいのとある施し設せつの姿が現れるのであった。

「なんだ、ここは？」

「孤こ児じ院いんだよ」

　半眼のグレンの問いに、セラがにこにこと答えた。

「私、ここの孤児院の仕事、暇な時によく手伝っているの」

「ほう？　そりゃ立派なこった」

「ふふ、ありがと。それでね、最近、ちょっと人手が足りなくて……特に男手」

「…………」

　セラの言葉に、グレンが押おし黙だまる。

「あの……つかぬ事をお聞きしますが、セラさん？」

「何？」

「ひょっとして、ボクを連れて行きたい場所って……その理由って……」

「あはは、察しがいいなぁ。ね、グレン君。今日一日、ここの子達のお世話……手伝ってくれないかな？」

「…………」

　しばらくの間、グレンは半眼で押し黙り……黙り続けて……

　そして。

「帰る」

　くるりと踵きびすを返して、歩き去って行こうとするのであった。

「ああっ!?　ま、待ってよ、グレン君～～っ！」

　そんなグレンにセラが涙なみだ目めで取りすがる。

「ええい、何がデートだ！　何が連れて行きたい場所があるだ！　俺にはガキの面めん倒どう見みてる暇なんざねえんだよッ！」

「ちょっとだけ！　ちょっとだけだから！　ね!?」

「ええい、うっさい!?　放しやがれぇ！」

「お願い、グレン君！　どうか私達を見捨てないで！　ちゃんと子供に向き合ってあげて！」

「ごごご、誤解を招きそうなことを言うなぁ!?」

　そんな風に、腰こしに取り付いてぶら下がるセラを、グレンが強引に引きずっていると。

　孤児院の正面玄げん関かん口が、がちゃりと開いた。

　そして、その院内から、たくさんの見知らぬ幼い子供達が姿を現す。

「あっ！　セラお姉ちゃん、久しぶり！」

「げ」

　余程、いつもお世話になっているのだろう。子供達はセラを見るや否や、一目散にセラの下へと集まってくる。

　当然、それに伴ともなってグレンも子供達に取り囲まれてしまう。

　ああ、面めん倒どう臭くせぇ……グレンは顔を顰しかめるしかない。

　だが。

「あっ……」

「セラお姉ちゃん？　その人……？」

　子供達の何人かは、なぜかセラではなく、グレンに注目し始めていた。

（……なんだよ？　俺の顔に何かついてんのか？）

　グレンが訝いぶかしんでいると、セラは穏やかに笑い、子供達に目の高さを合わせて言った。

「うん。……やっと、連れてきたよ」

「……は？　おい、セラ。どういうことだ？　なんなんだ、このガキ共は……？」

　まるで状じよう況きようが吞み込めないグレンが、セラを問とい詰つめようとすると。

「「「「グレンお兄ちゃんっ！」」」」

　子供達が、一いつ斉せいにグレンへと飛びかかってくるのであった。

「うおわぁっ!?　な、なんだなんだ!?」

　子供達に全身に取り付かれて、目を白黒させるしかないグレン。

「グレンお兄ちゃん、久しぶり！」

「元気だった!?」

「怪け我がはしてない!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　そんなグレンにまったく構わず、子供達は夢中でグレンへと取とりすがり、思おもいの丈たけを口にしていく。

「だぁああああーーッ!?　なんなんだよ、もう!?　俺は、お前らなんか知らね──」

　グレンが自分を取り囲む子供達を突つっぱねようとすると。

「……覚えてないんだね」

　そんな、どこか切なげなセラの言葉が、妙みようにグレンの耳を刺さした。

「わかるよ。グレン君はそれだけ必死に前だけを見て、今まで駆かけ抜けて来たんだね」

「セラ……？」

「でも、それじゃ……寂さびしいよね。ねぇ、だから、ほら。グレン君、思い出して。……貴方あなたが今まで、助けることができた人達のことも」

「……あ？　何を言って──」

　それは、唐とう突とつであった。

　不意に、グレンの脳内に閃せん光こうが奔はしる。記き憶おくが蘇よみがえる。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団に入団して、今まで、こなしてきた数々の任務の中で。

　救いたかった、助けたかった……それでも助けることが出来なかった、死なせてしまった人達……そればかりが大部分を占せん有ゆうするグレンの哀かなしい記憶の中で。

　その記憶の端はしの端にいた……悔かい恨こんにばかり囚とらわれ、気にも止めなかった者達。

　零こぼし落とした大勢に意識を取られ過ぎて気付かなかった、ほんの僅わずか手に残った者達。

　今、グレンを取り囲んでいるこの子供達は──そう。

「お、お前らは……」

　意識の焦しよう点てんから外れ、ブレた灰色の記憶。それが、今、グレンの目の前に広がる子供達の顔で再び焼き直され、鮮せん明めいに色を取とり戻もどす。

　そうだ。救えなかった者達、救われなかった者達の無念の顔ばかりが、自分を苛さいなんでいたけど。自責の後こう悔かいばかりで振ふり返かえることもなかったけど。

（……救えて……いたのか？　こんな俺でも……？　そんなことにも気付けないほど、俺は、自分で自分を追い詰めていたのか……？）

　グレンが愕がく然ぜんとしていると。

　とある幼い少年が、周囲の子供達に促うながされてグレンの前に押し出される。

　そして、その少年は意を決したように、おずおずとグレンを見上げ、言った。

「久しぶりだね。ボク……ずっと、お兄ちゃんに謝りたかったんだ……」

「ああ、お前は……」

　覚えている。今、思い出した。

　あるテロリストが起こした人質事件にて。グレンは人質となったその少年だけは辛かろうじて助けることができたが、その少年の両親は──力及およばず助けられなかった。

〝どうして、父さんと母さんを助けてくれなかったの!?〟

〝父さんと母さんを返してよ！〟

　別れ際に、グレンをそう酷ひどく罵ののしった少年だったのだ。

　あの時、グレンは少年に対して、何も言うことが出来なかった──

「お兄ちゃんは、ボクを命がけで助けてくれたのに……でも、あの時のボクは……ごめん……本当にごめんなさい、お兄ちゃん……ボク、酷いことばかり言って……」

「ば、バカ野や郎ろう……」

　グレンは、自然とその子の頭をくしゃりと撫なでていた。

「ガキは、んなこと気にしなくていいんだよ……」

　泣きたいような、笑いたいような、複雑な気分で、そう絞しぼり出すグレンに。

「うん……ありがとう……ごめんね」

　その少年は涙交じりの笑顔を向けるのであった。




　それから。

　グレンはその孤児院で、しばしの時を子供達と共に過ごした。

　子供達にとって、グレンはすっかりヒーローであった。

　グレンを自分達の仲間に加え、鬼おにゴッコ、かくれんぼ、様々な遊びに巻き込んだ。

　将来、グレンみたいな魔ま法ほう使つかいになるんだと大はしゃぎで、グレンを振り回し続けた。

　子供特有の無む尽じん蔵ぞうな元気に、グレンはただただ辟へき易えきするしかなくて。

　セラはそんなグレンの様子を、遠くからただ黙って見守っていた。




　そして──すっかり日も落ちて。

　流石さすがの子供達も、遊び疲つかれて眠ねむってしまって。

「結局……お前は一体、俺に何を見せたかったんだ？」

　《業ごう魔まの塔とう》への帰路につきながら、グレンはセラにぽつりと問いを投げる。

　夜の帳とばりが訪れた街並みは暗く、辺りはすっかり閑かん散さんとしてしまっていた。

「わからないかな？」

　セラは穏おだやかに微笑ほほえみながら答える。

「貴方が救えなかった人達より……救えた人達を見て欲しかったの」

「…………」

　押し黙るグレンに、セラが言葉を続ける。

「グレン君。零し落としたものに囚われちゃ駄だ目めだよ。それよりも守れたもの、これから守るものを見よう？」

「…………」

「グレン君は、守れなかったって言うけど……誰だれも笑顔にできなかったって言うけど……ちゃんと守れたし、笑顔にできてるじゃない？」

「噓うそ吐つけ。俺は守れてねえよ」

　そんなセラの言葉を、グレンは子供のように突っぱねることしかできない。

「おかしいだろ。本当に守れたなら、なんで、あいつらはあんな孤こ児じ院いんにいる？」

「グレン君……」

「俺にもっと力があれば、あいつらに家族を失わせるようなことはなかった。家族を返してと、恨うらみ辛つらみをぶつけられることも、泣かれることもなかったはずだ。今、もっと幸せだったはずだ。俺は──」

「辛いことがあったんだよ？　その時は泣いて、貴方を憎にくんだのかもしれないけど……それでも、皆みんな、その悲しさや辛さを乗のり越こえて、前に進んでる。歩き続けることができてる。……そうだったよね？」

　グレンは昼間の子供達の顔を思い出していく。

「あの子達がそれをできるのは……閉ざされたはずの未来の先へ歩めるのは……貴方のおかげなんだよ？」

「…………」

　すると、セラは押し黙るグレンの正面に回り込んで……真っ直ぐと見つめた。

「ねぇ、グレン君。もっと胸を張ってよ」

「！」

「知ってるよ、グレン君が全てを救う『正義の魔法使い』を目指してるって。誰もが鼻で笑うようなことを、今でも真っ直ぐ夢見てるって。でも、あまりにも真っ直ぐだから……今のグレン君は、目の前で何かを零し落としてしまうことばかりを極きよく端たんに恐おそれている」

「…………」

「駄目だよ。囚われちゃ駄目。グレン君は、ちゃんと誰かを守れる人なの。もっと、守れたもの、これから守るものをよく見て。胸を張って。誰かを守れる自分を誇ほこって」

「…………」

「グレン君……このまま、零し落としたものばかりに囚われ続けたら……いつか、きっと壊こわれちゃうよ……だから……」

　そんな真しん摯しに訴うつたえかけてくるセラに。

　グレンは……

「ああ、そうかよ」

　どこか冷え切った言葉をぶつけ返すのであった。

「つまり……夢を諦あきらめろ、と。現実を見ろ、と。お前はそう言いたいんだな？　分不相応な理想なんか捨てて、今あるものだけで満足しろと……ッ！」

「違ちがうよ、グレン君。そうじゃない。そうじゃないんだよ……」

「うるせえ、ほっとけッ！」

　気付けば、グレンはセラを突き飛ばし、吠ほえかかっていた。

　自分でもなぜこんなに感情が高ぶってしまったのか、よくわからなかった。

　ただ、吠えずにはいられなかったのだ。

「ああ、そうかよ。よーくわかった。お前もあのいけすかねえ、イヴやアルベルトと一いつ緒しよだ！　要するに、お前も心の底では、俺を鼻であざ笑っていたわけだ……現実の見えないアホガキだってな！　はっ！　別にいいさ！　俺だって本当はわかってる！　わかってるんだよ！　でも……それでも……ッ！」

「グレン君……」

「零し落としたものに囚われるな？　それより守れたもの、これから守るものを見ろ？　わかってんだよ、ンなことはッ！　ああ、俺じゃ無理だッ！　俺じゃ全てを救う『正義の魔法使い』になんざなれっこないッ！　だから、救えた分だけで満足するしかないッ！　そんなことわかってんだよ、畜ちく生しようッ！　うるせえよッ！　どいつもこいつも、うっせえッッッ！　簡単に言いやがって……ッ！　俺がどれだけ……どれだけ……ッ！」

　そして、グレンはセラの胸倉を摑つかんで顔を引き寄せ、至近距きよ離りで睨にらみ付けた。

「テメェには何もねぇからそんなこと、気安く言えるんだろ!?　いかにもヘラヘラニコニコして何の悩なやみもなさそうだしなぁ!?　そんなお前に俺の何がわかるってんだ!?　姉あね貴き面づらしてわかったような口を利くんじゃねえッッッ！」

　胸の内の激情を一方的に吐はき出し、乱暴にセラの胸倉を放す。

　そして、グレンはその場に立たち尽つくすセラを置いて、足早に立ち去ろうとする。

　だが──これだけ理り不ふ尽じんにグレンから罵られて。

　尚なおも、セラは薄うすく微笑みながら、すれ違いざまに、こう言ったのだ。

「私は……好きだよ。グレン君の夢」

「……ッ!?」

「だから──」

　セラが何かを言いかけた──その瞬しゆん間かん。

　急に居たたまれなくなったグレンは聞く耳持たず、その場から脱だつ兎とのごとく逃にげ出すのであった──




「くそっ……くそっ……くそぉ……ッ!?」

　静まりかえった夜の帝てい都とを駆ける。

　複雑に入り組んだ路地裏を、あてもなく駆け抜ぬけ続ける。

　ただひたすらに、荒あれる感情に任せて。

　最も早はや、今、自分が帝都のどの辺にいるのかすらわからない。

　心臓が破れそうなほどうるさく鼓こ動どうする中、先ほどからグレンの脳裏を反はん響きようするのはセラの言葉だ。

「ちく……しょう……ッ！」

　恐らく、アルベルトに指し摘てきされても、こうは激高しなかった。

　イヴに指摘されても、こうまでは吠えなかった。

　グレンとて理想と現実の区別くらいつく。自分の目指すものが、いかに非現実的で、矛む盾じゆんしていて、不可能で、バカげているか……本当はわかっているのだ。

　でも、セラは。セラだけは。

　彼女にだけは、分かって欲しかったのかもしれない。

　現実に打ちのめされ、常に潰つぶれそうになっている自分に、いつも何も言わず、そっと寄より添そい、支えてくれるセラ。

　彼女にだけは、肯こう定ていして欲しかったのかもしれない。

　ならば、自分が彼女に対してこうも憤いきどおってしまうのは──

「──ただの甘えだ。なんて、アマったれのクソガキだ、俺は……畜生……ッ！」

　がんっ！　グレンの怒いかりまかせの拳こぶしが路地裏の壁かべを打つ音。

　それが辺りに妙みように反響し、消えていく。

「はっ……はっ……はぁ……ッ！」

　しばらくの間、ようやく足を止めたグレンの激しい息づかいが、路地裏に木こ霊だまする。

　冷たい夜気が頭に血が上のぼったグレンの熱を急速に冷ましていく。

　やがて。

「……何かもう、嫌いやになってきた……なんで俺、こんな所にいるんだ……？」

　思わず、グレンの口からいつになく弱気が衝ついて出ていた。

「俺は……一体、何のために戦ってるんだ？　魔ま術じゆつって、こんなにもクソくだらねえものだったっけ？　……わかんねぇ……わかんねぇよ……」

　グレンが足下があやふやになっていくような感覚に苛さいなまれていると。

　それは──唐とう突とつだった。

「──ッ!?」

　この暗くら闇やみの中、不意に感じた不ふ穏おんな視線と気配。

　裏社会を生きる人間として否いや応おうなく研とぎ澄すまされた感覚が、己が魂たましいに警けい鐘しようを鳴らす。

　グレンが、はっと顔を見上げて、周囲を警けい戒かいし始めると。

「……いた。……やっと……見つけた……ッ！」

　そんな声が、ぼそりとグレンの耳に届いた。

　その声の主は、まるで暗闇の中から染み出るように、グレンの前へと姿を現す。

　溢あふれ出る無数の影かげがアメーバのように動いて形をなし、やがて一つの人型を形成する。

　それは、少女の姿をしていた。

　艶なまめかしい裸ら身しんに、襤ぼ褸ろを纏まとっただけの少女。

　忘れるはずはない、見み紛まがうはずもない。

「お、お前は──ッ!?」

　グレンの前に姿を現したその少女は……被ひ検けん体三六五号『カーミラ』。

　先の任務で、逃げられてしまった人工吸血鬼ヴアンパイアだったのだ。

「ちぃ──ッ!?」

　それは、常つね日ひ頃ごろの壮そう絶ぜつなる鍛たん錬れんの賜たまものなのだろう。

　敵を前にしたグレンの身体からだは、考えるよりも先に銃じゆうを抜かせ、戦せん闘とう態勢を取らせる。

　幸いというべきか、整備を怠おこたったせいで、銃に浄じよう銀ぎん弾だんは装そう塡てん済みのままだ。

　不意に現れた敵へ、グレンが反射的に引き金を弾ひこうとした──その時であった。

　その敵は、哀あわれっぽく、縋すがるような目をグレンへと向ける。

　そして、ぼそりと訴えたのだ。

「……たす、けて……ください……」

「──ッ!?」

　途と端たん、グレンの引き金にかかった指が、再び石化する。

「私……貴方あなたに会いに来たんです……ッ！」

　吸血鬼の少女、カーミラが呻うめくように言う。

「お、お前……そりゃ、どういう……？」

「苦しい……苦しいんですッ！　寒くて、暗くて……痛くて、渇かわいて……渇いてッ！　冷たい吸血鬼の身体が、私をずっと苦しめるんです……ッ！」

　かたかた、と。

　哀かなしげに鬼き気き迫せまるカーミラの表情に、グレンの銃口が震ふるえていく。

「それに……私、何も悪いことしていないのに……ッ！　怖こわい人が、私を殺そうと追ってくるんです……ッ！」

　見れば──カーミラの全身は傷だらけだ。吸血鬼の再生能力が追いつかないほどに。

　恐らくあの戦いの後、カーミラは、グレンから任務を引ひき継ついだ軍の魔ま導どう士しの追つい撃げきを受けたのだろう。

　吸血鬼は、血を分け与あたえれば共存できる、飼い馴らせるという存在ではない。

〝人を捕ほ食しよくする〟──それが、吸血鬼に課せられた未み来らい永えい劫ごう変わらぬ本能だ。彼らは生まれながらに人に仇あだ為なす、決して人と相あい容いれない、誇り高たかき怪かい物ぶつなのだ。

　ゆえに、いかなる理由があろうが、吸血鬼は即そつ刻こく処分──それが帝てい国こく法だ。

「どうして……ッ!?　なんで私、こんな目にあわないといけないんですか……ッ!?　ねぇ……どうしてですか……ッ!?」

「それは……」

　答えられない。答えられるはずもない。

「貴方は言いました……〝助けに来た〟って……〝絶対に救ってみせる〟って……だから私は、私を殺そうとする人から必死に逃げて……ずっと、逃げ続けてきて……ッ！　お願いです……助けてください……ッ！　どうか、私を助けて……ッ！」

　なんてことだ……グレンが歯は嚙がみする。

　甘い希望の言葉を安易にちらつかせてしまったこと。

　躊躇ためらって、引き金を弾けなかったこと。

　グレンの言動の全てが裏目も裏目。その全てが少女を未だ苦しめている。

　ああ、一体、これのどこが『正義の魔ま法ほう使つかい』なのか。

　元々崩くずれかかっていた足下がさらに崩ほう壊かいしていく感覚が、グレンを襲おそう。

「……どうすればいい？」

　喉のど奥から絞しぼり出された掠かすれた声は、そのような意味を形作っていた。

　なぜ、聞く？　無意味なのに。

　聞いてどうする？　意味などないのに。

　そう理り屈くつではわかっていても、グレンは問わずにいられない。

「どうすれば、お前を助けられる……？　どうすれば、俺はお前を救える……？　俺に何ができる……？」

　すると。

　しばらくの間、少女が無言で俯うつむいて……

　やがて、すっと顔を上げ……穏おだやかに、そして妖よう艶えんに微笑ほほえんで……言った。

「私のために、どうか……〝死んでください〟」

「──ッ!?」

　グレンの目が、微かすかな驚きよう愕がくで見開かれる。

　そんなグレンに構わず、カーミラはどこか陶とう然ぜんとしながら言った。

「私、本能でわかるんです……〝誰だれかを殺して〟、〝その血を飲めば〟……私はこの身体を苛む苦痛から解放されるって。私は一人の吸血鬼として真に完成するって。もう、誰にも負けない力を得られるって」

「……それは」

「だから、お願いします、名前も知らない貴方……私に残された救済の道は……吸血鬼として生きていくこと……もう、それしかないんです……ッ！」

「……だが、そ、それは……」

「本当は、私だって誰も殺したくないんですッ！　吸血鬼になんてなりたくないッ！　でも、寒くて、苦しくて、渇いて……ッ！　もう耐たえられないんです……ッ！　だから、どうかお願いします……ッ！　私を助けると言ってくれた優しい貴方……ッ！　貴方の命をくださいッ！　私を助けてくださいッ！　貴方なら殺してもいいんですよね!?　だって、助けてくれるって言ってくれたんだしッ！　だから、助けて……助けてよぉおおおおおおおおおおお──ッ!?　ぁあああああああああああああああああーーッ！」

　空に向かって吠ほえる少女を前に。

「お、お前……」

　この時、グレンは痛いほどに悟さとった。

　この少女の心は──もう、壊こわれている。

　吸血鬼化したことが原因か、あるいはそれ以外の要因か。

　いずれにせよ、この少女はもう、取り返しのつかないほどに壊れている。人としての正常な心など、とっくに失われている。

〝お前を助ける〟、〝助けに来た〟……グレンが不用意に放った、あの一言。

　そんなグレンの無責任で偽ぎ善ぜん的な言葉だけを最後の希望の寄る辺にして……グレンの命と血に惰だ性せいで執しゆう着ちやくしているだけの、ただの怪物に過ぎないのだと。

「貴方の血を……寄よ越こせぇええええええええええええええええーーッ!?」

　そう叫さけんで。

　カーミラが両手の爪つめをナイフのように伸のばし、致ち命めい的てきな呪のろいをその爪に漲みなぎらせる。

　そして地を蹴けり、地を這はうような極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢で、グレンへと突とつ進しんしてくる。

　その踏ふみ込みは──あまりにも速い。あらゆる生物の限界を超こえた神速であった。

「く──」

　だが、その動作は、あまりにも直線的で単調。

　グレンの銃口は、その少女をぴたりと捉とらえている。

　後は、引き金を弾くだけで良い。

　この距きよ離りなら必中。外すわけもない。

　さぁ、撃うて、グレン。放つは一発の浄銀弾。銃じゆう声せいの福音で全てが終わる。

　──終わるはずなのに。

「────ッ!?」

　鋭えい敏びん化する感覚、刹せつ那なに加速暴走する思考意識の中。

　妙に緩ゆるやかに迫せまってくるカーミラを前に……

　銃の引き金にかかったグレンの指は……まったく動かない。固まっている。

　理由は──わからない。

　少女を救えなかった、ここまで苦しめてしまった、自責の念か。

　あるいは、もう歩みを止める、何らかの切きっ掛かけが欲しかったのか。

　それとも、セラにすら否定されて、自じ暴ぼう自じ棄きになっていただけなのか。

　救うことができないならば、せめて、この少女が望む救いの形を与えてやることが『正義の魔法使い』としての最後の務めだとでも思ったのか。

　それとも、単純に心が疲つかれていただけか。あるいは、ただのきまぐれか。

　自分でも、よくわからない。

　全部間ま違ちがっているような気がするし、全部合っているような気もする。

　ただ、事実として──グレンの指は、動かなかった。

「俺は……」

　ああ、そうだ。

　どうせ、もう何もかも終わりだ。

　ここで撃たなければ、俺は終わるし。

　撃てば撃ったで、『正義の魔法使い』としての俺は終わる。

（どの道、終わるなら、いっそ──）

　吸血鬼の鋭するどい呪爪が、空気を裂さいて迫り来る様を。

　グレンが、ただ黙だまって……他人事のように見つめていると……




　どんっ！




　不意に衝しよう撃げきが襲い、グレンは真横に突つき飛とばされていた。

「……えっ？」

　見れば──グレンの視界の端はしに見えていたのは。

　必死の表情で、グレンを突き飛ばしていたセラの姿だった。

　バカ野や郎ろう──お前、何やって──ッ!?

　言葉を失うグレンへ。

　セラが、にっこりと笑った、次の瞬しゆん間かん。

　唸うなりを上げて振ふるわれた吸血鬼ヴアンパイアの爪が、ざっくりとセラの華きや奢しやな身体からだを切り裂いた。

　ぱっ！　と、夜や闇あんに咲さいた紅の華はな。

「こほっ……」

　セラは鮮せん血けつをまき散らし、血を吐はいて倒たおれた。

「セラぁああああああああーーッ!?」

「くっ！　また貴女あなたなの!?　私の邪じや魔ましないで──ッ！」

　セラの身体を蹴り飛ばし、カーミラがわめき立てる。

「この人は言ってくれたのッ！　私を助けてくれるって！　だから、私はこの人の命なら奪うばっていいのッ！　この人の血なら飲んでいいはずなのッ！　だから──ッ！」

　狂くるえるカーミラが執着するのは、あくまでグレンの命と血だけ。

　血ち塗まみれのセラなど見向きもせず、グレンへと飛びかかって──

　と、その時だった。

「──ッ!?」

　何を察知したのか、カーミラが咄とつ嗟さにその場を飛び下がる。

　刹せつ那な、その場所を派手に穿うがつ落らく雷らいが、夜を切り裂いた。

「其そ処こまでだ、吸血鬼」

　気付けば、路地裏に面した建物の屋根の上に、魔ま導どう士し礼服を翻ひるがえす男の姿があった。

「あ、貴方は──ッ!?」

「アルベルト!?」

　あわやという所で駆かけつけたのは、アルベルトであった。

「ひ──ッ!?　い、嫌いや……ッ！」

　途と端たん、カーミラは、アルベルトの姿を見るや否や震ふるえ上がり、身体を霧きり状じように分解して、そのまま退散してしまう。

「……また、逃のがしたか」

　すると、アルベルトは舌打ちして、屋根から飛び降りた。

　呆ぼう然ぜんとするグレンの傍かたわらに、音もなく降り立つ。

「お、お前……ッ！　なんで……ッ!?」

　アルベルト＝フレイザー。

　特務分室内では明らかに、頭一つ抜ぬけているエース中のエース。

　グレンも今まで何度か組んで任務に従事したことがあるが、いかなる修練を積めば、その領域に到とう達たつ出来るのか──グレンには想像もつかないほどの実力者だ。

　だが、アルベルトは数字の信望者であり、九を救うために残り一を迷わず切って捨てる効率主義者の冷血漢であり……グレンにとっては、決して相容れない男だ。

　そんなアルベルトの登場に、グレンが思わず身を固くして身構えていると。

「話は後だ。……今はセラの手当てが先だ」

　意外にも、アルベルトは鋭い表情のままグレンへ背を向け、そのまま淡たん々たんとセラの手当てを始めるのであった。




　セラの応急処置をしながら語るアルベルトの話をまとめると。

　カーミラの追つい撃げき任務に就いた軍の魔導士とは、アルベルトであった。一時的に戦線離り脱だつしたグレンとセラの穴を埋うめるため、名乗り出たそうだ。

　だが、逃にげに徹てつする吸血鬼を追うのは、アルベルトほどの実力者でも困難を極める。

　そもそも吸血鬼とは、最初から人間を超ちよう越えつした存在。

　それを、人手不足で単たん騎き追討しようとするならば、尚なお更さらだ。

「ふん。何度かの交戦後、ようやくこの帝てい都とで捕ほ捉そくしたと思えば、この様だ」

　どこか自じ嘲ちよう交じりにアルベルトが言い捨てる。

「俺もまだ甘い……何だ？　俺の顔に何かついているか？」

「い、いや……」

　一方のグレンは戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　何もかもが意外だったのだ。

　たとえば、先ほどの状じよう況きよう。グレンがよく知るアルベルトならば、負傷したセラなど放置して、そのまま即そく、カーミラの追撃に動きそうなものなのだが。

　そもそも、この効率厨ちゆうが、単騎で吸血鬼を追っていたというのも、何か妙みようだ。

　だが、今はそれを論じている場合ではないだろう。

「その……セラは、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　グレンは、路地裏の地面にぐったり横たわるセラを、見下ろした。

　血塗れの上半身に、止血目的できつく包帯を巻かれているセラ。

　その顔には血の気がなく、まるで死人のようだった。

　一応、《業ごう魔まの塔とう》には、通信魔ま術じゆつで救護部隊を要よう請せいしてある。

　ほどなくして、法医魔術のプロフェッショナル達が、ここへやってくるだろう。

　だが、それまでセラが保もつかどうか──

「あの吸血鬼の爪には、生命力吸収エナジー・ドレインの呪じゆ力りよくがある。生命力が衰すい弱じやくしたせいで、今のセラには法医呪文ヒーラー・スペルが効き辛づらい。手は尽つくしたが、助かるかどうかは、セラ次第だろう」

「くそ……ッ！」

　セラの容態を聞いた途端、グレンは路地裏の壁かべを苛いら立だたしげに殴なぐりつけていた。

　しばらくの重苦しい沈ちん黙もくの後、やがてグレンは絞しぼり出すように言った。

「こいつ……なんで、俺なんかのために……ッ!?」

　そして、死んだように眠ねむるセラの顔を見下ろし、吐き捨てる。

「バカじゃねえのッ!?　こんなクソガキ、放っておきゃあ良かったじゃねえかッ！　俺がどこで野垂れ死のうが、お前には関係ないだろッ!?　なのに、なんで……ッ!?」

　自分への不ふ甲が斐いなさと、セラへの憤いきどおりに、グレンが感情を荒あららげていると。

「お前のことが放っておけなかったのだろう」

　不意に、アルベルトが淡々と言った。

「……お前達は、なんだかんだで似た者同士だ」

「は？　似た者同士？　そりゃどういうことだよ？」

「終着点のない夢、決して届かぬ理想を目指し歩む者。……お前達二人の事だ」

　アルベルトは冷然と語り始めた。南原のとある高貴な遊牧民族の族長の娘むすめ、シルヴァースの姫ひめ──セラが魔導士として戦う理由を。

　それは、レザリア王国によって攻せめ滅ほろぼされ、奪われた故郷を取とり戻もどすためらしい。

　一族の生き残りを集め、故郷に帰る──そのために、かつてセラの一族がアルザーノ帝てい国こくと結んだ旧ふるき盟約に従って、セラはアルザーノ帝国のために戦っているのだ。

　いつか、アルザーノ帝国が盟約通り、レザリア王国から彼女の故郷を奪だつ還かんしてくれることを信じて。

「馬ば鹿かな……そんなもの……ッ！」

「そうだ。不可能だ」

　そう、セラには気の毒だが……現在の国際状況・彼我の戦力を鑑かんがみれば、それはもう不可能な夢物語なのだ。

　帝国と王国が全面戦争をすれば、互たがいにただじゃ済まないし、そもそも彼女の故郷は、今や彼女達以外の者達の故郷になりつつある。

　離り散さんした彼女の一族も、今はどこにいるのか。そもそも生きているのか。

　……歴史は後あと戻もどり出来ない。古き良き時代は戻らない。

　そんなことはセラも理解している。

　だが、それでもその細い可能性に縋すがり……そのためにアルザーノ帝国を支え、守り、戦うことを決意したのだ。

　故郷のために。彼女の一族のために。

　いつか、故郷に帰る……それがセラの夢だったのである。

　いつも能天気なあのセラが、そんな重たい物を背負っているなど、グレンは夢にも思っていなかった。

　だが……

「……だったら、なおさらだ」

　セラの身上を聞かされたグレンが、吐き捨てる。

「そんな大層な目的があるなら、なんで俺なんか庇かばった？　なんで、命を張ってまで、俺を助けた？　なんでなんだよ!?　はっ！　俺には理解できね──」

　すると。

　不意にアルベルトの腕うでが、グレンへ伸のびる。グレンの胸倉を摑つかみ上げて締しめ上げ、グレンをつま先立ちの宙ちゆう吊づり状態にしてしまう。

「ぅ、ぐ──な、何を──ッ!?」

「この戯たわけが」

　苦しげに呻うめくグレンを引き寄せ、至近距きよ離りで鋭く睨にらむアルベルト。

　その言葉には、瞳ひとみには、静かな怒いかりが燃えていた。

「夢は所しよ詮せん、夢に過ぎん。無論それは尊い物だ。否定はしない。だが、それに囚とらわれ、視野狭きよう窄さくに陥おちいっては本ほん末まつ転てん倒とうだ。現実には夢より大切な物がある。只ただそれだけの事」

「──ッ!?」

　アルベルトの淡々と責めるような言葉に、グレンが言葉を失う。

「それでも尚なお、己が夢よりお前を優先したセラを理解出来ない等と抜かすなら……貴様は夢見る資格すら無い、只の餓が鬼きだ」

　途端、グレンは打ちひしがれたように表情を歪ゆがませる。

　何一つ言い返せず、目を伏ふせるしかない。

　すると、それを見て取ったアルベルトは、無言でグレンを突つき放はなし、踵きびすを返して背を向けた。

　二人の間に、重苦しい沈黙がのし掛かかった……その時であった。

「……グレン……君……？」

　不意に零こぼれた、か細い呟つぶやきを、グレンの耳が拾う。

「セラ!?」

　見れば、意識を取り戻したのか、地面に横たわるセラが薄うつすらと目を開けていた。

「セラ!?　セラ！　気付いたのか!?」

　グレンが慌あわてて、セラの傍そばに身を寄せ、片かた膝ひざをつく。

「……良かった……グレン君が無事で……」

　セラはグレンの身体からだに何一つ異常がないことを確認し、心底、安あん堵どしたように微笑ほほえむ。

「しゃべるな！　待ってろ、今、救護の連中が──」

「ねぇ……聞いて、グレン君」

　すると、セラは何かを訴うつたえかけようと、グレンへそっと手を伸ばす。

「バカ野や郎ろう！　しゃべるなって言って──」

　グレンがそんなセラを押さえつけようとすると。

　セラは力なくグレンを見上げ……精せい一いつ杯ぱいにっこりと笑って、囁ささやくように言ったのだ。

「私は……好きだよ。グレン君の夢」

「……ッ!?」

　それは、恐おそらく。先ほどの言葉の続き。

「だから……歩み続けて欲しかったの……」

「……セ、セラ……」

「グレン君は私と一いつ緒しよだから……とても、難しくて遠くて、叶かないそうにない夢を追い続ける者同士だから……応おう援えんしてあげたかった……」

　呆あつ気けに取られるグレンへ、セラは穏おだやかに続ける。

「ねぇ、グレン君……この世界で理想のゴールに到とう達たつできる人なんてね……多分、誰だれもいないの……」

「──そ、それはッ!?」

「辿たどり着ついたと思ったら、すぐ、そのゴールは手の届かない果てに行ってしまうの……だから、ずっと歩み続けるしかないの……悩なやんで、苦しみながら……」

「…………」

「でも、歩み続けていれば……たとえ途と中ちゆうで膝ひざを折っても……途中で道が変わることになっても……歩み続けてさえいれば……いつかきっと、そこには……今よりも綺き麗れいな景色が……グレン君の周りに広がっているよ……私もそう信じて、歩いてる……」

「…………」

「だから……ずっと、歩き続けるためにも……グレン君には……今の自分を否定しないで欲しかった……グレン君に、もっと自分を認めてあげて欲しかった……それだけ……げほっ……ごほっ……ごめん、なんか……回りくどかったね……」

　セラが震ふるえる手を伸ばし、グレンの頰ほおを優しく撫なでる。

　生気を失った冷たい手。死を予感させる手。だが、それは不思議と嫌いやな感覚ではなく……グレンはその手を無意識のうちに握にぎり返かえしていた。

「グレン君は、ちゃんと誰かを守れる人だよ……だから、もっと守れたもの、これから守るものをよく見て……もっと胸を張って……誰かを守れる自分を誇ほこって」

「…………」

「……救えなかった人がたくさんいるからって……そんなことで、自分を見限らないであげて……お願い……ね？」

　しばらくの間、グレンとセラが見つめ合う。

　やがて。

　じっと覗のぞき込んでくるグレンの瞳に、何を確信したのか。

「うん……もう……大丈夫だね。グレン君は……」

　セラは安堵したかのように目を閉じ……そして再び眠るように意識を失うのであった。

「…………」

　グレンはしばらく、セラの手を握りしめたまま、無言でセラの顔を見つめ続ける。

　……やがて。

「こっちだ！」

「いたぞ！　急げ！　重傷だッ！」

「復活薬とアモールを用意しろ！　儀ぎ式しき班！　セフィロト法陣じん構築を急げッ！」

　軍の救護班が駆かけつけ、セラを中心としたその一帯は、にわかに慌ただしくなった。

「…………」

　グレンはそんな喧けん噪そうに背を向け、一人そっとその場を離はなれていく。

　そんなグレンの背中に。

「……行くのか？」

　腕うで組ぐみして壁に背を預け、静かに瞑めい想そうしているアルベルトが問う。

「今は、俺の任務なのだが？」

　すると、グレンは、ふと足を止め、振ふり返かえらずに応じた。

「……いや、俺がケリをつけるべきことだ」

「ふん……ならば好きにしろ」

　そんなことを言い合って。

　グレンは一人、夜の街の奥へと消えていくのであった。




　その後、グレンはあてもなく夜の帝てい都とを彷徨さまよった。

　帝都は広い。誰かを捜さがすのに手がかり一つなければ、それはもう不可能な所業だ。

　だが──不思議と確信はあった。

　そんな確信を証明するかのように、グレンがとある閑かん散さんとした広場に足を踏ふみ入いれると……

「……来てくれたんですね」

　不意に闇やみの中から、聞き覚えのある声が聞こえた。

　グレンの目前で、夜の闇より濃こい闇の断片が、どこからともなく渦うずを巻いて無数に集まっていき……少女の形を作っていく。

　やがて、グレンの前に現れたのは──吸血鬼ヴアンパイアカーミラであった。

「…………」

　グレンは数歩の距離を置いて、無言でカーミラと対たい峙じする。

「信じていました。貴方あなたは……貴方だけは、私を助けるために、来てくださるって」

「ああ」

　カーミラの嬉うれしそうな声に、グレンがぼそりと応じる。

「ねぇ、名前も知らない貴方……もう一度聞いてもいいですか？」

「なんだ？」

「貴方は……本当に、私を助けてくれるんですよね？　救ってくれるんですよね？」

　そんな、ほんの少し不安そうなカーミラの問いに。

「……ああ。救ってやるさ。二言はない」

　どこか虚うつろな瞳のグレンが、きっぱりと答える。

「俺は……お前を救えなかった。だから……それが、せめてもの俺の手た向むけだ」

「よかったです……ありがとう……本当に、ありがとうございます……」

　すると、カーミラは安堵したように、嬉しそうに微笑んで……

　ゆっくりと、グレンへと歩み寄って行く。

「これで……この寒さや苦しさから解放される……この渇かわきから解放される……怖こわい人に追われても、もう大だい丈じよう夫ぶ……私は……救われるんです……あぁ……」

　ゆっくりと……ゆっくりと……グレンへ歩み寄ってくる。

　グレンは微び動どうだにせず、彫ちよう像ぞうのように立たち尽つくしている。

　グレンとカーミラの距離が……一歩一歩、近づいていく。

　そして。

　やがて、カーミラはグレンへ身を寄せ、その腕をグレンの首に回した。

　互たがいの吐と息いきが感じられるほどの至近距離で見つめ合いながら、カーミラは艶えん然ぜんと微笑み……そして、最後に問う。

「ねぇ、私を救ってくれる、名前も知らない貴方……」

「なんだ？」

「せめて、最後に……貴方のお名前を聞かせていただけますか？」

　そう告げて。

　カーミラは、グレンの首筋に己が牙きばを近づけていく。

「……俺か？」

　グレンはそんなカーミラなど見えてもいないかのような虚ろな表情で、告げた。

「グレン＝レーダス──」

　グレンがそう名乗り、カーミラの鋭するどい牙が、グレンの首筋の頸けい動どう脈みやくに触ふれかけた……その瞬しゆん間かん。

　耳をつんざくような雷らい音おん、一発。

「──最低最悪の噓うそつきの名前だ」

「……え？」

　つ、と。

　カーミラの口くちの端はしから零れる、どす黒い血の筋。

　いつの間にか。

　カーミラの左胸部に、グレンの銃じゆう口こうが押し当てられていて。

　撃うち放たれた浄じよう銀ぎん弾だんが、カーミラの心臓を綺麗に射い貫ぬいていた。

「……どうして？」

　よろよろ、と。

　信じられない、とばかりに目を見開き……カーミラがグレンから後ずさる。

「貴方は……私を救ってくれるのではなかったのですか……？　結局、貴方も私を……見捨てるんですか……？　切り捨てるんですか……？」

　今にも泣き出しそうな表情でカーミラが訴える。

「酷ひどい……酷いです……私には……もう、貴方しかいなかったのに……ッ！　貴方以外に縋すがれる人がいなかったのに……ッ！」

　そんなカーミラへ真っ直ぐ向き直り、グレンがぼそりと呟つぶやく。

「悪いな……俺は歩く。……まだ、歩き続けることにしたんだ」

「歩く……？」

　首を傾かしげるカーミラに、グレンが頷うなずいた。

「正直、もうしんどいよ。多分……俺はいつか、間ま違ちがいなく、現実に立ちはだかる壁かべの前に膝を折ると思う。諦あきらめちまうと思う。お前をここで切り捨てたことは無む駄だになる」

「…………」

「けど、俺が力尽きて膝を折るまで……それまでに救える者達を救うために……ありもしない、全てを救う『正義の魔ま法ほう使つかい』をバカみたいに目指すよ」

「…………」

「そのために……俺はお前を捨てる。『正義の魔法使い』をやめる。矛む盾じゆんしてる……バカなこと言ってるとは、思うが……」

「…………」

「許してくれ……とは言わねえよ。ただ……すまなかった」

　グレンがそう告げた瞬間。

　ぼっ！　カーミラの全身に浄じよう化かの炎ほのおが燃えあがり、辺りの夜や闇あんを眩まばゆく払はらった。

　吸血鬼の最期。

　さぞかし、罵ば詈り雑ぞう言ごん、恨うらみ辛つらみ、怨えん嗟さ、呪じゆ詛そが飛んでくるだろう──

　グレンは思わず身構える。それを全て受け止める覚かく悟ごを決める。

　それが、少女を騙だました自分の負うべきせめてもの罰ばつだと思って。

　だが、意外にも──

「そうですか……それが貴方の選せん択たくなんですね……？」

　カーミラは、どこか満足そうな顔をしていた。

　土ど壇たん場ばで正気を取とり戻もどしたのか──その目に爛らん々らんと燃えていた狂きよう気きの色はなりを潜ひそめ、今はとても澄すんだ瞳ひとみで、グレンを真っ直ぐ見つめていた。

　炎に包まれた吸血鬼の少女は、まるで憑つき物ものが落ちたかのように晴れやかだったのだ。

「お、お前……？」

「見も知らぬ私を救えなかったことを、本気で悲しんで、悩なやんで、苦しんでくれた貴方……もし、そんな優しい貴方がくれた命なら……人を喰くらう吸血鬼として生きてもいいかなって……どこまでも堕おちていっていいかなって……そう、思っていました……」

「…………」

「でも、貴方は……私の向こう側にあるものを選んだ……安易な救いへ逃にげたりせず、より苦しい茨いばらの道を選んだ……うん……きっと、これで良かったんですね……ありがとう……私が本当に地じ獄ごくに落ちる前に、私を止めてくれて……」

「…………」

「……本当の意味で……私を救ってくれて……あり……が……と……」

　最後にそんなことを言い残して。

　涙なみだに濡ぬれる笑顔をグレンへ向けて。

　憐あわれな吸血鬼の少女は──炎の中に消しよう滅めつしていくのであった。

「……バカ野や郎ろう……なんで、礼なんか言うんだよ……」

　後に残された真っ白な灰の小山に背を向けて。

　グレンの呟きが、ぼそりと夜のしじまに木こ霊だまするのであった──




　まるで、無限に続くかのように思えた夜が明けて。

　その朝の柔やわらかな陽光差し込む白い部屋は、《業ごう魔まの塔とう》の医務室。

　室内に設置された白いベッドの上に、セラが横たえられていた。

　グレンはその傍かたわらの椅い子すに腰こしかけ、静かに眠ねむるセラを、じっと見守っている。

　そこは、まるで時間が止まったように静せい謐ひつな空間だった。

　窓から、穏おだやかにそよぐ風。

　さざめく小鳥の声。

　やがて、それらに優しく揺ゆり起おこされるように……

「……う、ん……？」

[image: ]

　眠っていたセラが……ゆっくりと……目を覚ます。

　薄うつすらと瞼まぶたを開き……眩まぶしそうに目を瞬またたかせる。

　そして、傍らで見守っているグレンと目が合った。

「……グレン……君……？」

「よかった……セラ。気が付いたんだな」

　グレンが力なく微笑ほほえみながら、ぼそりと応じた。

「……まったく……無茶しやがって……」

「あは、あはは……ごめんね」

「…………」

「…………」

　それきり、無言。

　グレンは何も語らないし、セラは何も聞かない。

　セラは──わかっていたのだろう。

　グレンが何を決断し、何をしたか。

　恐おそらく、聞かずとも、すでに全てを理解してしまったのだろう。

　だから……何も問わず、ただグレンの顔をじっと見守り続けるだけなのだ。

　やがて。

「……セラ。俺は……」

　グレンが、ぼそりと独り言の様に口を開いた。

「俺は……いくら歩いても、きっと『正義の魔法使い』になんざ、なれねえよ。この世界に『正義の魔法使い』はいねえんだ……」

「…………」

「でもよ……諦めねえ……諦めてたまるかよ……これが俺の選んだ道なんだ……ガキの頃ころからの夢だったんだ……今さら諦められるわけねえだろ……？」

　セラは無言。

　一人俯うつむいて、肩かたを震ふるわせながら独白するグレンを見守り続ける。

「俺……なんでこんな分不相応な夢を抱いだいちまったんだろう……？　なんで、魔ま術じゆつにこんな夢を見ちまったんだろう……？　もっと普ふ通つうのことを望んでれば……」

「…………」

「力が……もっと、俺に力があったらなぁ……なんで、俺はこんなに無力なんだ？　あんなに努力したのに……なんで、俺は望むものに届かない？　俺は……俺は……ッ！」

　きつく瞑つぶった目め尻じりから、涙が滲にじみ、零こぼれる。

　どうしようもない感情の発はつ露ろ。

　そんなグレンへ、セラはそっと身を起こし、両手を伸のばして……

「……せ、セラ……？」

　グレンの頭を柔らかく、その胸にかき抱いだくのであった。

「……よし、よし……」

　なでり、なでり、と。

　セラは穏やかに微笑みながら、どこまでも優しい手つきで、グレンの頭を撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私が……傍そばにいるから。ずっと、ずっと、傍にいるから……」

「…………」

「これから、グレン君がどんな道を歩んでも……どんなことを選択しても……辛いときは……苦しいときは……こうして、頭を撫でてあげるから」

「…………」

「だから、一いつ緒しよに……ゆっくりと……たまにはこうして休んで……それでも、ゆっくりと……何かに向かって少しずつ、歩いて行こう。……ね？」

　そんなセラの言葉に。

「……ぁ」

　今まで、グレンの中で、ぎりぎりの一線で堪こらえていた何かが決けつ壊かいする。

「ぁ……あ……あぁ……ッ！」

　それは、今回の事件の事だけではない。それはただの切きっ掛かけに過ぎない。

　それは、これまでグレンが特務分室に入室して以来、たまり続けてきた鬱うつ屈くつ。重圧。絶望。

　グレン自身、気付かない内に、心の奥底に溜たまりに溜まりきり、淀よどみに淀みきった、自我を崩ほう壊かいさせる寸前まで膨ふくれ上がった感情──その初めての発露と発散であった。

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　頭を抱かかえられ、子供のように泣なき叫さけぶグレン。

　セラは、そんなグレンをいつまでも優しく抱だきしめ、頭を撫で続けた。




　果たして──グレンにとって、セラとの出会いは、セラの言葉は。セラの微笑みは。

　人生における福音となるのか、あるいは呪のろいとなるのか。

　グレンの人生最大の暗黒──帝てい国こく軍魔導士時代。

　グレンが、ひたすら歩み続ける茨の道。築き続ける屍し山ざん血けつ河が。

　いずれ、避さけ得ぬ敗北と挫ざ折せつが確定しているその道は、まだ始まったばかりであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、短編集『ロクでなし魔ま術じゆつ講師と追想日誌メモリーレコード』第三巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そして本編『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方のおかげです！　どうもありがとうございます！

　お陰かげ様さまで短編集も、なんだかんだで三巻目。うーん、感無量。我ながらよくネタが続くものです。本編と違ちがって、わりと自由なネタをできるのが、短編を書いていて楽しいところ。自由にやりすぎて編集からストップがかかることも多いのですが（笑）。




○魔ま導どう探偵ロザリーの事件簿ぼ

　羊のやりたい放題回、オーウェルに続いて第だい二に弾だん。グレンの学院生時代の後こう輩はい、ロザリーの登場回です。そして『ふざけんな、こんなん認められるか』と激げき怒どする編集に土下座して、強引に押し通させてもらった話。なんかもう、読者の方々はお察しかもしれませんが、私はこの手のポンコツキャラが大好きなんです。このロザリー、いつか本編にも登場させたいなぁ。




〇魔術学院わくわく体験学習会

　前回、ふざけた話をやらせてやったんだから、今回こそは魔術学院の世界観を深める話をやってくれと、編集に泣きを入れられて作ったお話。

　ふっ……書いている自分で言うのもなんですが、この学院はもうダメだな！　でもこういう学校こそ通ってみたい。もし、僕もこんな学校に通っていたら、毎日が楽しくて、もっと真面目に勉強を……、……するわけがなかった！　（二浪ろう）




〇生徒会長と混沌議事録カオスレコード

　編集「生徒会を出せ！　美人の生徒会長が出てくる生徒会を！」。羊「出してもいいけど権けん謀ぼう術数やりたい！」。編集「ふ　ざ　け　ん　な！　普ふ通つうにラブコメさせろよ!?」。羊「やだやだやだぁ！　生徒会長の切れ者っぷりをやりたぁい!?」ガッシ！　ボカッ！　羊は死んだ（笑）……という経けい緯いで生まれたのがこの話（少々脚きやく色しよく）。




〇誰たがために金貨カネはなる

　こいつら絶対、仲いいだろ……誰と誰が、とは言いませんが（笑）。

　フェジテという舞ぶ台たい装置の世界観が広がったという意味でお気に入りの話です。久々に編集とバトルせずに済んだ話。やっぱり平和が一番（遠い目）。




〇White Dog

　本編でも回想シーンにしか登場しない、セラ＝シルヴァースとグレンが出会ったばかりの頃ころのお話です。正直、僕自身はセラというキャラに対して複雑な心境も持っています。グレンは、彼女のせいで後に退けなくなってしまったのではないかと。彼女と出会わなければ、もっと別の道もあったのではなかったかと。彼女の存在はグレンにとっての福音か救いか、あるいは呪のろいか……その答えの一いつ端たんをこの話に込めてみました。読んでいただいて、何かに感じ入っていただけるのであれば、作者冥みよう利りに尽つきます。




　とまぁ、今回はこんな感じで。どれもこれも一いつ生しよう懸けん命めい書いた話なので、楽しんでいただけると幸いです。どうかこれからも『ロクでなし』をよろしくお願いします！


羊太郎
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